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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　安曇雪伸
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　序章　天あま翔かける竜神







　それは遥はるかなる深しん淵えんだった。


　底そこという概がい念ねんすら意味を成なさぬ究きゆう極きよくの奈な落らく。


　此こ処こでは墜おちるという言葉さえ状態であって、結果に成り得えない。文字通りに果てしない領りよう域いきだ。此処には終しゆう端たんという概がい念ねんがない。


　いや──奈落という言葉で示しはしたが、それはあくまで比ひ喩ゆに過すぎない。そもそも此処には上下左右の区別さえないのだから。その気になれば、どちらの方向であろうと無限に墜ちてゆく事が出来る。


　無論、此処では風が吹ふく事も音が響ひびく事もない。大地という概念は虚きよ無むの領域に漂ただようささやかな土つち塊くれに過ぎず、海うな原ばらはその表面に付ふ着ちやくした染しみでしかなく、その全すべてを嘲あざ笑わらうかの様に、途と方ほうもなく真に空くうなる領域が荒こう涼りようと横たわる──それが此処の本質であった。


　無論……人ならぬ身ともなれば、この虚こ空くうにおいても遥かな彼方かなたから星々の放はなつ光や、眼めに見えぬ様さま々ざまな波、粒りゆう子しの存在を捉とらえる事も出来る。だがそれはただ偶ぐう然ぜん性せいが作用した結果そこに在あるだけのものに過ぎず……存在と呼ぶにはあまりに希き薄はくで無む意い味みだった。それらが互たがいに作用を及およぼし合って何かが起こる訳ではない。互いに何かの関連を持ち干かん渉しようし合うにはあまりに密度が低い。此こ処こではただ塵ちり一ひと粒つぶでさえもが孤こ独どくを感じずにはおれないだろう。


　此処においては虚無たる事こそが普ふ遍へんなのである。


　如い何かなるものであれ、此処では存在は特とく殊しゆであり異常なのだ。あまりの広大さは如何なる存在をも非存在に等ひとしく希薄化させる。まして生命などという複雑で脆ぜい弱じやくな構こう造ぞう体たいは、何らかの力による庇ひ護ご無なくしては一いつ瞬しゆんたりとて存在し得ないだろう。


　まるでそこに生きて在る事そのものが罪つみであるかの様ように。


　その事実こそがここに来てはならぬという威い嚇かくであるかの様に。


　だが。


　かつて人々は様々な憧どう憬けいを込こめてこの広大な暗黒を見上げていたのだという。


　この虚うつろな世界にかつての人類が具ぐ体たい的てきに何を感じ、何を夢ゆめ見みたのかは最も早はや知る術すべがない。あるいはそれは自分の生まれた限げん定てい領りよう域いきを──星をほぼ完全に支配下に置いた種しゆ族ぞくとしては、当然の欲よつ求きゆうであって、それ以上の理由など必要なかったのかもしれない。


　もっと広く。


　もっと遠く。


　もっと大きく。


　そうやって人じん類るいという種族は自みずからの版はん図とを広げてきた。これは人類が徒歩で地面を這はい回っていた時代から、光とも競きそい合える程の速さで真しん空くう間かんを飛ひ翔しようする時代まで変わる事のない人類の性質だった。


　故ゆえにこの深しん淵えんさえもが人類の前には未み開かいの森林や海洋と大差なかった。


　そうして永ながい歳さい月げつと莫ばく大だいな費用と気の遠くなる程の手間と、そして時には人命さえ費ついやして人類はこの暗い世界に飛び出した。


　最初は少しずつ。


　やがて大だい胆たんに。


　そうやって人類はその支配領域を拡かく大だいしていった。


　記録では人類は光でさえ数十年を経へなければ到とう達たつできない様な領域にまでその手を広げつつあったのだという。


　しかし──


「本当に此こ処こは人間が訪おとずれて良い領域だったのか──」


　主あるじのそんな言葉を聞きつけて彼女は──汎環境オール・邀撃戦用ラウンド・自由フリー・塑形フオーミング・兵器インターセプターＡＲＦＦＩ・Ｍ４改良型インプルーブド〈竜機神ドラグーン〉シリアル２６、固有機体名〈ゼフィリス〉は意い識しきを己おのれの胎たい内ないに向けた。


「──お呼びですか、我わが主」


　ゼフィリスは己の御ぎよ者しやたる〈竜騎士Ｄナイト〉の呟つぶやきを自分への質問ととった。


　間かん接せつ型がた対たい人じんインターフェイスを即そく座ざに起き動どう。蒼あおい髪かみをした少女の姿すがたが〈竜騎士〉の眼がん前ぜんに出現する。


　だが──


「いや。単たんなる独ひとり言ごとだよ。すまないね」


　そう言って彼女の〈竜騎士〉は微笑ほほえんで見せた。


　従じゆう僕ぼくであり兵器である自分へのささやかな気き遣づかいに感かん謝しやしながら……彼女は言葉を繫つなぐ。


「何か御ご不ふ安あんが？」


　現時点では彼女を含ふくむ六体の〈竜機神〉から構成された特とく務む戦せん隊たい〈パンドラ〉は、現在目もく標ひよう宙ちゆう域いきに向かって慣かん性せい飛ひ行こう中ちゆうである。各種の感知器センサー群ぐんと超予測装置ＭＰＤによる警けい戒かい監かん視しシステムを作動させておく以外にするべき事は特にない。ゼフィリスの機能としてはその処理能力の九割を遊ばせている様ような状態だ。


　人間的な言い方をすれば──少々彼女は退たい屈くつしていたのだ。


　無論、自分達に課せられている任務は本来退屈を感じられる様な安あん易いなものでもなかったが……兵器として造つくられた彼女に人間と同じ意味での『緊きん張ちよう』はない。


「百年余りも戦って──我われ々われはまだ敵てきの真しん意いも知らない」


　黒くろ髪かみの〈竜騎士〉はゼフィリス内部の操そう縦じゆう席せき──小さな異い相そう空くう間かんである──に身を横たえながら言った。


「侵しん略りやくや略りやく奪だつが目的でもないらしい。正直、敵の行動を見ていると戦略的な意図が全く見えない。これがあまりに知性の種類が違ちがいすぎるが故ゆえに、我々が理解できないだけなのか──それとも」


〈竜騎士〉は躊躇ためらう様に言葉を一いつ旦たん途と切ぎれさせる。


「それとも、そこに意図など最初からないのか」


「意図が──ない？」


「連中の戦術パターンもそうだが──私にはあの〈ＨＩ〉の行動がまるで抗こう原げん抗こう体たい反はん応のうの様にも見える。なんというか──ひどく自動的オートマテイツクな印いん象しようがある」


〈竜騎士〉はため息をつく様な口く調ちようでそんな事を言う。


「〈ＨＩ〉がこの真空間という『人体』に進入した病びよう原げん体たい──人類を排はい除じよしようとしているだけだと？」


「あくまで印象だよ。無論、まさか本当に〈ＨＩ〉の行動原理が免めん疫えき反はん応のうの様なものでもないんだろうけども……何というか、連中の行動には──」


　そこで〈竜騎士Ｄナイト〉は今度こそ言葉を切って沈ちん黙もくした。


「行動には──なんですか？」


「憎ぞう悪おや憤ふん怒ぬを感じない」


　ゼフィリスに請こわれるままに──しかし躊躇ためらいが如によ実じつに見える様な口く調ちようで〈竜騎士〉は言った。


「こんな事を言うとバンウなんかは笑うだろうけどね」


「〈ディスク〉、〈ドール〉、〈スフィア〉の各タイプが全すべて自動兵器である可能性は既すでに検けん討とう済ずみではあるかと」


「いや。そういう皮ひ相そう的てきな部分ではなくてね」


　そう言って〈竜騎士〉は肩を竦すくめた。


「どれだけ苦しくても先が見える戦いならば希望を支ささえに踏ふん張れる。敵てきがこちらと対立する事の裏側にある意図が見えれば、交こう渉しようして活かつ路ろを見いだす事も出来る。だが何も分からない状態で戦い続けられる程──人類は強きよう靭じんじゃないと思う。これではまるで……この虚こ空くうに向かってひたすら拳こぶしを打ち振ふっている様なものだよ」


「〈ＨＩ〉は現実に存在します。虚空に拳を振っても拳は傷きずつきませんが、現実にブラウニン機き関かんの兵力は一定の損そん耗もう率りつを記録しています」


「分かってるよ」


〈竜騎士〉は苦笑と呼ぶにはあまりに穏おだやかな表情を浮うかべる。


「まあ──何ら根こん拠きよのない思いつきだ。気にしないでくれ」


「──御ぎよ意い」


　ゼフィリスは頷うなずいた。


　気にするなと言われれば文字通り意い識しきから閉しめ出す。それが兵器には必要な機能だという事も無論あるが──ゼフィリスにとってこの黒髪の〈竜騎士〉は絶対の存在だった。彼が『気にするな』と望のぞむのならば、如い何かなる理由があろうとも彼女に否いなはない。考え決けつ断だんを下すのは彼の仕事だ。ゼフィリスはその力の全すべてを使って彼を支えるだけの事である。


　ただ──


「この戦いが──終わったら」


　その想像はふと彼女を不安にさせる。


「私はどうなるのでしょう？」


「どうなるとは？」


「私は──我われ等ら〈竜機神ドラグーン〉は必要とされなくなります。我わが主あるじ──貴方あなたと共に飛ぶ事もなくなるのではないですか？」


　ゼフィリスは彼女の〈竜騎士Ｄナイト〉が戦う事を決して好んでいないのを知っている。


　今は必要だから彼は戦場に身を置いているが、本来は好きな絵を描かいて暮くらしたいと言っていたのを彼女は覚えている。ならばこの戦争が終われば彼はブラウニン機関を出て行くのではないか。


　いや──それ以前に、この戦争が終われば、『前ぜん科か』のある欠けつ陥かん兵へい器きなどは全すべて廃はい棄き処しよ分ぶんにされてもおかしくはない。兵器として生まれた以上、自じ己この消しよう滅めつについては覚かく悟ごをしてはいるが──全てを委ゆだねきった相手から『無む用よう』と断じられて棄すてられる事は想像するだけでも恐おそろしかった。


「ゼフィ──」


〈竜騎士〉はゼフィリスの対たい人じんインターフェイスに手を伸のばす。


　それは二人だけの合あい図ず。純物質化するまでに高密度で結けつ像ぞうしている彼女の幻げん像ぞうは、促うながされるままに〈竜騎士〉の胸元に寄より添そった。


　染そめでもしなければ人間には決して備そなわる筈はずのない蒼あおい髪かみ──それを掌てで撫なでながら〈竜騎士〉は言った。


「フタバの言った事は覚えているか？」


〈竜騎士〉の胸元でゼフィリスは身を震ふるわせた。


　その名前が──それを思い出し、口にするだけでどれだけの苦く悶もんが彼を苛さいなむのか、ゼフィリスは知っている。自分の言動が彼にその名を思い出させ、そして口にさせたのだ。その事を想おもうとゼフィリスはたまらない気持ちになる。


「我が主──」


「『兵器』ではなく『戦友』として──それが彼女の口くち癖ぐせだった」


「……はい。覚えています」


　彼女のその言葉で──ただそれだけの言葉で『狂きよう竜りゆう化か』を免まぬがれた〈竜機神〉が何体居た事か。ゼフィリスもその中の一体だった。忘れるという機能は〈竜機神〉にはないが──それが可能であったとしても忘れようとは思わない。各々の〈竜騎士〉が兄あにであり父であり恋こい人びとであるとすれば……フタバ・ベルグマンは〈竜機神〉達にとって等ひとしく姉あねであり母でありそして親友だった。


　だから忘れない。絶対に──


「全てが終わったら、この戦争の間に経験した事の話をしよう」


　彼は微び笑しようしながら言った。


「辛つらかった事。嬉うれしかった事。哀かなしかった事。腹はら立だたしかった事──その全すべてをもう一度思い出して、ずっと語り合おう。居いなくなった人たちを何度でも思い出そう。新たに生まれてきた子供達に語って聞かせよう。そうやって──この戦争を昔むかし話ばなしとして懐なつかしみながら共に老おいてゆこう。戦友というのは──そういうものだと思う」


「我が主──」


　無論──〈竜機神ドラグーン〉に人間の様な老いはない。寿じゆ命みようもない。それは〈竜騎士Ｄナイト〉も分かってはいるだろう。


　だが彼が息を引き取るその瞬しゆん間かん、ただ一言──彼がゼフィリスに機き能のう停てい止し命令を呟つぶやいてくれれば、彼女も全機能を停止できる。人間的に言えば死ぬ事が出来る。彼と共に全機能を停止すれば自分はその後も彼と寄り添そえるのではないか──そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい夢む想そうをしたりもする。兵器たる自分に、死して後も残るべき魂たましいなどがあるのかどうかは、甚はなはだ疑問ではあったが。


　しかし。


　分かっている。ゼフィリスも〈竜騎士〉もその提てい案あんが実現される事などないのだと知っている。今彼かれ等らが背せ負おっている任務は達たつ成せい率りつを論ろんじるのも愚おろかしい様な代しろ物ものだった。たとえ作戦そのものが成功したとしても、生きて帰れぬ可能性が高い。


　だからこれは単なる夢ゆめ物もの語がたりに過すぎない。


　だが──


「約やく束そくしてください」


「ああ──約束しよう」


　決して果たされる事のない約束を交かわす人と兵器。


　だがそれを滑こつ稽けいと笑う者は此こ処こには居なかった。


　そして──


「──我が主」


　ゼフィリスが身を起こす。


　警けい戒かい監かん視しシステム──その中ちゆう枢すうたるＭＰＤからの警告が入ったのだ。敵てき襲しゆうの確かく率りつが急速に変動している。他ほかの五体の〈竜機神〉もその確率変へん動どうを察さつ知ちしたのか、緊きん急きゆう回かい線せんで臨りん戦せん態たい勢せいを促うながす通信が飛び交っている。


「ＭＰＤ、準じゆん戦せん闘とうモードに移い行こうします」


「全ぜん兵へい装そう、安あん全ぜん装そう置ち解かい除じよ。全機能高こう速そくチェック」


「はい」


「──融ゆう合ごうを」


「はい」


　差し出された主あるじの手をゼフィリスは摑つかんだ。








　真しんなる空くうを飛ひ翔しようする異い形ぎようの姿すがた。


　その名は〈竜機神ドラグーン〉。


　四し肢しを備そなえながらもその輪りん郭かくは人のそれとは異ことなり、六枚の翼つばさと長ちよう大だいな尾おを備え、頭部には幾いくつもの突とつ起きが生はえている。表面は鋼はがねとも革かわともつかぬ装そう甲こうに覆おおわれ、そしてその体たい軀くはひたすらに巨きよ大だいだ。


　確たしかに人じん類るいの言葉の範はん疇ちゆうでその姿を示す適てき切せつな一語を探さがすとすれば『竜りゆう』が最もつともふさわしいだろう。かつて神話の中で神々に挑いどんだとされる魔ま獣じゆう。天の彼方かなたより飛ひ来らいした敵てきに抗こうするには確かに相応ふさわしい名であった。


　今──暗い虚こ空くうを駆かける竜の姿は総計六。


　この広大な絶ぜつ対たい空くう間かんに立ち向かい得る超ちよう高こう圧あつの『力』を内包した兵器達は、時間の流れさえ歪ゆがませかねない速さで飛んでいる。普ふ通つうの眼めでは──人間の光学的な視し覚かくや神しん経けいの認にん識しき速そく度どではまともにその姿を捕ほ捉そくする事さえ出来ないだろう。せいぜいがその影かげを見る程度だ。如い何かなる存在もそれに追いつくのは不可能と思われた。


　しかし──


『くそ──しつこい！』


『ＭＰＤ脅きよう威い確かく率りつなおも変へん動どう中ちゆう──』


『異い相そう空くう間かん経けい由ゆで強きよう制せい転てん移いして来くるぞ！』


　超高速で交かわされる圧あつ縮しゆく言げん語ごの通信。


　これとて〈竜機神〉の思し考こう補ほ助じよのない人間では到とう底てい対応できない代しろ物ものだ。〈竜機神〉と融ゆう合ごう同どう化かした〈竜騎士Ｄナイト〉だからこそ、文字通りのわずか一いつ瞬しゆんに千の言葉を交わし、千の手を検けん討とうし、千の行動を採さい択たくできる。


　しかしその力とて──この状じよう況きよう下かでは十分ではなかった。


　此こ処こは戦場だった。


　爆ばく音おんも剣けん戟げきも怒ど号ごうさえも響ひびかず──しかし人類という種しゆがかつて経験したどの戦争よりも、規き模ぼにおいてもその行こう使しされる破は壊かい力りよくにおいても、比ひ較かくしようもない程に壮そう絶ぜつで過か酷こくな戦場であった。


『全ぜん兵へい装そう再さいチャージ！』


『兵装選せん択たく──〈ランス〉』


『兵装選択──〈アロウ〉』


『戦せん術じゆつパターンはＢ─６で──』


『俺おれが突つっ込む！　援えん護ご頼たのむぜ！』


『待て──バンウ──』


『どきゃーがれえっ!!　てめえらに構かまってる暇ひまなんざねえんだよ！』


　叫さけびが虚こ空くうを走る。


　空間が──歪ゆがんだ。


　何もない筈はずのそこに幾いくつもの『皺しわ』が生じる。歪みの向こうに瞬またたく星の光が、その歪みに沿そって流れ──そして次の瞬しゆん間かんには一か所へと凝ぎよう縮しゆくされたそれらが一つの形を成した。


　白い円えん盤ばん。


　それはただそれだけのものだった。


　造ぞう形けい物ぶつとしてみればそれはひどく単純な形状である。それ故ゆえにこの敵てきは〈ディスク〉タイプと呼ばれている。僅わずかに中心部が膨ふくらむその形は、かつて人類がまだ満足にこの虚空を駆かける術すべも無かった頃ころ、『未確認飛行物体ＵＦＯ』と呼ばれていた存在に酷こく似じしていた。


　あるいは──この敵はそんな遥はるか以前から、虎こ視し眈たん々たんと人類を待ちかまえていたのかもしれない。


『〈グロリア〉、先行しすぎだ──〈ゼフィリス〉、〈西王母シイーワンムウ〉、フォローを！』


『了りよう解かい、強ア襲サ突ル撃トモード、２ナノセカンド待ってくれ』


『〈フォセッタ〉──後方警けい戒かいを頼む！』


『了解した！』


　真空の世界に広がる円盤の群むれ。


　その数──実に百余あまり。


　もしその一つ一つが〈竜機神ドラグーン〉に等しい戦せん闘とう能のう力りよくを持っているとすれば、それは覆くつがえしようのない絶望を意味する戦力差であった。


　しかし──六体の魔ま獣じゆうは躊躇ためらう事なくその真ん中に突とつ入にゆうした。


　迂う回かいしている暇ひまも余よ裕ゆうもない。まして引き返す事は決して許されない。六体の竜りゆうに課せられた任にん務むは決死隊のそれであったからだ。


　シリアル０１〈アズエスミ〉。


　シリアル０６〈フォセッタ〉。


　シリアル０７〈グロリア〉。


　シリアル１４〈ナタリイ〉。


　シリアル２４〈西王母シイーワンムウ〉。


　シリアル２６〈ゼフィリス〉。


　いずれの〈竜騎士Ｄナイト〉も〈竜機神ドラグーン〉も──生きて帰れる可能性を考こう慮りよはしていない。その決けつ意い無なくしては人類の未来を賭かけた作戦になど従じゆう事じできなかったろう。


　『鏡きよう面めん物ぶつ質しつ弾だん発はつ射しやベイ、解かい放ほう！　前は敵てきだらけだ、目もく標ひよう設せつ定ていは必要ない！　斉せい射しや三さん連れん！』


『──御ぎよ意い！』


〈竜機神〉の一体が光り輝かがやく小さな球きゆう体たいの群むれをその身から放はなつ。


　それらは亜あ光こう速そくで敵の集団の中に突とつ入にゆうし、周囲を純じゆん白ぱくに染そめる爆ばく光こうを放ほう出しゆつする。通常物質と反はん応のうした鏡面物質が莫ばく大だいな熱と光を放出したのだ。


　だが──


『くそ──ろくに効きかねえかっ!?』


　円えん盤ばんの群れはさして減へったようには見えない。


　その殆ほとんどは平然と光と熱の壁かべを突つき抜ぬけて接近してくる。まるで光に集まる夜の羽は虫むしの如ごとく知性も戦せん術じゆつも感じさせない単純な動き。だが十倍以上という戦力差の前では小こ賢ざかしい戦術などその効果を発はつ揮きする余よ地ちもない。


　敵の円盤が一斉に攻こう撃げきを始めた。


　虹にじ色いろの光がまるで水平に降る雨の様に六体の竜に向けて降ふり注そそぐ。


　激はげしく上下左右へと機き動どうを繰くり返しながら、光こう条じようの隙すき間まをかいくぐって飛ぶ〈竜機神〉。それを追ってそれぞれに展てん開かいしてゆく円盤の群れ。〈ディスク〉タイプの攻撃は、時に〈竜機神〉の向こうに在ある僚りよう機きにさえ命中し、破は壊かいする事もあるのだが、敵は何らその結果に臆おくする事もなく攻撃の手を緩ゆるめない。やがて回かい避ひ機動を繰り返しながら反撃する〈竜機神〉達の動きに応じ、光の群れは複ふく雑ざつに交こう差さし、網あみの目の様よう相そうを呈ていする様になった。


　線と点。


　虚きよ無むと薄うす闇やみに支配されていた筈はずの真しん空くうに激しい破は壊かい力りよくが満ちる。巨きよ大だいな爆光と虹色の光条が織おりなす複雑で無意味な模も様ようが、暗黒色の空間に織り上げられてゆく。


　死し闘とうの様さまというにはそれは、あまりにも美しい光景ではあった。


『ぐおっ!?』


　『損そん傷しよう率りつ三十八パーセント──攻撃機能を制限、自じ動どう修しゆう復ふくに──』


『駄だ目めだシィーワンムウ！　そのまま弾だん幕まくを維い持じしろ！』


『ですが御ご主しゆ人じん様さま──』


『〈アズエスミ〉、〈西王母シイーワンムウ〉の援えん護ごに回まわってくれ！』


『ベクナム──馬ば鹿か野や郎ろう、他ひ人とを気にしてる場合かっ!!　俺達は大だい丈じよう夫ぶだ！』


　途と方ほうもない破壊力の応おう酬しゆう。


　自己修復する度たびに破壊されてゆく〈竜機神ドラグーン〉達。


　終わりのないイタチごっこの中でその御ぎよ者しや達の怒ど号ごうが交差する。


『ゼフィ──ポイント３２、４５、３７に閉へい空くう間かん爆ばく縮しゆく攻こう撃げき』


『はい！』


『フォセ！鏡きよう面めん物ぶつ質しつ弾だん全ぜん弾だん斉せい射しや六ろく連れん！　〈ナタリイ〉を援えん護ご！』


『了りよう解かいです！』


　まともに効果を発はつ揮きすれば星をも砕くだくほどの攻撃を互たがいに連打しながら、しかし竜達と敵てきはそれを弾はじき、遮さえぎり、あるいは受けながらも自みずからを高こう速そくで修復する事により無む効こう化かし、戦っているのだ。


　実のところ、単たん体たい戦せん闘とう力りよくという意味では〈竜機神〉達に分ぶがある。破壊力という意味では大差ないのだが、〈ディスク〉タイプの動きはひどく単調で、まさしく単純機械の様ような機き動どうしかしてこない。


　だがその防ぼう御ぎよ力りき場ばはひどく強力で、〈竜機神〉側の攻撃が殆ほとんど通らず──しかも、蹴け散ちらしても蹴散らしてもわらわらと白い敵機群は飽あきる事もなく〈竜機神〉達を追い続ける。


『くそ──』


『ぐあっ──畜ちく生しよう！』


　『損そん傷しよう率りつ六十パーセント──なおも増加中です、攻撃機能を──』


『〈アズエスミ〉より全機へ──すまん、俺達はここまでだ──』


『馬ば鹿か野や郎ろう、弱よわ音ねを吐はくな！　突とつ入にゆう点てんまであと少しだ──』


　咲さいては散ちる爆ばく光こうの花。乱みだれ降ふる破壊光の雨。


　その中を身を削けずりながら飛ぶ六体の竜とそれを追う白い円盤の群れ。


　そして──








　それは何ど処こでもない空間。


　強制的な異い相そう空くう間かん転てん移いを行おこなえば、しばしばその際に発はつ生せいする膨ぼう大だいな時じ空くう震しんが新たな異相空間を形けい成せいし、そこに転移者がはまりこんでしまう場合がある。偶ぐう発はつ的てきに形成されたその狭きよう隘あいな空間の中に、ゼフィリスは独ひとり呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。


　あの激はげしい戦闘の最さい中ちゆう。


　状じよう況きようを打だ開かいできないと判断した六体の〈竜機神〉は、目もく標ひよう転てん移い地ち点てんの遥はるか手前で強制的に閉へい鎖さ異相空間の内部へと転移を試こころみた。それは成功率二割以下という自じ殺さつにも等ひとしい手段であり──転移地点を詳しよう細さいに設定する事さえ出来ない暴ぼう挙きよでもあった。下へ手たをすれば構こう造ぞう物ぶつ質しつの核かく融ゆう合ごうを起こしてその瞬しゆん間かんに爆ばく散さんしていた可能性もある。


　その意味ではゼフィリスはまだ幸運だったと言えるだろう。


　消しよう耗もうしきって、この空間から更さらに転移脱出する事もままならぬ状態ではあるが──彼女はほぼ無む傷きずの状態で此こ処こまで辿たどり着けた。


　だが他ほかの五体はどうなったのか。


　転移に失敗して素そ粒りゆう子しにまで還かん元げんされてしまったのか。


　それとも転移が間に合わずにあの敵てき軍ぐんに破は壊かいされたのか。


　あるいは──無事に本来の目的地たる閉鎖異相空間へと辿り着けたのか。


　今のゼフィリスに知る術すべはない。


　知ろうという気力さえ彼女には無かった。


「──我わが……主あるじ……」


　呟つぶやく彼女の対たい人じんインターフェイス。


　彼女の前には霧きりの様なものが漫まん然ぜんと漂ただよっている。


　それが──つい先程まで一人の青年を構成していた物質の成なれの果はてであるとは、知識の無い者には想像もつくまい。


　形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよく──それは素粒子を、原子を、分子を自由自在に配置してありとあらゆる物質を形成するまさしく神の御み業わざ。この力を持つ〈竜機神ドラグーン〉にとって、人体の修しゆう復ふくなどは容易たやすい作業でもあった。


　だがそれとて所しよ詮せんは人が獲かく得とくした力──万ばん能のうではない。


　同じ物質に対して何度もこの力を行こう使しすると『存在』そのものの劣れつ化かを招まねく。まして死した者を蘇よみがえらせる力はない。それだけは神ならぬ身には決して出来ない。同じ構造体を造つくったとしてもそれは最も早はや『物質的に同じ』というだけの別べつ物ものだ。


　だから──


「ベクナム……様……」


　呟つぶやくゼフィリスの声。


　だが無論返事はなく──


「貴方あなたが望のぞまれたのなら私は──」


　言葉が続かない。


　届とどかぬ言葉を紡つむいでもそれは自じ己こ満まん足ぞくでしかない。


　だからゼフィリスは沈ちん黙もくする。


　無意味な譫うわ言ごとを漏もらしている必要など無い。ただ本当に必要な事を実行するのみだ──彼が望のぞんだ事が出来る自分になれる様ように。彼の遺ゆい言ごんを不安も躊ちゆう躇ちよもなく実行できる自分である為ために。それが彼が最後に残してくれた彼女の存在理由であるから。


　そうして。


　この後ゼフィリスはひたすらこの狭きよう隘あいな異い相そう空くう間かんの中で永ながい雌し伏ふくの歳さい月げつを送る事になる。


　五千年余りの後──彼女の主あるじが『最後の希望』と表し、この閉へい鎖さ異相空間の管かん理り者しや達からは〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉と呼び慣ならわされる一人の少女が生まれ出るその時まで……




　第一章　葬とむらいの後で







　人は死んで死人になるのではない。死体になるのだ。


　──そう言ったのは誰だれであったろうか。


　死者にはもう人を人たらしめる主体がない。


　死者は悲しまない。死者は怒おこらない。死者は笑わない。


　既すでにそれは人ではなくただ黙もく然ぜんとそこに在あるだけの物体に過すぎない。


　だから──人知れず野にさらされて獣けものや虫の餌えさとなろうが、数多くの人々が涙なみだして見守る中、立りつ派ぱな墓はかに埋まい葬そうされようが、死体はその事に不満や満足を覚おぼえたりする事はない。


　喜びも悲しみも……それは良くも悪くも生きた人間の特とつ権けんだ。


　故ゆえに、死者の弔とむらいに関する諸もろ々もろの儀ぎ式しきは、所しよ詮せん、生き残った者の心を慰なぐさめる為ための意味しかない。それは死者への手た向むけを言い訳として行われる自じ己こ欺ぎ瞞まんであって、それ以上の意義などないのだ。


　だが人間は無意味に耐たえられない生き物である。


　人は──人の心というものは、意味を呼こ吸きゆうして生きている。それは知ち恵えというものを得えた以上は避さけ得ない性さがだ。


　だから人は死者を弔とむらう。


　死者にとってはいかに無意味であろうとも──それは生き残った者達が、死という絶対的な無意味に対して採とり得うる、唯ゆい一いつの抵てい抗こう手しゆ段だんであるから。


「──以上、戦死者七二名、及および百四頭」


　要よう塞さい島とう〈スキッド〉海岸。


　現在──砂のないその奇き妙みような渚なぎさには、二百名を越こえる男女が整せい列れつしていた。


　いずれもギアット帝てい国こく軍ぐんの略りやく式しき軍ぐん礼れい服ふくと、そして憂うれいの表情を帯おびている。


　よく眼めを凝こらせば──やや沖おき合あいの波間には、黒や灰はい色いろの三角形が整然と並ならんでいるのが見えた。シャチやイルカの背せ鰭びれである。


「ここに勇ゆう敢かんなる兵士達の英えい霊れいを見送る……一同、敬けい礼れい！」


　一いつ斉せいに略礼軍ぐん服ぷくの者達がギアット帝国式の敬礼をする。風が吹ふいたかのように背鰭の群むれが一斉に傾かたむいたのは、これも彼かれ等ら〈深淵の杖デイープワンズ〉流の敬礼であったろうか。


　人も海かい獣じゆうも揃そろって死者を見送る葬そう儀ぎの場。


　その中央に立ち、やはり敬礼をしているのは、ギアット帝国第三皇おう女じよにして危き機き管かん理り組そ織しき〈紅スカーレツト〉の長おさ──セーネス・ルル・ギアットであった。


　しばしの黙もく禱とう。


　そして──


「…………」


　セーネスは振ふり返って歩き出す。


　解散の命令は出ていない。居い並ならぶ〈紅〉の兵士達は僅わずかに困こん惑わくの表情を浮うかべて顔を見合わせ──無言で自分達に向かって歩いてくる局きよく長ちように何を感じ取ったのか、彼等は気け圧おされたかの様ように左右へと退ひいた。


「………………」


　幾いくつもの視し線せんを集あつめながらも、ただ無表情にセーネスは歩く。


　部下達の中央に開ひらかれた道を悠ゆう然ぜんと進み──彼等の最後列から十数歩分もの距きよ離りをとってから、彼女はようやく振り返った。


「──さて」


　ため息をつく様な声を上げるセーネス。


　彼女に応じ、およそ二百名余りの兵士達も、その場で回れ右をして彼女の方へと向き直る。一同の視線が全すべて自分に集まるまで十分に待ってから──彼女は口を開いた。


「今までよく働いてくれた。礼を言う」


　唐とう突とつな言葉だ。


　兵士達の表情に困こん惑わくと動どう揺ようが走る。これはまるで……別れの言葉ではないか。


　だが部下達の様子をまるで無む視しするかの様に、セーネスは一方的な口く調ちようで言葉を続けた。


「諸しよ君くん等らに、今から最後の命令を伝える」


　確たしかにそれはいつもの──重要な命令を下す時のセーネスの口調だ。


　信念に裏打ちされ、疑ぎ念ねんと反はん抗こうを許さぬ断だん固こたる声。


　彼等は常にその声に従じゆう順じゆんに──歓かん喜きさえ覚おぼえつつ従したがってきた。彼等の求めるものがそこに在あったからだ。信じてそれに殉じゆんじ得る何かがそこには在ったからだ。自みずからの天職を軍人とし、死に場所を戦場と決めた身にとって、それは何物にも代え難がたいものであった。


　しかし──


「きょ──局長っ!?」


「セーネス様っ!?」


　口々に戸と惑まどいの表情で主しゆ君くんの名を呼ぶ兵士達。


　改あらためて見回してみれば、セーネスの腹ふく心しんに当たる数名の士官の姿すがたが見えないが──それを除のぞけば、此こ処こに集められているのはこの要よう塞さい島とう〈スキッド〉の上に生き残ったほぼ全員と言って良い。


　彼等を前にして『最後』とは一体どういう意味なのか？


「達たつ者しやで暮くらせ」


　あまりにも唐突で、素そっ気けないその言葉。


　それが別べつ離りのそれであると……その瞬しゆん間かんに気付いた者は少数だった。


「──以上だ」


　念を押おすかの様にセーネスがそう告つげた瞬間。


　びしりと音をたててセーネスと部下達の間に一本の直線が走った。


「────!?」


　越こえてはならぬと断だんじるかの様に厳げん然ぜんと引かれた一線。


　それが溝みぞとなって急速に広がり始めた瞬間、ようやく全員がその意味を悟さとった。


「セ……セーネス様っ!?」


　溝に泡あわ立だちながら海水が流れ込んでくる。


〈スキッド〉の海岸線の一部──部下達の乗った海岸区画の一つを、セーネスは〈スキッド〉本体から切り離はなしたのだ。


「まさか──」


「馬ば鹿かなっ！」


　口々に叫さけびながら部下達は前に出ようとするが──意外な速はやさで開いて行く距きよ離りと、その間に激はげしく渦うずを巻く海水を見て、思い留とどまった。飛び越こえるには少々無理のある距離だし、海に飛び込んだとしても、礼服を着たままでは、セーネスの元に泳ぎ着くまでに溺おぼれてしまうだろう。


「見ろ、〈深淵の杖デイープワンズ〉が──」


　誰だれかの言葉に促うながされ、兵士達は自分達の乗る区画の周囲に展てん開かいするシャチやイルカの群むれを──海かい戦せん用よう特とく殊しゆ部ぶ隊たい〈深淵の杖〉の姿すがたを見た。突とつ発ぱつ的てきに事じ態たいに即そく応おうしている、という様子ではない。その澱よどみのない動きは、事前に計画されていたものだと分かった。


　つまりこれは予あらかじめ決められていた事なのだろう。兵士達に知らされていなかっただけの事だ。


「どうして……」


　部下達は、呆ぼう然ぜんと遠ざかる〈スキッド〉を──そしてそこに一人立って彼等を見送るセーネスの姿を見つめた。


　彼女と共に戦って死ぬ事を彼等は覚かく悟ごしていた。喪うしなわれた者達の葬そう儀ぎを済すませ、そうして彼等は彼女と共に仲間達の復ふく讐しゆうに向かうものと信じていた。


　だからこそこの土ど壇たん場ばでの別れは、彼等にとって裏切りにも等しい衝しよう撃げきであった。


　しかも……


「────!!」


　更さらに重く低い振しん動どう音おんが空気と海水を攪かく拌はんする。


　それはやがて辺あたりの海かい域いき全体に響ひびきわたる轟ごう音おんへと成長していった。


「なんだっ!?」


　兵士達は思わず周囲を見回し──そして息を呑のんだ。


　島が……割れる。


　要塞島〈スキッド〉の外見に幾いく筋すじもの亀き裂れつが走る。それは分ぶん割かつ線せんとなって瞬しゆん時じに島全体を包み込み、堅けん牢ろう無む比ひと見えた〈スキッド〉の姿を、崩ほう壊かいさせてゆくのだ。


〈スキッド〉の形そのものが……変わっている。


　まるで島の形に組んであった組くみ木き細ざい工くがばらけ、見えない巨きよ人じんの手が、もう一度別の形に組み直そうとしているかのように。


「巡航攻撃形態クルーザー・モード……か、あれは!?」


　変わってゆく〈スキッド〉の姿を見つめながら、独ひとりの兵士が呟つぶやく。


　周囲の者達は、彼がいわゆる戦せん闘とう要よう員いんではなく、スキッドの内ない部ぶ機き構こうの調査を任まかされていた研けん究きゆう班はんの一人である事に気付いて、続く言葉に注意を向けた。


　だが──


「馬ば鹿かな！」


　別の研究班員が言う。


「巡航形態への変へん形けいは──変形機き構こうは、あれはまだ完全に解かい明めいされていない機き能のうだろう!?　中ちゆう途と半はん端ぱな状態で使ったら、何が起こるか想像もつかんぞ!?　その事は局長も十分御ご承しよう知ちの筈はず──」


　基本的に〈スキッド〉は動どう力りよく源げんとそれに直ちよつ結けつした主しゆ兵へい装そう機き構こう──即すなわち中ちゆう枢すう部ぶに、要よう塞さいとして必要とされる副兵装や居きよ住じゆう用よう設せつ備びといった機能を持つ各種の追加部品モジユールを付ふ属ぞくさせた構造になっている。


　逆に言えば、〈スキッド〉の中枢部以い外がいの区く画かくは、互たがいに独立した構造になっており、必要とあればその相そう互ごの結けつ合ごうを解とく事もできるのだ。切り離す事は無論、必要とあればその位置を相互に入れ替かえたりずらしたりする事で、特定の機能だけを特とく出しゆつさせたりする事もできる。


　また、非常用の予よ備び動どう力りよくとその制せい御ぎよ機構は各区画毎ごとに備そなわっており、今、兵士達を乗せて動いている区画を見れば分かる様に、必要とあれば各区画を脱だつ出しゆつ艇てい代がわりに使う事も可能だ。


　こうした機能が〈スキッド〉に備わっている事は比ひ較かく的てき初期の段階から分かっていた事であるし、この島に駐ちゆう留りゆうする兵士達の殆ほとんどが知ってはいた。


　ただ──


　これらの機能はあの島の主あるじ──即ちナタリイに教えられて操そう作さ法ほうこそ分かっていたものの、一部故こ障しようしたままになっている部分や、建造当時の情報が失われていて未解明な部分も多く、今少しの研究期間を経へて、検けん証しよう作さ業ぎようを終えた後でなければ、使用するのは危き険けん性せいが高いとエイローテが判断を下くだしていたのも、多くの者が覚えている。


　当然、その機能が実際に稼か働どうしている光景を見るのは、〈紅スカーレツト〉の構こう成せい員いん達も初めてであった。


「凄すごい……」


　兵士達の感想は文字通りその一語に尽つきる。


　島が形を変える──知識では分かっていても、己おのれの目で見てもなお、それは信じ難がたい光景であった。


　城じよう塞さいの何倍も巨きよ大だいな物体の輪りん郭かくが、見る間に変わって行くのだ。


　移い動どうする各区画のそれぞれは戦せん艦かん一隻せきほどの大きさがある。数は恐おそらく百を下るまい。それらが轟ごう音おんと共に移動し、そしてまた新たな位置に『はめ込まれる』様さまは、あまりに壮そう大だいで……〈紅スカーレツト〉の兵士達の眼めから見ても、ひどく現げん実じつ味みに乏とぼしい光景ではあった。


　島上の森が分ぶん割かつされ、木々を揺ゆらしながら移動する。区く画かくの端はしからは土ど砂しやが滝たきのようにこぼれ落ち、もうもうと土つち煙けむりを上げている。


　その一方で……海岸部では、やはり滝たきのように海水を周囲に落としながら、水中からせり上がってきた区画が、ぶつかる様ようにして他ほかの区画に接せつ続ぞくされる。その際に発生する轟音は、鼓こ膜まくだけでなく、頰ほおにさえ感かん触しよくを残すほどの震しん動どうとなって伝わってきた。


　それは最も早はや、人間の常識で推おし量はかれる領りよう域いきの光景ではない。


　神しん話わに言う天てん地ち創そう造ぞうとはかくの如ごときものであったか──そう思わせる程の壮大さが、そこにはあった。


　無論、〈紅〉の構成員の多くは、マウゼル教の語る創そう世せい神話が必ずしも真実でない事を知ってはいたが……


「拠きよ点てん防ぼう衛えい形けい態たいでもある程度の移動能力がある筈はずだぞ？」


　別の研けん究きゆう班はん員いんが言った。


　元々〈スキッド〉には通常の帆はん船せん程てい度どの移動能力がある。普ふ段だんの移動であれば十分にそれで事こと足たりる筈なのだ。


　また対たい〈秩序守護者ピースメイカー〉用ようの偽ぎ装そうとしてこの要よう塞さい島とうはその機き能のうが『死んでいる』のだと見せかけておく必要があった。今やそれは何の力も残っていないただの島──岩がん塊かいに過ぎないのだと。


　しかし今──〈スキッド〉は『島』としての偽装を捨てて、移動力と、一点集中的な攻こう撃げき力りよくに特とつ化かした形けい態たいを採とろうとしている。


　つまりそれは……


「だがそれならば余よ計けいに──どうして我われ々われを……」


「〈スキッド〉の運行そのものは数人もいれば──いや、理り屈くつの上では一人でも可能だ」


　一人が更さらに補おぎなう様ように言った。


　元々これだけの人間が〈スキッド〉に駐ちゆう留りゆうしていたのは、〈スキッド〉が〈紅〉の移動本部としての機能を果たしていたからだ。各地に散ちった構成員からの情報を累るい積せきして各種の作戦を立案する諜ちよう報ほう部門や、必要とあれば集中して戦力を投入、敵てきを制せい圧あつするための実効戦力たる戦せん闘とう部門……そういった人員が全すべてここに集められていたからである。


　だが、今そのほとんどを──今まで彼女についてきた部下のほぼ全てを、セーネスは置き去りにしようとしている。今の彼女が必要としているのは、単に桁けた外はずれに強大な〈スキッド〉の破は壊かい力りよくだけなのだろう。


「恐おそらく、セーネス様は……」


　苦く渋じゆうに満ちた呟つぶやきが轟ごう音おんに呑のまれる。


　誰だれもが分かっていた。


　セーネスが最もつとも頼たよりとし、最も信じていた者……エイローテ・ボーチャードの死が彼女に何を決意させたのか。同時に何を彼女に思い知らせたのか。


　それを浅せん薄ぱくと断だんじる事は出来る。


　それを短たん絡らくと評ひようする事も出来る。


　指し揮き官かんとしてみれば彼女の行動は公こう私し混こん同どうも甚はなはだしい。


　だが──これは恐らく彼女が自みずからに許した最初で最後の我わが儘ままだ。


　だからこそセーネスは部下の殆ほとんどをここに置いてゆく事にしたのだろう。今いま更さら、誰もがそれを厭いとわぬと知っていながらも……少なからぬ死者を出した上で、更に己おのれの感情に任まかせた私し闘とうへ部下達をつきあわせるのは、やはり忍しのびなかったのだ。


「セーネス様──」


　兵士達は誰からという事もなく敬礼の型をとる。


「どうかご無事で──」


　部下達の想おもいを知ってか知らずにか──〈スキッド〉とその上に立つセーネスの姿すがたは次し第だいに小さくなっていった。








　移い動どうする〈スキッド〉の外がい装そう区く画かく上じように平へい然ぜんと立ちながら、セーネスは去って行く部下達の姿を眺ながめていた。


　その顔には、恐ろしいほどに表情がない。


　それは感情の消しよう滅めつを意味するものではなく、むしろ逆──生なま半はん可かな事では御ぎよし難がたい激げき情じようを、無理矢理に抑おさえ込んだ結果なのだろう。


　その証しよう拠こに、握にぎりしめた彼女の拳こぶしは、白い。


「……何とも凄すさまじいな」


　横よこ手てからかけられた声にも振ふり返らず、彼女はぞんざいな口く調ちようで言った。


「外に出るなと言っておいたろう。落っこちて死んでも責任はもてねーぞ」


「人の事が言えた義理か」


　苦笑してシャノンは応じた。


　現在も彼かれ等らが立っている区画は移動を続けている。鈍にぶい振しん動どうは伝わってくるが、しかしあまりに移動する区画そのものが巨きよ大だいなのと、〈スキッド〉自体が動いているせいで、その上に乗っているシャノンには、あまり移動の実感がない。


「で……部下をほとんど全部放ほうり出して、これからどうする積つもりだ？」


「ザウエルに向かう」


　セーネスはあっさりと言った。


「感かん謝しやしろよ。わざわざ送ってやろうっていうんだからな」


　その言葉は半なかば予想できていたものの──シャノンは顔をしかめて尋たずねた。


「……何な故ぜ、知っている？」


　十五日後にラインヴァン王おう国こく首しゆ都とザウエルに来い──〈秩序守護者ピースメイカー〉はシャノンとアーフィにそう言った。


　来なければ首都の人間を一日につき千人ずつ殺して行くと。


　だが……シャノンがその事を喋しやべったのはパシフィカとラクウェルだけだ。二人と相談の上で、シャノンはザウエルに向かう事を決めたのである。


〈秩序守護者〉達は人間の命など何とも思っていない。殺すと言えば本当に殺すだろう──ただパシフィカ・カスール一人をおびき出すために、千人でも万人でも。


「あんた達とあの秩序守護者の会話は、ナタリイにも傍ぼう受じゆできたそうだ。私は彼女から聞いた」


「……そうか」


「罠わなだぞ。間ま違ちがいなく」


　そう──これは罠以外の何なに物ものでもないだろう。〈廃はい棄き王女〉抹まつ殺さつのために〈秩序守護者〉達は王都の人間数百万を人ひと質じちに取り、シャノン達をおびき寄せ、王都そのものを決戦場にする積もりなのだ。


「だからといって、見て見ぬ振ふりができるほど、俺達は達たつ観かんしてないんだよ」


「あんた達の行動は場ば当あたり的てきで支し離り滅めつ裂れつだ」


　セーネスは切って棄すてる様ような口く調ちようで断じた。


「世界中を敵てきに回した時から分かっていた筈はずだろ……こうなる事は。なら、最初から抵てい抗こうなどするべきじゃなかったんだよ」


「……そうだな」


　シャノンは素す直なおに頷うなずく。


　分かっている。


　たった一人の妹いもうとを護まもるために世界に背そむくという──その事自体が大いなる矛む盾じゆんなのだ。


　人を一人護ろうと思えば、人を一人殺す覚かく悟ごもいる。それをシャノンはかつて指し摘てきされた事がある。そしてそれがある種しゆの真理である事をシャノンは実じつ感かんとして知っていた。


　一つの命を救うために一つの命を潰つぶす。


　大たい局きよく的てきに見ればそれは差し引き零ゼロ、何もしないのと同じ事だ。


　だが、それでもシャノン達はパシフィカを護まもると決めた以上……それは他ほかの者達の命を彼女よりも低く判断した、という事になりはすまいか。人間の命に価値の順じゆん列れつをつけた事になりはしないだろうか。


　だが──当然といえば当然だろう。


　見ず知らずの人間の命と、一いつ緒しよに育ってきた妹と。どちらが大事かと問われれば──感情的に迷まよう人間はいないだろう。誰だれでも他た人にんよりは身み内うちの方が大事だ。それはごく自然な感情である。


　ならば。


　その考えを突つき詰つめれば──彼等は王都に行く必要などないのだ。パシフィカを護る事を最優先と考えるならば、王都に行くのは愚ぐの骨こつ頂ちようだろう。


　人数が問題なのか？


　ならば何人であれば見殺しにできる？　パシフィカの命は、何人とまでであれば釣つり合あいがとれる？　その事をシャノン達は納なつ得とくできるのか？


「俺達は矛む盾じゆんだらけだ。それは認める」


　シャノンは肩を竦すくめて言った。


「正直、それでもある程度は自分なりに考えていた事はあったんだが。しかし──分からなくなったよ」


　シャノンは首を振った。


　自分の感情としては、共に育った妹いもうとを護りたいと思うのは当然の事──そんな大だい前ぜん提ていさえ、今の彼は怪あやしくなってしまった。


「ナタリイに会わせたのは、間ま違ちがいだったかもな。〈竜機神ドラグーン〉の力が満足に使えないおまえは、せいぜいが一流の戦士、というだけだ。人間相手ならばともかく……神とその眷けん属ぞくを相手にするには甚はなはだ役不足だ」


「全く使えないという訳じゃないが……」


「恐おそらく王都に待っているのは、あのステア・シビリアンの他に、アーティラリイ・タイプが二体──総そう力りよく戦せんだ。少なくとも私が奴やつ等らの立場ならそうする。いや、それどころか……下へ手たをすると王都臣しん民みん全すべてが〈中ちゆう継けい点てん〉にされている可能性もある。ステア一体に手こずっていたおまえ達に勝ち目はないな」


「…………」


　シャノンは黙だまり込んだ。


　全くその通りだった。セーネスの分ぶん析せきはひどく簡かん単たんで──それだけに疑問を差さし挟はさむ余よ地ちもないほどに正しい。


「とはいえ──」


　セーネスはようやくシャノンを振ふり返って、言った。


「私としては好都合だよ。〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉が〈竜機神ドラグーン〉にも有ゆう効こうであるならば、〈秩序守護者ピースメイカー〉にも通じる筈はずだ。あの驕おごり高たかぶった化ばけ物をぶち殺してやる」


「いや、しかし──」


　この〈スキッド〉は……ラインヴァン王国と並んで大陸屈くつ指しの大国と称しようされるギアット帝てい国こくの保有する軍ぐん事じ施し設せつ、いや兵器だ。それがラインヴァン王国の首しゆ都と沿えん岸がんに接近すればどういう事態が発生するかは、政治に疎うといシャノンでも想像が付く。


　また、セーネスはその事で確実にギアット帝国をも敵てきに回すだろう。本来であれば即そく座ざに帝都に戻もどり、第二艦かん隊たいの崩ほう壊かいの顚てん末まつを報告していらぬ誤ご解かいが生じるのを防ふせぐべきなのだ。


　〈紅スカーレツト〉討とう伐ばつに向かった艦隊が帰らぬとなれば……帝国はセーネスを謀む反ほん人にんと判断するに違ちがいない。


　彼女が部下の殆ほとんどを放ほうり出したのは、このためだ。今回の行動に同行させてしまえば、部下達も謀反人として帝国から追われる身となるだろう。いくらセーネスの私し兵へい組そ織しきとしての意味合いが強いとはいえ──それを承知でついてこいなどとセーネスには言えなかったのだろう。


　特に──この戦いには。


「これで乗り込むのは、いくらなんでもまずいだろう。事が大きくなりすぎる」


「事が大きくなりすぎる？」


　セーネスは鼻を鳴らして笑った。


「とっくに大きくなっているんだよ──これ以上ない位にね。これはそもそも『世界』全体に関かかわる話だぞ。あんたにとっては、ただ妹いもうとを護まもるというだけの事かもしれねーけどな」


「……人の事が言えるのか？」


　シャノンは鋭するどい視し線せんをセーネスの瞳ひとみに注そそぐ。


　並なみの人間であれば耐たえきれずに思わず眼めを逸そらしたろう。だがセーネスの眼はそれを平然と受け止めた。


「あんただって、ただ復ふく讐しゆうがしたいだけなんじゃないのか？」


「否ひ定ていはしねーよ」


　セーネスは言って、歩き出す。


　そう。これは完全な私し闘とうだ。国のためでも世界のためでもない。ただ、セーネスはエイローテの仇かたきを討うつためだけに、動いている。


　ある意味で……セーネスは〈紅スカーレツト〉の長おさたる事を放ほう棄きしたのだ。部下達の身を案じると同時に、彼等の運命に責任を持つ事を拒こばんだのである。


「そのために──復讐のために、全すべてを棄すてようってのか？　あんたはもう帰る国も、家族も、全て失う事になるんだぞ？」


「……エイローテは死んだ」


　シャノンの傍かたわらを通り過ぎながら、セーネスは言う。


「母はとっくの昔むかしに死んだ。他ほかの親しん類るい縁えん者じやは他た人にん同どう然ぜん──いや、敵てき同然だ」


「…………」


　それは、あの第二艦かん隊たいの様子を見ていればシャノンにも想像がつく。


　ギアットはラインヴァンに匹ひつ敵てきするほどの大国だ。その内での権けん力りよく争あらそいは、時に肉親同士による流りゆう血けつをも誘さそうのだろう。


　自分が権力を握にぎるために血を分けた肉親を潰つぶす。餓うえる事もなく、物には恵めぐまれ、数え切れぬ民たみにかしずかれて──そんな生活の中にあって、それでもなお自分の兄きよう弟だい姉し妹まいを犠ぎ牲せいにしても、より多くの権力と富を望のぞむ者達。彼等が互たがいに潰し合う世界。


　シャノンには想像もつかない世界だ。


　だからこそ……部外者の彼は、その一点については何も言えない。言う権利もない。


「彼女の仇をとる。今は他の事なんか考えられねーよ」


　遠ざかるセーネスの声が背せ中なか越ごしに漂ただよってくる。


「シャノン・カスール。言葉をそのまま返してやるよ。あんただって人の事は言えねーだろうさ」


「……なんだと？」


「もし妹が殺されたら──あんたはもう闘たたかう必要がなくなる。あんたが狙ねらわれていた訳わけじゃないからな。そうなった時……あんたは故こ郷きように帰れるか？　復讐もせず、ただ帰りたいと思えるのか？」


「……それは……」


　考えなかった訳ではない。


　だが今一つそれから先が想像がつかないのだ。いや、想像はできるのだが──他人の人生を遠くから見ているような気がして、今ひとつ実感が湧わかない。


　パシフィカが死んだら。


　自分は──のうのうと元の生活に戻もどれるのか？　何事もなかったかのように──あの二年前から止まったままの平へい穏おんな生活に、戻るのか？　戻ろうという気になるのか？


　ならない──と断言はできない。


　今はできない。


　自分のパシフィカを護まもりたいと思う感情さえ、仕し組くまれていたものだと知った今では、自分自身の感覚さえ信じ切れない。


　ひょっとしたら──パシフィカが死んだら自分は憑つき物が落ちたかのように、彼女の事を忘れて、元の生活に戻ってしまうのではないか？


　沈ちん黙もくするシャノンを振ふり返って一いち瞥べつし──セーネスは言った。


「そう思えるのなら──それはそれで幸せかもしれないけどな」


　言葉とは裏うら腹はらに、そこには強きよう烈れつな侮ぶ蔑べつが潜ひそんでいた。








　一方──その少し前。


　葬そう儀ぎの行われていた海岸の反対側。


　そこにパシフィカとラクウェルは居た。


　波打ち際ぎわにしゃがみ込んだパシフィカは、黙もく然ぜんと、寄せては退ひく水際に手を差し伸のべて指先を濡ぬらしていた。


　指先が白い海岸をこする。


　だが砂すな浜はまと異ことなる奇き妙みようなその遠とお浅あさの平面の上を、爪つめはただ空むなしく滑すべるだけだ。


　ふと。


　そんな彼女の前にまろび出るものがあった。


　──んご。


　水際に転ころんで、寸すん足たらずの手足をぱたぱたと振り回しているのは──掌てのひらに載のりそうな大きさのスーピイくんである。その身体からだは水でできているらしく、まるで氷こおりの塊かたまりのように、半なかば透すき通とおっている。〈海王神エーギル〉の応用なのだろう。もっともその大きさは何百分の、いや何千分の一になっていたが。


「ほらほら、見て、パシフィカ」


　ラクウェルが何やら嬉うれしそうに声をかけてくる。振り返ったパシフィカは──そこにずらっと並ならんだスーピイくんの群むれを見た。


　全員、ほぼ同じ大きさの上に、んごんごと言いながら同じ動きをしている。


　んーごっ。んーごっ。んーごっ。


　何やら揃そろって踊おどっているらしい。


　大きさを小さくして、行動を単純化する事で数を増ふやしているのだろう。いつもながらこういう事にはやたらと芸の細こまかいラクウェルであった。


「…………」


　無表情にスーピイくん達の輪舞ロンドを見み詰つめるパシフィカに、ラクウェルは何やら楽しそうに──一見普ふ通つうだが、常の彼女と比くらべると躁そう状じよう態たいとでも言うべき快かい活かつさで──言った。


「ね？　ね？　可愛かわいいでしょ？」


「……そうね」


　パシフィカは興きよう味みのなさそうな表情で視し線せんを足あし下もとに戻もどす。


「あ、あんまり可愛くなかった？　じゃあ、じゃあね──」


「そんなの、どうでもいいから」


　とパシフィカ。


「そ、そんなの──」


　衝しよう撃げきを受けた様子でぐらりと傾かたむくラクウェル。その様子を視界の端はしに見……しかしパシフィカは憂ゆう鬱うつな表情でうつむいた。


　ラクウェルが何とか自分を元気づけようとしてくれているのは、分かる。分かるが──だからといってすぐに明るくなれる訳もない。


　まして……普段のラクウェルであればこういう時、理り詰づめの言葉を使う。なのにこういう真ま似ねに出るという事は……ラクウェル自身、現状に対して完全に納なつ得とくしているのではない証しよう拠こだ。


「……ねえ、ラクウェル姉ねえ」


　表情は無論──今のパシフィカは、その声も全体的に力がない。死者に対する悼いたみの色は無論だが、そこには困こん惑わくの色が濃こかった。


「結局……何なのよ、この戦い……」


　もうパシフィカには訳が分からなくなっていた。


　自分が争いの中心に居るのは間ま違ちがいない。


〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉──そう呼ばれる自分の存在を挟はさんで、魔ま族ぞくと〈秩序守護者ピースメイカー〉達が対立している。それは分かる。


　だが双そう方ほう共に一体、何が目的なのか？


　パシフィカは、マウゼル教の言うように、〈秩序守護者〉が正義と慈じ愛あいの存在ではないと知っている。いや、むしろあれは強大な力を持っただけの化ばけ物だ。


　だが、その一方で──あれだけの力を持ちながら、彼等は表向き、自分達の存在を隠かくそうとする。世界を思うとおりに支配し、ありとあらゆる望みを叶かなえるだけの力を、彼かれ等らは持っている筈はずなのに……それをしようとしない。


　そもそも〈秩序守護者ピースメイカー〉とは──そして彼等と敵てき対たいする魔族とは、何なのか？


　これは本当に戦争なのか？


　そこには激はげしい憎ぞう悪おも深い憤ふん怒ぬもない。少なくとも彼等はそれを表おもてに出して戦っている訳ではない。彼等が戦うのは野や望ぼうの為ためでもなければ貧ひん困こんに耐たえかねての事でもない。


　世せ界かい秩ちつ序じよの維い持じ者しやと破は壊かい者しやとして彼等は対立している様だが──ひょっとしてこれは単に何かの仕し組くみが働いているだけの、戦いですらない何かではないのか？


　そして。


　何よりも──その戦いに巻き込まれた人間の生死にどれだけの意味があるのだろう？


　その戦いは人間にとってどれだけの意味があるのだろう？　どちらかが勝てば、何かが変わるのか？　それとも何も変わらないのか？


　たった一言で人間の生死が決められる。


　ただの一日で何百人という人間が死ぬ。


　彼等にも家族がいて、人生があって、目的があって、喜びや悲しみがあって──


　それが消える。


　まるで砂に書いた文字を波が洗い流すように……一いつ瞬しゆんで、何の感かん慨がいも意味もなく。


「……分からないわ」


　傾かたむいていた上半身を器用に立て直して、ラクウェルは言う。


「中ちゆう途と半はん端ぱに断だん片ぺん的てきな事を聞いてばっかりだけど、一度きちんとアーフィ達に話を──」


　そこまで言った時。


「…………？」


　ある種の違い和わ感かん。


　それがパシフィカ達の足下から這はい上がってくる。彼女らの立つ泰たい然ぜん自じ若じやくたる地面から、それが登ってくる。


　やがて──それは次第に大きくなって振しん動どうとなり、更さらに轟ごう音おんとなって彼女らの身体からだを揺ゆさぶった。


　地じ震しんだろうか。


　しかしそれにしては、どこかその振動は奇き妙みようだ。振動の方向がばらばらとでも言おうか……何か統とう一いつ性せいがない。地下で複ふく数すうの震しん源げんが同時に震ふるえているかのようだった。


「な──何？」


　さすがにパシフィカも立ち上がり、顔を上げてラクウェルと共に周囲を見み渡わたす。


　次の瞬間。


　足下が──ずれた。


「──へ？」


　パシフィカの右足と左足の間に──彼女が立っている場所の丁ちよう度ど真ん中に、亀き裂れつが入っていたのだ。


「なっ……ちょっ……」


　瞬しゆん時じにその亀裂は広がり、パシフィカの右足と左足の乗っている場所が、それぞれ右へ左へと離はなれてゆく。


「ちょ……ちょっと……とわああああっ!?」


　どちらに乗るか──？


　実際、亀裂の広がる速さはそれ程でもなかったのだが──あまりに唐とう突とつな出来事のため、一瞬その判断が遅おくれたパシフィカは、どちらにも乗れなかった。


　その結果──左右に限界近くまで脚あしを開いて自分を支ささえる事となったのである。


「きょわあああああああああっ!?」


　思わず下を見ると──そこには轟ごう々ごうと渦うずを巻く海水と、その下を動く岩がん塊かいのようなものが見えた。まるで断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに打ち寄せる荒あら波なみの様よう相そうである。


　どういう状じよう況きようなのか理解力が今一つ追いつかないが、今、下に落ちれば到とう底てい無ぶ事じには済すまない事は、分かる。


「──まあ」


　両手をぶんぶん振ふり回しながら、亀裂に落ちないように必死に平へい衡こうをとっている妹いもうとを見て──ラクウェルが言う。


「パシフィカ──身体柔やわらかいのね」


「他ほかに感想はないのっ!?」


　結局、ラクウェルの伸のばした手に引っ張られ、何とか彼女の立っていた左側の地面にしがみついて──パシフィカは喚わめいた。


「な、何よ、これっ……！」


　動いている。


　落ち着いて周囲を見れば、パシフィカのいた部分だけでなく、島のあちこちが組くみ木き細ざい工くを分ぶん解かいするように、ばらけては各おの々おの勝手に移い動どうしている。常じよう人じんの常識からすれば決して動くはずのないものが、一いつ斉せいに──しかも凄すさまじい早さで動いている。


　ラクウェルは両の掌てを胸元で合わせ、感動したかの様な口く調ちようで言った。


「まあ、豪ごう快かい」


「いや、豪快とかそーゆーんじゃなくて──この状態を見て、ラクウェル姉ねえ、他に何か感想はないの？」


　パシフィカに横目でにらまれて、ラクウェルは一いつ瞬しゆん首を傾かしげ……そして言った。


「まあ、雄ゆう大だい」


「一いつ緒しよだってば」


　島は迅じん速そくに形を変えていた。


　耳を圧する轟ごう音おんを放はなちながら、島の各部が移動して新しい形を作って行く。


　確たしかにそれは雄大な光景だ。雄大すぎて今ひとつ他の言葉と印象が結びつかないが。


「元々ここは魔ま族ぞくの〈砦とりで〉だから……こういう仕し掛かけもあったんでしょうね」


「あやうく大おお股また開びらきで墜つい落らく死しするところだったわよ」


　亀き裂れつ──いや、今やそれはパシフィカ達の乗っている区く画かくの縁へりになっていたが──から下をのぞきながら、パシフィカが言う。


「パシフィカ、お下品」


「ほっといて」


　下を移動している岩がん塊かいのようなものは、元々水中にあった他の区画なのであろう。地上部分だけで見れば比ひ較かく的てき小さな孤こ島とうにしか見えない〈スキッド〉であるが──果たして水面下にある部分も含ふくめた全体の大きさは、どれほどのものになるのだろうか。


　これが、『造つくられた』ものだといわれても──一体、どのような建造技術がそこに働いていたのか、想像もつかない。もっとも魔族のやる事に常識が通用しない事は、アーフィなどに関かんする一件でパシフィカにもよく分かってはいたが。


「とにかく、どこか安全な場所に移動しないとまずいんじゃないかな」


「そうね」


　言いながらふと何かに気付いた様子でラクウェルが視し線せんを巡めぐらせる。


「それも早そう急きゆうに……」


「…………？」


　ラクウェルの視線を追って顔を上げたパシフィカは──見た。


　視界に広がる巨きよ大だい平面。


　彼女らを押おし潰つぶさんとするかの様に、轟ごう然ぜんと迫せまり来る別区画の底部を。


「うきゃあああああああああああっ!?」


　悲鳴を上げるパシフィカ。そしてその周囲で慌あわてたようにばたばたと手足を振ふり回して右う往おう左さ往おうしているスーピイくんの群むれ。


「ラ、ラ、ラクウェル姉～っ!!」


「はいはい」


　パシフィカの襟えり首くびをつかんで、ラクウェルは全力で駆かけ出す。その後に続いて、スーピイくんの群れも、んごんごと慌て──ているのかどうなのか、今ひとつ理解に苦しむ姿すがたで──走り出した。








「拠点防衛形態フオートレス・モードから巡航攻撃形態クルーザー・モードへの移い行こう、順調。現在移行率八割」


「正直、まともに動くかどうか、冷ひや汗あせものだったがな」


　戦せん闘とう司し令れい室しつのすぐ真下。


　そこに〈スキッド〉……いや自じ由ゆう軌き道どう要よう塞さい〈ヴァンガード〉の中ちゆう枢すう制せい御ぎよ室しつはあった。〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉もここで発はつ射しや管かん制せいを行う。ある意味ではこの部へ屋やこそがこの要塞本来の司令室であった。


　何な故ぜここを通常の戦闘司令室に使わなかったのか──理由は簡かん単たんだ。狭せまいからである。実のところ、ナタリイとの会見の間と大きさとしては大差ない。十名も中に入れば息苦しさを感じる程の広さだ。


　これはつまり、それだけこの〈ヴァンガード〉の機き能のうが自動化されており、本来は数名で制御できる事の証しよう拠こでもあった。事実ナタリイによれば、最低三名の人間がいればこの要塞の機能は過か不ふ足そく無なく一通り行こう使しできるという事だった。


　今、司令室に居るのは、五人の男女だ。


　男が三人、女が二人。いずれもエイローテと同様、セーネスが信しんを置く側そつ近きん達であり、〈紅スカーレツト〉の中枢を司つかさどる者達である。


「まだ安心しない方がいいわね。五千年もほったらかしになっていた仕し掛かけなんでしょう？　まともに動く方が不ふ思し議ぎだわよ？」


「確たしかにな。我われながらよくこんな暴ぼう挙きよにつきあう気になったものだ」


「しょうがないでしょう、セーネス様は言い出したらきかないし──何より、あの〈秩序守護者ピースメイカー〉の力を見せつけられては……強襲突撃形態アサルト・モードの攻こう撃げき力りよくでも、勝てるかどうか」


「何にしても部下達やボーチャード殿どのの仇かたきは討うたねばなるまいよ」


「それに──」


　一人がため息をつくように言葉を続ける。


「今回の事がなくても……いや、あったからこそ、やはり我が慢まんがならんな、私は。神など実在する必要はない。そのようなものが存在したら、何をするにも無む駄だになってしまう。運命論は人間を堕だ落らくさせるだけだ」


「神を殺す──か」


　それこそが〈紅〉の──セーネスの最さい終しゆう目もく標ひようであったと、この五人は知っている。


　ナタリイにこの世界成立の真実と〈秩序守護者ピースメイカー〉達の正体を知らされた時から──セーネスとエイローテが考えていたのは、その一事であった。


「改あらためて考えれば、大それた話だな」


「全くだ」


　年かさの一人が苦笑めいた表情で言う。


　その時──


「──おかしい」


　一人が手元に広がる表ひよう示じ画が面めんを眺ながめながら呟つぶやく。


　彼かれ等らの前にはそれぞれ一ひと抱かかえほどの大きさの表示画面が広がっている。


　まさしく画面──厚あつみのない、薄うすく光る長方形がまるで幻まぼろしの様に空中に浮うかび、その中に要よう塞さいの状じよう況きようを示す図や文字を刻こつ々こくと変化させながら映うつし出しているのだ。


　無論これは魔ま法ほうではない。この要塞に本来備そなわっている魔族の創つくり上げた仕し掛かけの一部だ。恐おそらく魔ま導どう士しや識しき者しやが見れば眼めを丸まるくする代しろ物ものではあるが、無論、セーネスの部下達は今いま更さら気き後おくれする様子もなく使いこなしている。実際に動かすのは初めてだが、習しゆう熟じゆく訓くん練れんは何度かしているからだ。


　しかし──


「どうした？」


「音が変わった」


「──音？」


「おい……」


　別の一人が声をあげる。


「出力が下がってるぞ。航こう行こう速そく度ども──」


「早さつ速そく問題が出たか？」


「いや、これは──」


　男女は揃そろって各おの々おのの手元に浮かび上がる表示画面を見る。


　幻まぼろしの様に空間を流れていた文字群が何を示していたのか──彼等は表情を険けわしくして言った。


「……止まった」








　頰ほおを撫なでていた風の速さが変わる。


「……止まった？」


　眉まゆをひそめてセーネスは立ち止まった。


　丁ちよう度ど、変形──形けい態たい変へん更こうは終わったところである。


　シャノンやセーネス──この島の上に立って居る者からは肉にく眼がんで全すべてを確かく認にんする事は無論できないが、〈スキッド〉の輪りん郭かくは空の上から見れば矢や尻じりのような形に変化している。


　確かに森や土ど砂しやはまだその上に幾いくらか残っているが……最も早はやそれはこの自由軌道要塞の上に五千年の歳さい月げつが付ふ着ちやくさせた汚よごれでしかなかった。無論、セーネス達にとってはそれらはこの巨きよ大だい兵へい器きを無害な土つち塊くれに見せるための、いわば偽ぎ装そうの意味合いもあったが──もう〈スキッド〉の姿すがたは誰だれが見ても『島』と呼ぶには抵てい抗こうのある形になっている。


〈スキッド〉巡航形態クルーザー・モード。


　この状じよう態たいで〈スキッド〉は真まっ直すぐラインヴァン王国の首しゆ都とに向かう筈はずであった。セーネス達の試し算さんでは、様よう子す見みとして出力を百分の一以下に抑おさえたとしても、およそ丸二日もあればラインヴァンに到とう着ちやくできる筈だった。


　しかし──


「どういう事だ？」


　セーネスは背はい後ごからついてきていたシャノンを振ふり返って尋たずねる。


「……俺おれに聞かれてもな」


　シャノンは肩かたを竦すくめる。


　彼の感覚も、〈スキッド〉が止まった事を告つげていた。無論、〈スキッド〉そのものは惰だ性せいでまだ動いているものの……加か速そくが止まっている。このままではいつか完全に停止して、海の上に立ち往おう生じようする事は間ま違ちがいない。


　そして。


「この自由軌道要塞の推すい力りよくは私が止めた」


　シャノンとセーネスの眼がん前ぜんで、風景が歪ゆがむ。


　空間の歪わい曲きよくはまるで自みずからが意志在あるものであるかの様に、瞬しゆん時じに二つの形状に自じ己こ組そ織しき化かして幻げん像ぞうを構こう成せいした。


　娘むすめと──そして彼女によく似にた幼おさない少女と。


「ナタリイ？」


「ゼフィリス？」


　シャノンとセーネスの声が重かさなる。


　二人の──そう数えていいのかどうかは甚はなはだ疑問だが──アーフィ・シリーズは、まるで行く手を阻はばむかのような形で、シャノン達の眼がん前ぜんに浮うかんでいた。


「困ります──〈守護者ガーデイアン〉シャノン・カスール、それにセーネス・ルル・ギアット」


　やや歳とし上うえの──娘の姿すがたを持つ〈終わりの魔ま獣じゆう〉は、その可か憐れんな容よう貌ぼうに冷れい厳げんたる表情を示して言った。


「みすみす罠わなと分かっているような場所に行くなど、正しよう気きの沙さ汰たではありません」


「──なんだと？」


「貴方あなた達はこのまま現状を維い持じし、〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の特性が本来の形で発はつ現げんするまで待つべきです。具ぐ体たい的てきには──後、千四百三十八時間。そうすれば──」


「ふざけんな」


　何か言いかけたセーネスを押おしのけてシャノンが前に出る。


「俺達が行かなければ、王おう都との人間が一日につき千人殺される。連中はやると言ったらやるだろう。〈秩序守護者ピースメイカー〉は人間の命なんて蟻ありほどにも思っていない。二か月後のパシフィカの誕たん生じよう日びまで待っていたら……四万人以上が殺されるんだぞ？」


　王都の人の数からすればそれは些さ細さいな数字かもしれない。


　世界全体から見れば無いに等しい数字かもしれない。


　だがだからといって無む視しできる様な数字では断じてない。出来たとしてもそれをする様な人間にはシャノンは断じてなりたくなかった。


「〈律法を破る者〉の計画が五千年前に実行された段階から、予想された損そん害がいです」


「……ゼフィリス」


　シャノンは言葉を続けるナタリイを無む視しし、幼おさない少女の姿をした方のアーフィ……ゼフィリスの方へと視し線せんを向ける。


「お前も同じ考えか」


「そうだ……だから、止めた」


　答えるゼフィリスの声はひたすらに冷たい。


　淡たん々たんとまるで当然の計算結果を読み上げる様に彼女は告つげる。改あらためてこの少女が人間でないのだという事を認識させる口く調ちようであった。


　ただ──


「〈律法破壊者〉計画は五千年前から用意されていた事だ。我われ等ら本来の主あるじが我等に託たくした悲ひ願がん、ここで潰ついえさせるわけにはいかない。


　我わが主よ。今すぐ三体の〈秩序守護者〉とぶつかっても勝ち目はない。せめて後千時間あれば、私も全ぜん機き能のうを完全に稼か動どうさせることができたのだが……恐おそらく敵てきはそれを分かった上で、貴方達を挑ちよう発はつしている。セーネス・ルル・ギアット、貴女あなたに対しても、だ。この自由軌道要塞の破は壊かい力りよくは、連中にとっても確たしかに脅きよう威いだからな。


　だからこそ──今、連中の誘さそいに乗るのは、危き険けんに過ぎる」


　ゼフィリスは、相変わらず感情の見えない口調ではあったが──常にも増まして言葉数が多いのは、彼女なりにシャノンを説せつ得とくしようと心を砕くだいているのかもしれない。
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　しかし……


「殺される王都の人間は、見殺しか？」


　アーフィ達を睨にらみながら問うシャノン。


「……仕し方かたありません」


　答えたのはナタリイであったが、ゼフィリスもその結論に異論を挟はさむ様子は無かった。


　念のためにとシャノンはゼフィリスの顔に視し線せんを向けるが、やはり彼女は無表情のまま何か言葉を継つぎ足たす様子もない。


　シャノンは短く──しかし重いため息をついた。


「……勘かん違ちがいをしていたよ」


　彼がゼフィリスを見る視線には……もう微み塵じんの親しん近きん感かんもなかった。


　文字通りの魔ま族ぞく──理解不能の怪かい物ぶつを見る眼めで彼はゼフィリスとナタリイを見、そして吐はき捨てるように言った。


「魔族は、やはり魔族か」


　二人のアーフィはただ黙もくするのみ。


　無論──ここで言い訳などする様なら最初からこの様な真ま似ねには出るまいが。


　重く冷たい沈ちん黙もくが彼かれ等らの間に横たわる。


　やがて──


「……手を貸せ、シャノン・カスール」


　……短い沈黙の後で口を開いたのは、セーネスだった。


「〈スキッド〉の機き構こうそのものを破は壊かいしたんじゃねーだろ。単に動どう力りよく源げんと各かく施し設せつとの接せつ続ぞくを絶っただけなら、手動で再接続すればいいだけの話だ」


「……しかし」


　シャノンは二人のアーフィを順に眺ながめる。


　再接続は可能でも、彼女達が黙だまっていないだろう。


「こいつらは確たしか──人間に対して危き害がいを加える事はできないように『決められて』いる。


　我われ々われに対して直接強きよう硬こう手しゆ段だんをとらず、〈スキッド〉を止めたのは、その証拠だ。


　こいつらは、山でも一いつ瞬しゆんで消し飛ばす力を持っている反面、人間から直接行動の自由を取り上げる事もできねーんだよ。広こう義ぎでは拘こう束そくも『危害』に相そう当とうするからな。違ちがうか？」


　セーネスの言葉に……やはり二人のアーフィは沈黙したままだ。


「……なるほどな」


　沈黙を続ける〈終わりの魔ま獣じゆう〉達をもう一度眺め──シャノンは頷うなずいた。








　白い壁かべに──三方向の亀き裂れつが走る。


　その厚あつさからすれば信じがたい程ほどの微び音おんだけを放はなちながら、隔かく壁へきは右下方と左下方、そして上方へと三枚に分ぶん離りし、別の壁の中へと引き込まれていった。


　そこが永ながらく閉へい鎖さされていた事は言われずとも分かる。


　空気の匂においに、微かすかな澱よどみがあるからだ。閉とじ込められて流りゆう動どうする事を禁きんじられた空気の──仮か死し的てきな死し臭しゆう。


　それは奥おくにわだかまる闇やみと相あいまって、場そのものが、踏ふみ入ろうとする者達を拒こばんでいるかにも見えた。


　要よう塞さい島とう〈スキッド〉中ちゆう枢すう部ぶ──閉へい鎖さ区く画かく。


「さて……」


　中でせねばならないであろう苦労に、今からうんざりしているのか──面めん倒どうくさそうな表情でパシフィカ、ラクウェル、そしてセーネスを眺めると、鎧よろい〈ブリガルド〉を着込んだシャノンが言う。


「──行くか」


　そして。


　一同は要塞島〈スキッド〉の閉鎖区画に向けて踏み出した。




　第二章　魔ま族ぞくの城じよう塞さい







　狭きよう隘あいな通路が延えん々えんと続いていた。


　いや……実際に通路そのものが通行に支し障しようをきたす程、狭せまいわけではない。人間が二人、余よ裕ゆうをもって通り過ぎることのできるだけの幅はばはある。天てん井じようも長身のシャノンが手を伸のばして届とどかない程の高さがあった。


　だがそれでもそこには……ある種の、圧あつ迫ぱく感かんがある。それが狭隘な裏うら路ろ地じを通っているかのような錯さつ覚かくを与あたえるのだ。


「……なんか妙みような感じよね」


　先を歩くシャノンとセーネスの背中から、周囲の様子に視し線せんを彷徨さまよわせつつ……パシフィカは言った。


　通路は、幾いくつにも分ぶん岐きし、あるいは合ごう流りゆうし──いつ果てるとも知れぬ長さで、侵しん入にゆう者しや達を迎むかえている。


　材質不明の壁かべや床ゆかと、自みずから発はつ光こうする天井などといった基本的な部分は、〈スキッド〉の他ほかの区く画かくでも、お馴な染じみのものだが──今パシフィカ達の進んでいる通路は、他の区画の通路よりも若じやつ干かん狭く、何より雰ふん囲い気きが違ちがう。


　そもそも……ここは通路というより何か巨きよ大だいな機巧カラクリの隙すき間ま、といった感じがある。


　天井といわず壁といわず、縦じゆう横おう無む尽じんに這はい回る管くだや、壁のあちこちに塡はめ込まれた大小様さま々ざまな板扉パネル──その幾つかは開いていて、中の複ふく雑ざつ怪かい奇きな構こう造ぞう物ぶつをさらけ出している──が、ひどく雑ざつ然ぜんとした印いん象しようを観みる者に与えるのだ。


　強しいて言うならば……今までパシフィカ達が見てきたのが表おもて舞ぶ台たいならば、ここは舞台裏、といった雰囲気があった。


　管の端はしや板扉の中身は、いかにも『つまんでひねってくれ』とか『押おしてくれ』と言わんばかりの形状をしていて、パシフィカもついつい手を伸ばしそうになるのだが……それをいじればどうなるのか、そもそもそれらが一体、何の用よう途とに供きようされている仕し掛かけなのか、見当もつかない。


　まさか吟ぎん遊ゆう詩し人じんの歌うたう冒ぼう険けん物もの語がたりでもあるまいし、それらに触ふれた途と端たんに釣つり天井が落ちてきたり、床ゆか板いたが消えて落とし穴あなが口を開いたりするわけでもないだろうが……下へ手たをすると『罠わなの方が遥はるかにマシ』というような事態にならないとも限らないので、パシフィカはなけなしの自じ制せい心しんを総そう動どう員いんして、それらに触さわらぬように己おのれを戒いましめていた。


　ただし……自じ制せい心しん云うん々ぬんを問題にするならば、パシフィカよりもラクウェルの方に不安が残る。


　いつもはとろんとした瞳ひとみを必要以上にきらきらと光らせ、パシフィカの隣となりではラクウェルがそれらの仕し掛かけを見入っていて……いつなんどき、ひょいと手を出すかわからない雰囲気があった。傍はた目めから見ても触さわりたくてうずうずしているのが分かるのだ。
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　それはともかく──


「魔ま族ぞくの砦とりでの地ち下か迷めい宮きゆう──なんて言うともっと鍾しよう乳にゆう洞どうみたいに、ぐねぐねしてて、じめじめした場所を想像したんだけど」


　パシフィカが呟つぶやく。


　長い間閉へい鎖さされていたせいか、空気の匂においが奇き妙みように黴かび臭くさいが、湿しつ度どそのものは低い。


〈スキッド〉の閉鎖区画。


　要よう塞さい島とう〈スキッド〉の心しん臓ぞう部ぶとも言うべき動どう力りよく源げん──それは実に五千年にわたって壊こわれず、細ほそ々ぼそとではあるが稼か動どうを続けてきたのである──とそこに直ちよつ結けつされた主しゆ兵へい装そう機き構こうを含ふくむ巨きよ大だいな構造体及およびその周辺部を、セーネス達〈紅スカーレツト〉の構成員達はそう呼んでいる。


　無論、その内部を血管や坑こう道どうのように張り巡めぐらされたこの狭きよう隘あいな空間も、元々は単なる通路の集合体ではあったろう。此こ処こがそれなりの意味と利り便べん性せいを考こう慮りよした上で造つくられているのであろう事はパシフィカにも分かる。


　だがその制作者の意図にかかわらず、足を踏ふみ入れた者を惑まどわせる道の連つらなりを迷めい路ろと総そうじて称しようするのならば……そこはまさしく迷路そのものだった。


　あちこちで必要以上に入り組んでいたり、隠かくし扉とびらがあったりするわけではない。むしろその構造は明めい確かくな計画性を示して整せい理りされている。


　しかし、あまりにも多い分ぶん岐きは、通行する者の感覚を次第に溶とかしてゆく。


　さて何番目の角かどをどちらに曲がったのか……延えん々えんと続く単たん調ちような道みち行ゆきの中で、通行者の記き憶おくは次第に曖あい昧まいになってくるのだ。


　閉鎖区画に入って半時間も経たった時点で、パシフィカの方向感覚はもう用を成さなくなっていた。


　一応、案内役のセーネスは過去に行われた調査記録に目を通とおしているらしいのだが……


「〈スキッド〉を巡航形態クルーザー・モードに変形させちまったからな。どっかに影えい響きようが出てるかもしれねーし、完全に当てにはできないと思ってくれ。中心部に関する記録は元々、ナタリイから五千年以上前の記録を引き出したもので、実際に誰だれかが行って確たしかめた訳じゃないしな」


　……だそうである。


　パシフィカは視し線せんをシャノンの背中に戻もどしながら言葉を続けた。


「魔族ってこういう場所に住んでたんだね。なんか意外な感じだけど」


　実際……大陸で見つかっている〈砦とりで〉は大小幾いくつかあるが、荒こう廃はいが進んで文字通りの洞どう窟くつ同どう様ように荒あれ果はてているものが殆ほとんどだ。


　五千年。言葉にすると一言だが、途と方ほうもない時間である。


「魔族……か」


　小こ馬ば鹿かにしたような声が言う。


　無論、言うまでもなく声の主ぬしはセーネスである。振ふり返りもせず、淡たん々たんと歩ほを進めながら、彼女は言って寄よ越こした。


「この期ごに及およんでもあの連中にそういう陳ちん腐ぷな印いん象しようを抱いだいてるとは、なんとも頭の回かい転てんの鈍にぶい奴やつだな、〈廃はい棄き王女〉」


「……なによ？　偉えらそうに」


　パシフィカの表情が険けわしくなる。


　元々パシフィカとセーネスはあまり気が合わない──というより、最初はセーネスが一方的にパシフィカを嫌きらっていたのだが、今はパシフィカの声にもかなり険けん悪あくなものが含ふくまれている。


　基本的に人の好き嫌いは少ない少女ではあるのだが……自分に悪あく意いや敵てき意いを向ける人間に笑顔で応じられるほど、パシフィカは鷹おう揚ようでもなければ寛かん容ようでもない。


　それに加くわえて、当然のように兄あにシャノンとセーネスが並ならんで歩いているのが、彼女は何となく気に食わない。


　無論、この隊たい列れつは、接せつ近きん戦せん能のう力りよくに長たけたシャノン、そして道案内役のセーネスを前方に配した合理的なものだが──人間というのは、合理的であるという一事をもって全すべてに納なつ得とくがいくような、便利な生き物ではない。


　何があったのかは知らないが、シャノンとセーネス……どうもこの二人、会って数日しか経たっていないというのに、かなり気が合うというか──呼こ吸きゆうが合っているような雰ふん囲い気きがある。


　無論、それは同じ刀かたな使つかいとしての共きよう感かんなどによるところが大きいのは、パシフィカにも分かるのだが……つまりそれは、パシフィカには分からない部分のシャノンを知っている、という事でもある。


　それがどうにも彼女には面おも白しろくない。


「何でも人ひと任まかせにしないで、たまには自分で考えてみたらどうだ？」


「自分達だって、結局はナタリイに教えてもらっただけじゃない。ちょっと立場が違ちがうだけの癖くせに、偉そうな顔しないでよね」


「口答えだけは達たつ者しやか」


　振ふり向きもしないでセーネスが言ってくる。


「甘あまやかされて育ったガキによくいる類たぐいだよな。自分では何もできない癖に。ま──『お姫ひめ様さま』には似に合あいかもな、それが」


「そっちこそ、『皇おう女じよ様』って割には気品のカケラもないわよね。よっぽど生まれついた時から根こん性じようがねじ曲がってたんでしょ」


「それはこっちの台詞せりふだ」


　振り返って言ってくるセーネスを、睨にらみつけるパシフィカ。


　足を止め、殺気だった視し線せんをぶつかり合わせる二人を眺ながめながら、シャノンは長々とため息をつく。


　何が起こるかも、はっきりと分からない場所にいるというのに、こう隊内協調チームワークが乱れていては、不安ばかりが募つのる。


　パシフィカを置いてくればよかったのかもしれないが、彼女一人を護ご衛えいもなしに放ほう置ちするのは、シャノン達にも躊ちゆう躇ちよがあった。特にセーネスにしろ〈紅スカーレツト〉の幹かん部ぶ達にしろ、あくまで利害が一いつ致ちしているために現在は協力関係にあるが、決して味方というわけではない。


　だが──


「……まあ、もうあんなに打ち解とけているわ」


「──どこがだ」


　何をどう見ているのか──嬉うれしそうに言うラクウェルを見て、シャノンは脱だつ力りよくした。


「口くち喧げん嘩かならシャノンもよくしてるじゃない」


「それとこれとは違ちがうだろ」


　睨み合うパシフィカとセーネスから少し離はなれた場所に移い動どうして──側そばに居たら無意味に火の粉こがかかりそうだったのだ──シャノンはラクウェルに言った。


「でも。シャノンとセーネスさんってちょっと似にてるから……パシフィカも喧嘩し易やすいんじゃないの？」


「……そうか？」


　とうとう正面から言い争いを始めた二人を眺ながめながら、シャノンは顔をしかめた。


「似てるか……そうか、似てるかもな」


　確たしかにラクウェルの言う通りだろう。


　パシフィカもセーネスも、こうやって自分の中の重苦しいものをごまかしているだけなのだ。パシフィカが似たような事を、シャノン相手にするのは珍めずらしくない。ただ今回はその矛ほこ先さきがセーネスに向いているだけなのだろう。本人らに自覚があるのかどうかは、怪あやしいものだが。


「……シャノン？」


「いや。ちょっと思うところがあっただけだ。気にするな」


　不ふ思し議ぎそうに顔をのぞき込んでくるラクウェルにそう言うと、彼はため息をついた。


　自分達には確かに似ているところはある。


　しかし──


（セーネスは〈秩序守護者ピースメイカー〉に復ふく讐しゆうする積つもりだ──）


　恐おそらくは家族よりも近ちかしい親友であったエイローテの仇かたきをとる──今の彼女の目的はただそれだけだろう。


　そのために、彼女はパシフィカやシャノンを──そしてひいてはアーフィ達や魔ま族ぞくの仕し組くんだ計画さえ利用する積もりでいる。部下の殆ほとんどと別れ、〈スキッド〉を使い──なりふりかまわず、手段をも選ばずに、〈秩序守護者〉ステアを滅ほろぼそうとしている。


　セーネスは、聡そう明めいな娘むすめである。


　自分が何をしているのか、よく分かっている筈はずだ。分かっていて……それでも自分を止められない。それだけセーネスとエイローテの絆きずなというものは、深かったのであろう。


　だが……自分はどうだろう？


　パシフィカがもし本当に殺されたら。


　自分はセーネスと同じような行動に出るのか。それとも出ないのか。愚おろかと分かっていても自分を御ぎよせない程ほどの激げき情じようの虜とりこになって、彼女の仇を討うとうとするのだろうか？


　彼女の〈守護者ガーデイアン〉たるべく操そう作さされたという彼の心は、パシフィカという『呪じゆ縛ばく』を失った時、突とつ如じよとして変質してしまうのではないのか？


　セーネスのように……それがある種しゆの不毛で無む謀ぼうな行こう為いと分かっていても、それを止められないほど、自分はこの妹いもうとを大事に思っているのか？


　シャノンとセーネスは確かにある部分で似ている。似ているからこそ、そこに差が出るのかどうかが……シャノンには気になるのだ。


　魔族と秩序守護者。


　世界の存在を賭かけた戦い。


　そんな言葉からは、ひどくつまらなくてどうでもいいような悩なやみにも思えるが──ここで自分の感情や苦く悩のうを切り捨ててしまうのは、何か自分の立っている足あし下もとを崩くずしてしまうような気がした。


「セーネス」


　シャノンの呼びかけに、〈獣けもの姫ひめ〉はパシフィカとの言い争いを中断して振ふり返った。


「結局、魔族ってのは何なんだ？」


「……アーフィ・ゼフィリスから何も聞いていないのか、本当に？」


　怪け訝げんそうにセーネスが尋たずねてくる。


「〈竜騎士Ｄナイト〉と〈竜機神ドラグーン〉は一体化して戦せん闘とう用よう人じん格かくを形けい成せいする際に、知ち識しきや記き憶おくの共有が生じると聞いているが？」


「言われてみれば、何やら断だん片ぺん的てきなものは思い浮うかぶんだがな」


　シャノンは肩を竦すくめて言う。


　確たしかに〈竜機神〉と同どう化かしている際のシャノンは、〈竜機神〉がいかなる力を持っていて、何ができるか、それがどのような性質の力であるのかなど──様さま々ざまな知識を与あたえられている。これは、無論〈竜機神〉の御ぎよ者しやとして余すところなく実力を発はつ揮きするためのものだろう。


　しかし──


「同化を解とくと、途と端たんにそれらの意味が分からなくなるんだよ」


　例たとえば──青という色を理解するにはまず、目が見えなくてはならない。音の高低を理解するには耳が聞こえなければならない。味の甘あまい辛からいを理解するには舌したが必要だ。


　だが──それらの感かん覚かく器き官かんを奪うばわれてしまえば、それらに対する認識はひどく曖あい昧まいで具ぐ体たい性せいを欠くものになってしまう。


〈竜機神〉の一部として機き能のうし、膨ぼう大だいな知ち覚かくとそれを処しよ理りするための思し考こう支し援えんを受けている際のシャノンには、それらの知識や記憶が理解できても、人間に戻もどればそれは途端に他た者しやのものとなって、ぼんやりとかすんでしまうのだ。魔ま獣じゆうの記憶を『読む』には、魔獣にならなくてはいけない、という事だろう。


「どうにもバラバラで、前後の順番も分からない。しかも細部が曖昧だしな。故こ意いにゼフィリスがそうしているのかもしれないが」


「ふむ……まあ、私が知ってる事もそう多くはないけどな。歩きながら話そう。立ち止まっていると何が起こるか分からない」


　セーネスは少し考え込むような表情を見せたが──再ふたたび歩き出しながら、言った。


「危き険けんはないとおっしゃいませんでした？」


　ラクウェルが言う。


　そう──セーネスはこの閉へい鎖さ区く画かくの中に危険はない、と明めい言げんした。


　少なくとも過去に三度、総計五十人を越こえる彼女の部下達が調査に入った際も、罠わなや敵てき性せい生せい物ぶつの存在は確かく認にんされていない。だからこそ、シャノン達もパシフィカを連れて来たのだが……


「中ちゆう枢すう部ぶに入った連中は、記き憶おくを失ってるんだよ、中枢部付近にいた時の記憶をな」


「……記憶を、失う？」


「記憶探たん査さの魔ま法ほうを使っても駄だ目めだった。どうやら何か、精神に作用するような仕し掛かけがあるらしいんだが、当の経験者達が何も覚えていないから、解明のしようがない」


「剣けん呑のんな話だな」


　と眉まゆをひそめてシャノンが言う。


「それじゃ危険がない──んじゃなくて危険かどうかも分からないだけだろう」


「死し傷しよう者しやは出てないんだ。転ころんで怪け我がをした奴やつなんかはいたが、少なくとも『攻こう撃げき』に類るいするものを受けた様子はなかった」


「精せい神しん干かん渉しよう系けいの魔法か？」


「あるいはそれに類する何か──だな」


　セーネスは言って肩を竦すくめて見せた。








　長い長い道のりの果て。


　山間部を通る街かい道どうを抜ぬけて、ようやく至いたった平野部……そこで初めて彼女は目的地を己おのれの視し界かいに捉とらえる事ができた。


　延えん々えんと地平に広がる薄うす茶ちや色いろの市し壁へきと、その向こうに垣かい間ま見みえる丈たけ高たかい建物の連つらなり。一つ一つの構こう成せい要よう素そは決して珍めずらしいものではなかったが、その規き模ぼがいずれも地方都市の数倍はある。


　千年の王おう都と──ザウエル。


　ラインヴァン王国の首都であり、行ぎよう政せい、経けい済ざい、及および文化の要かなめ。ダストヴィン大陸東部においては、最大の規模と最長の歴史を誇ほこる、大都市である。


　その巨きよ大だいさは無論だが……その歴史と共に新しん陳ちん代たい謝しやを繰くり返し、巨大に成長した都市という生き物が放はなつ重じゆう厚こうさは、彼女を圧あつ倒とうした。彼女の生まれ育った田舎いなか街まちなどとは、全く格が違ちがう。


「凄すごいですね……」


「まあ、王都ですから」


　ただ素直に感想を述べる彼女の傍かたわらで、朗ほがらかに一人の少年が笑う。


「もうちょっとですよ。日が暮くれる頃ころには着きます」


「あの……本当に何から何まで、ありがとうございました」


　彼女は改あらためてその少年に頭を下げた。


　旅たび路じの途と中ちゆうで財さい布ふを落としてしまい──落とす様ような心当たりは無かったので、あるいは掏す摸りの類たぐいに盗とられたのかもしれないが──馬車に乗る金もなく途方に暮れていた彼女を助けてくれたのが、この少年だった。


　歳としは彼女と同じか──あるいは少し下か。


　眉び目もく秀しゆう麗れいな顔立ちでありながら、枯かれ葉は色いろの髪かみに巻いた白い鉢はち巻まきのせいか、ひどく実直そうな印いん象しようがある。


　善ぜん人にんなのだろう。


　だが、ただ単に人が善よいというだけの少年でもないらしい。見るからに育ちのいい、お坊ぼつちゃん然ぜんとした雰ふん囲い気きなのに、彼女には持ち上げることさえできない長大な武器を──彼はそれを長ちよう騎き剣けん、と教えてくれた──この少年は難なんなく振ふり回すのだ。よほど自分の実力に自信のある人間でも、まるで小さな果物ナイフのように槍やりのような剣を扱あつかうこの少年を見れば、戦いを避さけるに違ちがいない。


　実際、旅の途中で、二度ほど追い剝はぎのような連中にも出会ったが……彼は難なく無む法ほう者もの達を追い払はらってしまった。彼の庇ひ護ごが無ければ生まれ育った土地からろくに出た事もない田舎いなか娘むすめなど、到とう底てい王都には辿たどり着けなかっただろう。


　改めて考えれば自分も無茶な事を思い立ったものである。


「なんと御お礼れいを言っていいやら」


「どうせ僕ぼくも王都に行くところでしたし」


　それは何度も聞いたが──しかしそれでも彼女が少年にしてもらった事を思えば、ついで、と割り切ってしまうには過分な厚こう情じようであろう。


　見ず知らずの人間に驢ろ馬ばを買い与あたえ、驢馬の脚きやく力りよくに合わせて旅をし、護ご衛えいまでしてしまう……少なくとも普ふ通つうの人間にできることではない。


　かといって、この少年には何か下心があるようにも見えない。よほど金と暇ひまが余あまっているか、そうでなければ変人か……だ。


　もっともこの世せ知ち辛がらい世の中、掛かけ値ねなしの善人などというものは、変人の一種と思って間違いないだろうが。


「でも通りすがりの他た人にんに──」


「困ってる人がいたら、自分にできる範はん囲いで手助けする。それが当然でしょう」


　これも何度も聞いた台詞せりふだが……やはり世間の荒あら波なみに揉もまれてきた人間ならば赤せき面めんなしには言えないような言葉を、少年は大まじめに言った。


　大物かもしれない。何ど処こか凡ぼん人じんとは違ちがうからこそ、そういった者達は大衆から抜ぬきん出る。その意味では大物は例外なく変人だ。


　そんな事を思いながら彼女は微び笑しようを返す。


「そういえば、特に聞いてませんでしたが──何の用で王都に？」


　実はこの少年、一か月近くも一いつ緒しよに行動しながら、今まで一度たりとも彼女の旅の目的を聞いてこなかったのだ。


　気を利きかしていたのだろう。今になって、わざわざ尋たずねてきたのも、興きよう味みがあるというよりも──王都に着いてからの彼女の身の振ふり方が気になったからに違いない。


「お友達に会いに……」


「なるほど。それは良い事です」


　大おお真ま面じ目めに頷うなずく少年を見て、また彼女は微笑する。


　昔むかしは──ほんの一年ほど前までは、感情を素直に表おもてに出すのが苦手だった。今でもぎこちなさは残っているように思うが、それでも昔に比くらべると随ずい分ぶんと自然に笑えるようになったと思う。


　そのきっかけをくれた者達に……いまもどこかの空の下を旅しているであろう姉兄妹きようだいに、ふと彼女は想おもいを馳はせた。


　考えてみれば……『彼』と出会えたのも、あの姉兄妹のお陰かげと言えるだろう。


「そのお友達は、貴女あなたが来られるのを、ご存ぞん知じなのですか？」


「いえ。それは──」


　何なに気げなしに、話のつながりで少年は尋ねてきたが──彼女は言い淀よどんだ。他た者しやの心に触ふれる事を妙みように恐おそれていた頃ころの感覚が、束つかの間ま頭をもたげてくる。


　もっとも、それがかつての彼女を囚とらえていた恐れとは微び妙みように異ことなるものである事を、彼女自身は自覚していなかったが。


「あ。すいません、何かまずい事を？」


「いえ……なんて言うか。手紙ではやりとりをしていたのですけれど、そこには書かなかったんです。『会いに行きます』って書いて──ちょっとでも迷めい惑わくそうだったり、否ひ定てい的てきな返事が返ってきたら、と思うと」


　苦笑でもされるかと思ったが……少年は感かん極きわまった様子で頷いた。


「うーん。奥おくゆかしいですね。素晴らしい。慎つつしみ深ぶかさは美び徳とくです」


「そ、そういうものでしょうか？」


「ええ。僕なんかはもう思ったら考える前に身体からだが動いてしまう方で」


　それは言われなくてもこの一か月ほどの間によく分かっている。


　有ゆう言げん実じつ行こうの極みとでもいうか……大たい抵ていの場合、言い出すと同時にこの少年はそれを行動に移している。短たん慮りよというわけではなさそうだが、一いつ旦たん決断すると頭の中身と行動がそのまま直結してしまうらしい。


「ですがまあ、ここまで来たら覚かく悟ごを決めて、そのお友達を驚おどろかせてやりましょう」


「はい」


　彼女は頷うなずくと、再ふたたび王都に視し線せんを戻もどした。


　あの大きな都市の何ど処こかに『彼』がいる。そう思うと彼女はそこに向かって駆かけ出したくなる様ような感覚を覚えるのだった。


『彼』……クリストファ・アーマライト。


　途と方ほうもない強さを持ちながらも、どこかひどく繊せん細さいな部分を残した特とく務む戦せん技ぎ兵へいの少年。


　彼は今、あの王都のどこにいるのだろうか──
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　相あい変かわらず用よう途と不ふ明めいの仕し掛かけが這はい回る通路を歩きながら、セーネスはしばし考え込む様子を見せていた。


　どこから説明したものか……と考えているらしい。この世界に生きる人間達の常じよう識しきからはかなりずれた領りよう域いきの話だからだろう。


「まず魔ま族ぞく──と我われ々われが呼んでいるあの連中だが……あれは」


　語るというより、自分に言い聞かせるような口く調ちようでゆっくりとセーネスは喋しやべり始めた。


「そもそも自然発生の生物ではない。あれは我々の祖そ先せんが兵器として『造つくった』ものだ」


「…………」


　顔を見合わせるシャノン達。


「……意外に驚かないな」


　そう言うセーネスは……シャノン達の驚きよう愕がくを期待していたのか、少しつまらなさそうであった。


「驚いてますよ。顔に出ないだけで」


　とラクウェル。


　確たしかにもう自分達の常識が通用しない世界を彼等は何度も見み過すぎていた。今いま更さら少々の事を言われても、驚きが表情や声に現れないだけの事だ。


「結局、創そう生せい神しん話わにおいて魔族とマウゼル教が呼んでいる勢力……魔王ブラウニンとその一いつ派ぱは、それらの兵器そのものじゃなく、兵器を創つくった人間の事だったんだよ」


「その辺は薄うす々うす気づいてはいたしな」


　とシャノンが肩を竦すくめた。


　アーフィ・ゼフィリスが御ぎよ者しやとしての『人間』を必要とする以上、彼女はむしろ人間側の勢力だったのではないか──その程度の想像は、シャノンもしていた。


「つまり……神々と戦ったのは、我々の遠い祖先だったって事か？」


「そうなるな。さすがに私も、細かい事は聞いていないが──とにかく、人じん類るいはマウゼル教の言うところの『神々』の軍団と戦い、破れた。


　その戦争の原因がどこにあったのかは知らないが、その結果として、人類の大半は、この封ふう棄き世せ界かいに閉とじ込められてしまった」


「閉じ込められた？」


　聞き返すパシフィカ。


　世界……と一言で語っても、彼女の常識から言えば、それはこの無む辺へんとも言うべき空と海を含ふくめる、果てしない広がりを意味する。


　空に天てん井じようがある訳でもなければ、海に『果て』を示す壁かべや断だん崖がいがあったと聞いた事もない。この世界に『閉じ込められた』という表現はひどく現実味に乏とぼしい印いん象しようしか彼女にはもたらさなかった。


「我々の住む大陸の名前──ダストヴィンの意味を考えた事があるか？」


「……確か、古語で『ゴミ箱』……でしたね」


　忌いま々いましげなセーネスの問いに答えたのはラクウェルである。


「誰だれが言い出した言葉かは知らないが、屈くつ辱じよく的てきな名前じゃないか。人類は生ゴミよろしくゴミ箱に棄すてられて、封ふうをされたって訳だ。


　この〈スキッド〉を見れば分かるように、かつての人類は今とは比くらべ物にならない力を持っていた。海底から鉱こう石せきを掘ほり出し、大地の下に巨きよ大だいな都市を築きずき……それどころか、その権けん勢せいはあの夜空の果てに在ある星にまで達したのだそうだ。


　だが……戦争に負けた人類は、そういった移い動どう手しゆ段だんを含め、およそほとんどの文明と知ち識しきを奪うばわれた上で、その生せい存ぞん領りよう域いきをダストヴィン大陸のみに限げん定ていされてしまった。


　当然ながら人類はこの処しよ置ちに不満を持ったが……ありとあらゆる兵器を奪われ、文明さえひどく原始的なものに退たい行こうした上で封じられた人類には、どうする事もできない。自分達が『封じられた』事さえ忘れてしまっていたのだから。


　このためわずかに『外側』に残された人類勢力……人類のほとんどが降こう伏ふくしてもなお、抵てい抗こうを続けていた連中が、幾いくつかの計画を実行に移す。


　それらは全すべて、来るべき遥はるかな未来……再びこの封棄世界の殻からを破って人類を囚とらわれの身から解かい放ほうするためのものだった。だが、そのためには、神々が置いた監かん視し者しやを……マウゼルと、〈秩序守護者ピースメイカー〉を倒たおさねばならない」


「……結局、奴やつ等らは何なんだ？」


　シャノンが口を挟はさむ。


「奴等は……言ってみれば牧場の牧ぼく羊よう犬けんさ。神々の定めた『在あるべき状じよう態たい』に人類が落ち着いているかどうか、監視し、それから逸いつ脱だつしそうな時に、矯きよう正せい処しよ置ちをとるためのな。


　奴等がいる限り、人類はその柵さくの外に出る事はできない。それどころか自由に文化文明を発はつ展てんさせることもできないし、政治や経けい済ざいでさえ間かん接せつ的てきには奴等に支配されている」


「そんな、大おお袈げ裟さな」


　そう言うパシフィカを睨にらんで、セーネスは薄うすい笑えみを浮うかべた。


「マウゼル教が他ほかの宗教に比くらべて異い様ように歴史が長く、権けん勢せいもでかいのは、何な故ぜだと思う？」


「……え？」


「あれは、宗教という名の操あやつり糸なんだよ、連中が用意した……な。


　宗教ってのは、どんな分野にでも介かい入にゆうできるからな。小は個人の生活から、大は戦争まで。グレンデルの託たく宣せんなどはその最さいたるものさ。あそこまで直接的なのは少ないけども」


「…………!!」


「とにかく。人類が解放されるためには、あの秩序守護者達を倒さないとどうにもならない。このため、まず奴等を倒すための切り札ふだとして送り込まれたのが、〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉とその〈守護者ガーデイアン〉の因いん子し、そして彼等を支し援えんするための〈終わりの魔ま獣じゆう〉六体だった」


「六体？」


　シャノンが眉まゆをひそめる。


　彼の知っているアーフィ達……ゼフィリス、そしてナタリイとグロリア以い外がいにもまだこの世界に送り込まれたドラゴンが居いたというのは初はつ耳みみだった。


「もっとも因子──アーフィ達は『遺い伝でん情じよう報ほう』とか言っていたな──と違ちがって、実体を持った超ちよう兵へい器き六体をもこの封棄世界に紛まぎれ込ませるのには、無理があった。また、『外側』に残された連中の限られた物ぶつ資しでは、アーフィ達を完かん全ぜん稼か動どうさせる事ができなかったらしい。


　何なん重じゆうにも張はられた空くう間かん封ふう鎖さを無理矢理に破ってこの世界に侵入を試こころみたそうだが、その途と中ちゆう、敵てきに見つかって、集中攻こう撃げきを受けたそうだ。


　結局その時に一体は完全破は壊かいされ消しよう滅めつ、四体は半はん壊かいしてナタリイ以外の三体は行ゆく方え不ふ明めい、そして残る一体──ゼフィリスのみが完全な状態で潜せん入にゆうに成功し、異い相そう空間に潜せん伏ぷくして時を待った……いつか〈律法を破る者〉の因子が結けつ実じつし、切り札たる一人の人間を生み出すまで。


　もっともゼフィリスの無事が確かく認にんできたのもナタリイからすればつい最近だそうだが」


　そこでセーネスは言葉を切ってパシフィカを振ふり返った。


「あんたは秩序守護者ピースメイカーの『管かん理り権けん限げん』──即すなわち〈律りつ法ぽう〉による上位性を跳はね返し、彼かれ等らを倒たおす意志を持つことができる。のみならず人々にその意志を『感かん染せん』させる事ができる。


　しかもあんたの中の因いん子しは〈律法〉の定めを逆さか手てにとっている。『管理権限』が及およばないどころか……秩序守護者はあんたを殺せない。その権限が規き定ていされていないからだ。


　丁ちよう度ど、アーフィ達が人間に対して危き害がいを加えられないのと同じにな。


　あんたの存在は……〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の誕たん生じようは、五千年以上も前から予定されていた。


　周しゆう到とうに計画され、緻ち密みつな計算の元にばらまかれた因子が、五千年以上もの時をかけて人人の血けつ脈みやくの中で集まってゆき……まるで組絵パズルのように一つの形に結実した結果。この世界唯ゆい一いつの秩序守護者の『埒らち外がい』──それがあんたなんだよ」


「…………」


　パシフィカはぽかんと口を開けたまま、固まっている。セーネスは薄うすく嘲ちよう笑しようめいた笑えみを示すと、言った。


「さすがに驚おどろいたか」


「えーと」


　パシフィカは頰ほおを搔かきながら言う。


「……ごめん、よく分からなかった。もう一回言ってくれる？」


「…………こんの、くそガキ」


　セーネスはうめく様に言った。


「こっちも頭ず痛つう起こしそうなのを我が慢まんして説明してやってるってのに……知能とか知ち恵えとか、そういうのがないのか、貴き様さまは！」


「あるわよ！」


　再ふたたび言い合いを始めるパシフィカとセーネス。


　二人を横目に見ながら、シャノンはラクウェルを振り返った。


「どう思う？」


「話としては分かるけれど……すぐさま信じろと言われても、困こまるわね」


　ラクウェルが珍めずらしく困こん惑わく顔がおで言う。


　いい加か減げん、常じよう識しきというものが当てにならないという現実には馴なれた積りであったが……五千年だの、世界だのと、やたら縮しゆく尺しやくの大きな話が出てきても、即そく座ざに実感はしにくい。シャノン達の経験が、セーネスの言葉の正しさを裏うら打うちしているとしても、だ。


「まあ、そうなんだが……ん？」


　不意に。


　シャノンの視し界かいを何か曖あい昧まいなものが掠かすめた。


　ラクウェルは気づかなかったらしく、口くち喧げん嘩かをしているパシフィカとセーネスはそもそも、気づく気づかないどころの話ではない。


　シャノン個人の目の錯さつ覚かくだろうか。


「何だ──？」


　シャノンは瞬まばたきをし、そして──








　閉へい鎖さ区く画かくの片かた隅すみ。


　シャノン達とは何枚もの壁かべを隔へだてた向こう……やはり長々と延のびる通路の真ん中に二つの人ひと影かげがあった。


　アーフィ・シリーズの二体──シリアル１４・ナタリイとシリアル・２６ゼフィリスである。


「干かん渉しようフィールドに入ったわね」


　ナタリイが呟つぶやく。


「こちらでも確かく認にんしたが──」


　応じるゼフィリス。


　だがゼフィリスの態度には何ど処こか困こん惑わくめいたものが見える。


　元は同じ設計の基もとに造つくられた〈竜機神ドラグーン〉でありながら彼女らにはある種の『個性』がある上──今の彼女らは能のう力りよく的てきにも幾いくつもの点で相そう違いがある。ナタリイのしている事や考えている事が完全にゼフィリスにも把は握あくし切れていないのだろう。


　ナタリイは本来の能力を殆ほとんど捨て去った代わりに、この〈スキッド〉……正しくは自じ由ゆう軌き道どう要よう塞さい〈ヴァンガード〉のシステムに一定の権けん限げんをもって割わり込みがかけられる。


　実際に要塞を動かしたり、兵器を稼か動どうさせるには人間の手を借りねばならないが……保ほ安あんシステムに割り込んで情報を得る程度は彼女にとって簡かん単たんな事であった。


「やはりフィールドのシステムに割り込んで〈守護者ガーデイアン〉達を洗せん脳のうしてしまう方が早いでしょうね。〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の方は無理でも〈守護者〉の方は洗脳しても特性や戦せん闘とう力りよくに差は出ないでしょうし」


「我われ々われ〈竜機神〉は人間の自由意志に干かん渉しようする事は許されていないはずだが？」


「私はもう〈竜機神〉ではないのよ。今は〈スキッド〉の中ちゆう枢すうシステムに間ま借がりしているただの仮か想そう人じん格かく。〈竜機神〉の能力のほぼすべてを捨てたと同時に、私はその束そく縛ばくからも脱だつしているの」


　そこまで言ってから……ナタリイは苦笑めいた表情を浮かべてゼフィリスを眺ながめた。


「……不満そうね」


「お前のやり方はかなり強ごう引いんだ」


「そうね」


　ナタリイは素直にうなずいた。


「でもそれは相そう対たい的てきな評価だわ、ゼフィリス。私が強引なのではなくて、貴女あなたが……甘あますぎるのよ。何をためらっているの？　我々の至上の目的は、計画を完かん遂すいする事でしょう？」


「計画……計画か」


　ゼフィリスが呟つぶやくように言う。


「彼らは所しよ詮せん、そのための道具という事だな」


「……情が移ったの？　あなたともあろうものが？　主あるじの遺ゆい言ごんの実行を放ほう棄きすると？」


「…………」


　ゼフィリスは答えない。


　ただ、その千年一日のごとく凍こおりついたままの表情には、微かすかな陰かげりが降りていた。








　それがいつからそこに居たのか……シャノンには分からなかった。


　気け配はいを敏びん感かんに察さつ知ちする筈はずのシャノンの感覚が、それの接近を告つげなかったのだ。ただ視し界かいを何かが掠かすめたような気がして、何気なく瞬まばたきをし……文字通り一瞬前には誰だれもいなかった筈のシャノンの正面に、それは忽こつ然ぜんと存在していた。


　それは人ひと影かげだった。


　シャノン達以外には誰も居ない筈の場に忽然と出現し佇たたずむ人間の姿すがた。


　しかもそれは──


「ここから先は登とう録ろく者しやか、レベル３以上の権けん限げんがなければ入れません。あなたは登録されていません。レベル３以上の権限を持つ場合はＰＩＴをリンクして、それを証しようする記録を提てい示じしてください。権限なき場合は引き返してください」


「…………」


　ひたすら事務的な口く調ちようで告げてくるその人影を見つめながら、シャノンはうめき声をかみ殺した。


　三みつ編あみにした長い銀ぎん髪ぱつと、白い肌はだ、そして何よりも血の様ように赤い瞳ひとみ……十年以上もの歳さい月げつを経へて相あい対たいしても決して忘れることのないその鮮せん烈れつな容よう姿し。


　そこに立っていたのは、シャノン達の母キャロル・カスールその人であった。およそ十二年前──シャノンが十歳さい、キャロルが二十八歳の時の姿である。
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（……幻げん影えいだな）


　即そく座ざにシャノンはそう判はんじた。


　彼は幽ゆう霊れいの存在を信じていないし……もし幽霊が実在するにしても、このような場所で母キャロルが化ばけて出る意味がない。声はそっくりだが、その口調は明らかにキャロルのものとは異ことなっている。


　これはむしろ──


（厄やつ介かいな……）


　シャノンは眉まゆをひそめながら考える。


　現実と幻影の境さかい目めが判わからない。キャロルの幻影は、まるで手を伸のばせばそのまま触さわれそうなほどの迫はく真しん性せいを持ってそこに存在していた。いや、場合によっては触しよつ覚かくさえもこの幻影には設せつ定ていされているかもしれない。


　この目の前の母親の像だけが幻影なのか。それとも自分の視し界かいそのものが幻げん覚かくなのか。あるいは……五感の全すべてが欺あざむかれてしまっているのか。その境目が判らなければ、幻覚も現実と変わらない。


　たとえ幻影の中でも、そこで死ねば現実の肉体も死ぬことがあるのだと……かつてラクウェルが言っていたのをシャノンは覚えている。自分が死んだと『納なつ得とく』してしまえば、人間は実際に呼こ吸きゆうを、鼓こ動どうを止めて死んでしまうのだそうだ。


　実際、ラインヴァン軍でもそういった戦せん略りやく級きゆうの攻こう性せい魔ま法ほう──建物や各かく種しゆ施し設せつを破は壊かいせず、そこに住む人間のみを無む傷きずで殺さつ傷しようする精せい神しん系けいの攻性魔法を研究していた事があるらしい。


「……こいつは何の冗じよう談だんだ？」


　シャノンは振ふり返って言い──眉み間けんに皺しわを深く刻きざんだ。


　答えはない。


　気がつけば──彼はただ一人でそこに立っている。


　場所は確たしかに今まで歩いていた〈スキッド〉閉へい鎖さ区く画かくの通路だ。そこからシャノンは動いていない。だが彼の周囲には他ほかに誰だれも居なくなっていた。ただシャノンの姿すがたと母の幻覚だけが、果ての見えない通路の真ん中に在ある。


「なるほどな……やはり、そういう事か」


　シャノンは呟つぶやいてキャロルに視し線せんを戻もどした。


　これは〈スキッド〉の閉鎖区画に設もうけられたある種の仕し掛かけなのだ。余計な人間が重要施設に入り込まないようにするための。


　キャロルの幻げん影えいは、魔ま法ほうかそれに類るいするものでシャノンの意い識しきを探さぐった上、その仕掛けが作り上げたものなのだろう。恐おそらく調査隊の記き憶おく喪そう失しつも、同じ仕掛けが影えい響きようしているに違ちがいない。


「引き返してください……ここから先は登とう録ろく者しやか、レベル３以上の権けん限げんがなければ入れません。あなたは登録されていません。レベル３以上の権限を持つ場合はＰＩＴをリンクして、それを証しようする記録を提てい示じしてください。権限なき場合は引き返してください……ここから先は登録者か、レベル３の──」


　人形のように、しかし視し線せんは逸それることなくぴたりとシャノンに据すえて、キャロルが単調に口こう上じようらしきものを繰くり返している。


「しかし……どうしたもんかな」


　下へ手たに動いては何らかの報ほう復ふく処しよ置ちがとられる可能性がある。ここは、どうにかしてパシフィカ達と合ごう流りゆうしなおすのが得とく策さくなのであろうが……


　シャノンは彼女の傍かたわらを通り過ぎるような形で、更さらに前へ──正直に言えば、そっちの方向でいいのかどうかも怪あやしいのだが──歩き出す。


　すると──


「貴方あなたは当とう該がい区画に入るための資し格かくがありません。即そく座ざに退たい去きよしてください。退去がなされない場合、強きよう制せい保ほ安あん処しよ置ちがとられます」


　シャノンの動きに応じる様ようにキャロルの告つげる内容が変化する。


　同時に──キャロルの幻影はぐにゃりと歪ゆがんだ。


「げっ……!?」


　振ふり向いて顔をしかめるシャノンの眼がん前ぜんで、キャロルだった幻影はするすると形を変えてゆく。わずか数秒でその姿すがたは、人ひと型がたの……しかし何か得え体たいの知れない存在へと変化していた。


　白い皮ひ膚ふといい、胸きよう部ぶに開いた切れ込みの中の紅あかい単眼モノアイといい、大まかな姿すがたは、以前見た〈泥人マツドマン〉という魔ま族ぞくに似にているが……しかし、その四し肢しはやや長く、その右手には、何やら棒ぼうのようなものを携たずさえている。


　彼等魔族が旧きゆう人じん類るいの創つくり上げたものだとするのなら、これも〈泥人〉と同じ系けい統とうに属ぞくする何かではあるのだろう。


　もっとも──


　どうやらキャロルの幻影は、この人型の表面に張り付けてあったものらしい。


「当ワーカロイドに三級保安プログラムのロード及びスタンロッド装そう備びを実行しました。十秒以内に退去されない場合、ワーカロイドによる強制保安処置が開始されます。十、九、八、七……」


「こいつの場合は戦せん闘とう用ようの〈泥人マツドマン〉ってとこか？」


　眉まゆをひそめながらシャノンは呟つぶやく。


「あー……つまり、こいつを倒たおせば前に行ってもいいって事だよな？」


　面めん倒どうくさそうに言いながら、しかし動きはきびきびと、どこか楽しげに……シャノンは腰こしの刀を抜ぬいた。


　だが──


「シャノン兄にいっ!?」


　その声と同時に……シャノンと〈泥人〉を取り巻く情景が、ゆれる。


　再ふたたび眩暈めまいのようなものが生じた瞬しゆん間かん、シャノンを取り囲んでいた幻げん影えいが崩ほう壊かいした。


　いや。崩壊したように思った。


　通路は同じ。目の前の〈泥人〉も同じだ。


　どこがどう違ちがっている、と問われても答えられないのだが……それでも、いきなり目の前の絵を、よく似にた偽にせ物ものにすり替かえられたかのように、微び妙みような違い和わ感かんというか、感覚の断だん絶ぜつがあったのだ。


「三、二、一……強きよう制せい排はい除じよを実行します。なお、強制排除実行中にもＰＩＴによる権けん限げん提てい示じは有効です──」


　この情景において具ぐ体たい的てきに指し摘てきできる唯ただ一ひとつの違いは、今までそこに居なかった筈はずのパシフィカが、顔色を変えて、シャノンの前──〈泥人〉のすぐ後ろに立っていた事だった。


　彼女もたった今まで幻影の中に居たのか、表情には狼ろう狽ばいの色が濃こい。


　ラクウェルとセーネスの姿すがたは見えない事からして、ここはまだ幻影の中なのかもしれないが──


「な、何よ、これ!?」


　パシフィカが叫さけぶ。


　その声に触しよく発はつされたのか……〈泥人〉はくるりと向きを変えた。


　その右手に携たずさえられた棒ぼうが、焚たき火の爆はぜるような音をたてる。同時に、その先せん端たんから半ばまでを青白く光る糸のようなものが這はいまわった。


　小しよう規き模ぼな稲いな妻ずまだ──ラクウェルの〈雷槌ミヨルニル〉を何度も見ているシャノンは即そく座ざに悟さとった。


　さすがに見ただけではどの程度の威い力りよくに設定してあるのかは分からないが……元々人間よりも力の強い〈泥人〉に、あんなもので殴なぐられたら、ただでは済すむまい。体調によっては死んでしまう事もあり得うるだろう。


「逃にげろ、パシフィカ！」


　シャノンは叫さけびながら床ゆかを蹴ける。


　だが。


　戦せん闘とう用ようの〈泥人マツドマン〉が、電光を帯びる棍こんをパシフィカに向けて振ふり下ろしたのは……それとほぼ同時であった。




　第三章　竜神の記き憶おく







　焦しよう燥そう感かんは時間の感覚を狂くるわせる。


　シャノンは〈スキッド〉閉へい鎖さ区く画かくの床ゆかを蹴けって走りながらその間ま延のびした一いつ瞬しゆんの中で苦く悶もんしていた。


　振り下ろされる棍こん。その速さだけでも充じゆう分ぶんに危険な一いち撃げきだが、そこには細い蛇へびの如ごとく青白い稲いな妻ずまがまとわりついてる。


　どの程度の威い力りよくがそこに込こめられているかは分からないが、それが致ち命めい的てきなものであったと実際に結果が出てしまった後では、全すべて手て遅おくれである。


（くそっ──！）


　その棍の描えがく旋せん回かいの先に、呆ぼう然ぜんと無む防ぼう備びな状態で立ちつくす、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの小こ柄がらな少女は──彼の妹いもうとパシフィカだった。


　もどかしい。


　身体からだが思考の速さについていかない。焦あせる気持ちが、全力で動く肉体をも後方に残して、一歩も二歩も前に飛び出していきそうな印いん象しようがある。一瞬でも早くと念じながらも肉体は遅ち々ちとして前に出てくれない。


　──間まに合わない。


　高速で空くう転てんしている意い識しきのどこかが、ひどく冷静で静かに告つげる。この距きよ離りと速度。相手の攻こう撃げき速度。パシフィカの反はん応のう。それらを心の片かた隅すみで冷静に計算しているもう一人のシャノンが居る。


　そうだ。普ふ通つうに駆かけつけては間に合わない。


　ならば……！


「………っ!!」


　シャノンは突とつ進しんの勢いに乗せて右手を振ふる。


　射しや刀とう術じゆつ。


　刀使いにとっては武器でもあり盾たてでさえある刀を射うち出す技わざ。それはある種の捨て身技だ。当然ながら、かわされれば、後がない。父ユーマから特とく殊しゆ技の一つとして彼は教わったが、滅めつ多たな事では使うなとも教えられていた。特に、相手が自分と同等の使い手ならば、動きの大きなこの技は、あっさりかわされてしまう可能性が高い。


　しかしこの瞬間、シャノンの頭にはパシフィカに相手の攻撃が届とどくよりも先に、相手を倒たおす事……その一事しかなかった。


　虚こ空くうを貫つらぬいて飛ぶ切っ先。


　矢やにも等ひとしい速さで放はなたれた刀が──その重量故ゆえに矢を遥はるかに上回る貫かん通つう力りよくを秘ひめて真まっ直すぐに戦せん闘とう用よう〈泥人マツドマン〉の背を目め指ざす。


　相手は背を向けているし、突とつ進しんの勢いを利用した射刀術は凄すさまじい速度を得えている。この距離では外はずれるはずがない。シャノンは命中を確かく信しんしていた。


　切っ先が相手に触ふれる瞬しゆん間かん。


　戦闘用〈泥人〉の姿すがたは……残ざん像ぞうさえ残すほどの速さで横へと跳とんだ。


「……えっ!?」


　元々の動きがそれほど素す早ばやくないために、シャノンは〈泥人〉の回かい避ひ行こう動どうの限界を見み誤あやまっていた。かつて一度──その人間をも上回る瞬しゆん発ぱつ力は見ていたはずなのに、焦あせるシャノンはそれを失しつ念ねんしていたのだ。


（…………!!）


　呆あつ気けなく戦闘用〈泥人〉の残像を貫く彼の愛刀。


　更さらに跳とび続けるその切っ先が向かうのは──


　──ぞぐ。


　鈍にぶく、思わず耳を覆おおいたくなるような音と共に……刀は白い首に突つき刺ささった。


「…………!!」


　シャノンの瞳ひとみが限げん界かいまで見開かれる。


　彼の黒い瞳の中で、小こ柄がらな妹いもうとの身体からだは軽かる々がると宙ちゆうを飛んだ。


「あ……ああ……」


　シャノンは愕がく然ぜんとその場に立ち止まった。


　ごっ……ごずっ。


　ぞっとするような鈍い音が、床ゆかを通してシャノンの足あし下もとから這はい上がってくる。


　パシフィカは糸の切れた人形のような格かつ好こうで床に落ち、そしてそれでも勢いが残っていたのか……水面に弾はじかれる水切りの小石のように、更さらに何度か跳はねた。跳ねてシャノンから遠ざかっていった。


「ば……」


　シャノンは呆ぼう然ぜんとした口く調ちようで呟つぶやく。


「馬ば鹿か……な……そん……な……」


　──致ち命めい傷しようだ。


　シャノンの優すぐれた動どう態たい視し力りよくは、父の形見の刀が彼女の喉のど元もとに根ね本もとまで埋うまる光景をはっきりと捉とらえていた。


　何が起こったのか──分からずに、呆然としたまま吹ふっ飛ばされていく妹の顔も。


「俺おれが……俺が……？」


　殺した。


　パシフィカを──殺した。


「いや、そんな馬鹿な──」


　呆然と呟くシャノン。


　だが──半なかば自失の最さ中なかにも、幾いく度どとなく死線をかいくぐってきた彼の身体は、敏びん感かんに反はん応のうした。


　振ふり下ろされる棍こんの一いち撃げき。


　彼はそれこそ紙かみ一ひと重えの危あやうさでそれをかわし、床の上を二転三転して戦せん闘とう用よう〈泥人マツドマン〉から距きよ離りをとった。いつの間にか再ふたたび〈泥人〉がシャノンに向かって来ていたのである。


　今の彼には自じ己この行こう為いを確かく認にんする時間も許されなかった。戦闘用〈泥人〉は再びシャノンに向き直って、稲いな妻ずまを帯びた棍を構かまえている。


「くっ──」


　シャノンは予備の短刀を抜ぬいた。


（まだパシフィカが死んだとは限らない）


　そう自分に言い聞かせながらシャノンは短刀を構かまえた。


（実際に触ふれて、確たしかめるまでは──あくまであいつの『死』は……『もし』って可能性の世界から出ない）


　今すぐ駆かけ寄って確かめたかった。


　だがそれが怖こわくもある。


　あれは幻げん影えいだ。キャロルが幻影だったように、パシフィカも幻影である可能性はある。


　だがもし──幻影でなければ。


（くそっ……！）


　襲おそいかかってくる〈泥人マツドマン〉の攻こう撃げきを何とかさばきながら──しかしシャノンは激はげしい苛いら立だちと不ふ快かいさを覚えていた。


　宙ぶらりんの状態だ。


　パシフィカは死んだのか。それともあれは幻影なのか。自分はパシフィカを殺したのか、それとも殺していないのか。


　分からない。確かめたくてもこの目の前の〈泥人〉はそれを許してくれない。


（くそ、くそ──！）


　戦せん闘とうに集中できない。


（なぶるような真ま似ねをしやがって……!!）


　乱れる意い識しきの底でシャノンは呻うめいた。








　パシフィカは途と方ほうに暮くれていた。


「うーみゅー……」


　困こん惑わく顔がおで通路の前と後ろを眺ながめる。


　どうも眩暈めまいのようなものが生じた瞬しゆん間かん、それまで歩いていた通路と、今いる通路とが微び妙みように変化しているような気がした。


　どこがどう違ちがっているのか？　と問われても答えられないのだが……それでも、いきなり目の前の絵を、よく似にた偽にせ物ものにすり替かえられたかのように、微妙な違い和わ感かんというか、感覚の断だん絶ぜつがあった。


　無論、そんな事よりも何よりも、まず目の前にいたセーネスや、側そばにいたはずのシャノン達の姿すがたが、綺き麗れいさっぱりなくなっている事の方が、重大事ではあったが。


「どうしよう……」


　呟つぶやくパシフィカ。


　次の瞬間、彼女の眼がん前ぜんの空間が水面上の虚きよ像ぞうのごとく揺ゆれる。驚おどろいて思わず身み構がまえるパシフィカの前に……忽こつ然ぜんと小こ柄がらな少女の姿すがたが出現していた。


「わっ!?……って。ああ、アーフィ？」


　長い髪かみを揺ゆらすその少女を見ながら、パシフィカが声をあげ、緊きん張ちようを解とく。そんな彼女に、その少女は──アーフィ・ゼフィリスは、呟くような口く調ちようで言った。


「……貴女あなたに頼たのみたいことがある」


「──へ？」


　パシフィカは間まの抜ぬけた声を漏もらし……だがすぐに顔をしかめて、目の前の少女を──〈終わりの魔ま獣じゆう〉の化け身しんを見み据すえた。


「……って、また前みたいに、誰だれかを殺せとか言うんじゃないでしょうね」


　無論──パシフィカが言っているのは、以前、アーフィがスィンという少女を殺せと要よう請せいしてきた時の事である。


　だが──


「……違ちがう」


　アーフィ・ゼフィリスは首を振ふった。


　その姿が何ど処こか寂さびしげに見えたのは、パシフィカの錯さつ覚かくであったろうか。


「パシフィカ・カスール。貴女に見てほしいのだ。見た上で意見を聞かせてほしいのだ」


「な、何を？」


　意外な申し出だった。


　この冷れい徹てつを絵に描かいた様ような少女──パシフィカの数百倍もの時間を『生き』続けている筈はずの〈終わりの魔獣〉が、彼女に一体何についての意見を求めるというのか。


「我われ々われの……真実を──」


　そう言ってゼフィリスが右手を振ふる。


　暗あん転てんする視し界かいと消失する靴くつ底ぞこの感覚。


　次の瞬しゆん間かん……パシフィカは底知れぬ深しん遠えんを秘ひめた暗い虚こ空くうに投げ出されていた。








「──とりあえず、現状で分かっている事は、その程度です」


　そう告つげながら……クリストファは少し後ろめたさを感じていた。


　彼のすぐ横──王おう城じようの広いテラスで、手すりに体重を預あずけるようにして立っている少年は、しかし満足した様子で頷うなずいた。


「ありがとう、クリス。できればその〈ジェイド・サーキット〉が彼女の遺い体たいを封ふう印いん……いや、埋まい葬そうした場所を知りたいんだけど。せめてお墓はかぐらい……墓ぼ碑ひはなくても……見ておく義ぎ務むが僕ぼくにはあると思うし」


「あ……はい、調べてみます」


　思わず『貴方あなたの妹いもうと君ぎみは今も生きています』と言いかけて、クリストファは思いとどまった。


　色々な意味でこの少年──フォルシスという王子に対して、クリストファは敬けい意いを払はらっている。だが、だからこそ、彼はこの優やさしい王子に全すべてを語る事はできなかった。


　彼の妹が今置かれている状じよう況きようは、あまりに過か酷こくだ。


　それを知ったら、どれだけフォルシスが苦く悩のうするか……クリストファには想像に難かたくない。故ゆえに彼は、〈廃はい棄き王女〉存ぞん命めいの件けんは伏ふせ、ただ彼が調べた過去の記き録ろくと証しよう言げんのみを彼に語っている。


　それがある種の彼に対する裏切りである事は、クリストファも自覚している。だから後ろめたいのだが……


「でも託たく宣せんの──」


「フォルシス様」


　低く抑おさえたクリストファの一声ですぐに察さつしたらしい。フォルシスは口からでかけていた言葉を切った。


　そして。


　テラスに面する廊ろう下かに、三つの人ひと影かげが滑すべり込んできた。


　両りよう端はしの二人は、腰こしに細さい剣けんを帯おびた若わか者ものだ。


　もっとも武ぶ装そうよりも金糸銀糸をふんだんに使った衣服の方が遥はるかに目立つ。戦う者の装よそおいにしては華か美びに過ぎると言えよう。剣とて鞘さやや柄つかには宝石が埋うめ込まれていて、実用品と言うよりは美術品や宝ほう飾しよく品ひんに近い。


　あれでは下へ手たに握にぎって斬きりつけると、自分の掌てを傷きずつけるだろう──と内心、クリストファは苦笑した。


　宮きゆう廷てい騎き士し〈アンヴァー・ナイツ〉である。


　その二人に挟はさまれるようにして歩いている、更さらにきらびやかな衣装の人物は──


「あ──」


　フォルシスが声を上げる。


「父さ……いえ、父上」


「…………」


　クリストファは王おう族ぞくに対する敬けい意いを示すべく、静かにその場に跪ひざまずいた。


　遠目には何度か見たことはあったが──このような距きよ離りでラインヴァンの国こく主しゆたるバルテリク・ラインヴァンと会った事はない。


「……何を、している」


　バルテリクは低い声で言った。


　恰かつ幅ぷくのいい人物だ。


　大おお柄がらで、肩かた幅はばは広く骨ほね太ぶとな印いん象しようがある。若い頃ころはさぞかしたくましい青年だったのだろう。少なくともその容よう姿しに関しては王に相応ふさわしく威い風ふう堂どう々どうたるものがある。


　またフォルシスと同じく鮮あざやかな色しき彩さいを秘ひめた金きん髪ぱつと碧へき眼がんも、この王の姿を上品に見せている。少なくとも『王らしい振ふる舞まい』をして違い和わ感かんが出てしまう様ような姿すがた形かたちではない。
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　ただ──


「…………」


　困こん惑わくの表情で沈ちん黙もくするフォルシスに、バルテリクはなおも重ねて言った。


「何をしていると、聞いているのだ」


　実の息むす子こにかける声に、暖あたたかみは微み塵じんもない。


　いや、それどころか──


「友人と、話を」


　フォルシスは絞しぼり出すような声で言った。


　クリストファが思わず横目で彼を見上げる。この王子がここまで怯おびえたような声を出すのを、彼は初めて聴きいた。


「……そちは、何者か。顔をあげよ」


「──は」


　クリストファは命令に従したがって、顔をあげる。


「バイラッハの養よう子しか……」


　そう呟つぶやき、しげしげとクリストファを眺ながめ……やがて、バルテリクは視し線せんを元に戻もどし、何事もなかったかのように廊ろう下かを進み始めた。


　騎き士し達がまるでその衣装の一部で有るかのように、離はなれることなく付き従う。


「……呆あきれてるだろう？」


　フォルシスが弱々しく笑った。


「僕と父さんはいつも、あんな感じだよ。気がついたら、母さん共とも々ども嫌きらわれてた」


「……いえ、嫌われていたというより……」


　あれは怯えの眼めだ。


　体格の良さや声、衣い装しようの華か美びさ、付き従える騎士達によって、かなり誤ご魔ま化かされてはいるが──クリストファの見る限り、あの一見鷹おう揚ようそうな印象の裏側には、ある種の怯えのようなものが見え隠かくれしていた。


　実の息むす子こに怯える父親。


　親子の情というものには疎うといクリストファではあったが、それが異い常じような関係である事位は想像が付く。


「嫌きらわれていないとしたら、何だと思う？」


「…………」


　思うに──バルテリクの眼には、やはりフォルシスを通してパシフィカの影かげが映っているのであろう。自分がその存在そのものから抹まつ殺さつを命じた我わが子の幻げん影えいが。


　子殺しの罪つみの意い識しきに怯え、また怯える自分に嫌けん悪おを覚おぼえ──しかし王として威い厳げんを衣装と態度で取り繕つくろっている。そして取り繕い切れぬ歪ゆがみが、息子への冷たい態度として出てくるのであろう。


　クリストファにはそのように見えた。


　小物だ。


　不ふ遜そんにもクリストファはそう思う。


　悪人ですらない。ただ──臆おく病びようなだけの、そしてそれを見み栄えで封ふうじ込めているだけの人物だ。


　クリストファを見る眼にしても、値ね踏ぶみするような色があった。したたかに相手の価か値ちを計はかろうというものではない。初めて出会う存在に、小動物が向ける警けい戒かいの瞳ひとみである。


　なるほど……あの父親ならば託たく宣せんに従って実の子を殺すかもしれない。


　哀あわれな人物だ。


　いつも心のどこかで、誰だれかが自分に害がい意いを抱いだいているのではないかと、警戒しているのであろう。だから、他人と意外なところで出会うと、落ち着かないのだ。


　玉ぎよく座ざにつくという事は、それほどまでに心しん労ろうと疑ぎ心しん暗あん鬼きを重ねるものなのか。それとも単に生まれながらにバルテリクがそういう人物であるのか。


　王族ならぬ身のクリストファには分からないが──


「場所を、変えようか」


　変に沈しずんでしまった気分を振ふり払はらおうとするかのように、フォルシスが言う。


　クリストファは無言で頷うなずいた。








　それが幻げん覚かくである事はすぐに分かった。


　底なしの深しん遠えん。完全なる虚きよ無む。


　その只ただ中なかに在あって……しかし彼女にははっきりとした不安感が湧わき出てはこない。


　視覚と聴覚に訴うつたえるものはあるのだが、皮ひ膚ふ感かん覚かくや匂においがすっぱりと欠けつ落らくしているのだ。普ふ段だん意い識しきする事は少ない感覚ではあるが、それが完全に切り落とされてしまった状態は、まるで夢ゆめのようにその情景から現実味を奪うばう。


（これは……現実の事じゃない）


　パシフィカはそう結論した。


「明めい察さつだ、パシフィカ・カスール」


　その隣となりに悠ゆう然ぜんと漂ただよいながら言ったのは……アーフィ・ゼフィリスである。


「これはあくまで記き録ろくを基もとに私が再さい構こう成せいした映像だ。つまり現実の記録でさえない。あくまで、かつてこういう事があった……と貴女あなたに語る際、分かりやすく見せるための幻影に過ぎない」


「えーと。よくわかんないけど。『口で言っても分かりにくいだろうから、絵入りで解説します』って事？」


「そう理解してもらっても構かまわない」


　身も蓋ふたもないたとえに、しかしアーフィは頷うなずいた。


「ここは、貴女達が『星空』と呼んでいる領りよう域いきだ。我われ々われは『宇宙空間』あるいは『真しん空くう間かん』と呼んでいたが──」


　さらさら流れるような口く調ちようで告つげるアーフィ・ゼフィリスを、しかし顔をしかめたパシフィカが止めた。


「……お願いだから、単語増ふやすのはやめて」


「……うむ」


　アーフィは再ふたたび頷いてから、遥はるかなその虚きよ無むの彼方かなたを指差した。


「かつて人じん類るいは、この星空の彼方にまで到とう達たつするだけの力を持っていた。貴女達から見れば奇き跡せきにも等ひとしい高度な技術力で、旧きゆう人類は己おのれを生み出した大地はおろか、その大地をも一部として内ない包ほうするこの無む辺へんの絶対空間を制し始めていた。


　だが……」


　虚こ空くうの中に光が生まれる。


　小さな光が、まるで群むれを成して飛ぶ蛍ほたるのように闇やみを舞まう。それはやがて──パシフィカ達の方へと近づいてきた。


「ある時、その人類の前に『敵てき』が現れたのだ」


「なにこれ？」


　大きさは分からない。側そばには大きさを比くらべる他ほかの物体もなく、それにそれらはひどく単純な形をしていたからだ。


　平べったい円えん盤ばん状じようの物体。中央部分が膨ふくらんではいるようだが、その表面はつるりとしていて、他にはっきりとした凹おう凸とつはない。


　ただ、半はん透とう明めいな白い外がい皮ひを通して見えるその内部には、何やら幾き何か学がく模も様ようのようなものが蠢うごめいており、刻こつ々こくとその形を変えていた。


　その物体が群れをなして──何千何万という集団で、虚無の世界を渡わたっている。まるでそういう模様であるかのように、整せい然ぜんたる隊たい列れつを組くみ、それはパシフィカの目の前を通り過ぎていった。


「あれが我々の『敵』だ。正せい確かくにはそのごく一部──その攻こう撃げき部ぶ隊たいの一つに過ぎないが」


　淡たん々たんとアーフィが語った。


　不意に──虚無の深さが微び妙みように変化する。


　場面が変わったのだとパシフィカは直ちよつ感かん的てきに悟さとった。


「…………!?」


　絶対的な虚無の中を、何かが物もの凄すごい速さで飛ひ翔しようしてくる。


　それも二つ。


　一つは……先ほどの円盤だ。はばたくでも泳ぐでもなく、しかしその円盤は自由自在に虚空を舞っている。一体どういう方法で動いているのかパシフィカには想像もつかない。そもそも前後左右の区別さえない代しろ物ものである。


　そしてもう一方。


　その詳しよう細さいははじめて見るが、鋭えい角かくと直線が形作る攻こう撃げき的な輪りん郭かくに、パシフィカは見み覚おぼえがあった。


「これは……」


「そうだ。我われ等ら〈竜機神〉本来の姿すがただ」


　アーフィの声が言う。


「正式には汎環境オール・邀撃戦用ラウンド・自由フリー・塑形フオーミング・兵器インターセプター──ＡＲＦＦＩ・モデル４改良型インプルーブド〈竜機神ドラグーン〉タイプ。形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよくを自じ己こ修しゆう復ふくや組そ織しき化かだけでなく攻撃にも転てん用ようできるようになった初めての兵器。まさに神なる力を手に入れた最強にして最終の兵器。故ゆえに我々は〈終わりの魔ま獣じゆう〉と呼ばれた。この永ながい戦いを終わらせるための切り札ふだたることを期待して」


　極きよく言げんを覚かく悟ごで言えば……それは翼つばさを持つ巨きよ大だいなトカゲだった。神しん話わに言うドラゴンそのままの姿だ。


　ただし神話と違ちがうのは、そのドラゴンの詳しよう細さい部ぶ分ぶんだった。


　鎧よろいのようなものが随ずい所しよで皮ひ膚ふと一体化しており、右手には長大な剣けんとも槍やりともつかない奇き妙みような武器を携たずさえている。


　背中から尾び部ぶに向けて生はえる六枚の薄うすく鋭するどい突とつ起きも、ある種の剣を思わせる形状をしていた。空を叩たたくための翼というよりも、空を裂さくためにあるかのような……まるで引き伸のばされた、鰭ひれのようである。


　そして……巌いわおから削けずりだしたかの様ようなそのいかつい頭部の真ん中で、紅あかい三つの眼めが燃もえるかの如ごとき光を放はなっている。


　神話の中の魔獣。


　だとすればこの魔獣と並行して飛んでいるものは……


「『敵てき』とは──即すなわち、神話の中で『神々』と呼ばれる何か、だ」


　アーフィは言った。


　それは何度も何度も虚こ空くうの中で〈竜機神ドラグーン〉と戦っていた。見ているパシフィカには熱も音も伝わってはこなかったが、激はげしく虹にじ色いろの閃せん光こうを応おう酬しゆうしあう円えん盤ばんと〈竜機神〉は、不ふ断だんに相そう対たい位い置ちを変え、攻こう守しゆの役割を入れ替かえながら、虚空を舞まい狂くるった。


　そして。


〈竜機神〉の武器から放たれた閃せん光こうが、円盤を切り裂さく。


　円盤は、切断面から光の粉を散らしながら激しく回かい転てんし、そして消しよう滅めつした。


「この『神々』──我われ々われの言葉では異種知性体Ｈ　Ｉと呼んでいたが──彼かれ等らが何を思って人じん類るいの敵となったのかは分からない。理由があるのかないのか、それも分からない。ただ、両者の力は長く拮きつ抗こうし……長々と続く戦争のために、人類社会は疲ひ弊へいしていった」


　虚空の情景が切り替わる。


「今見せたのは……戦争開始から約百十七年後の戦せん闘とう記き録ろくを基に再さい現げんした映像だ。戦争末期、我等〈竜機神〉の量りよう産さん型がた二百体が戦線に参加した──しかし」


　再び映像が切り替わる。


　同様の深しん遠えん。同様の虚無。


　一いつ瞬しゆん、全すべての感覚が断だん絶ぜつしていなければ、パシフィカには切り替わった事も認にん識しきできなかったかもしれない。何ど処こまで行ってもそれは同じ──空くう虚きよだった。


　その果てしなく暗い空に、何か鋭するどい光が走っては、消える。


　幾いくつも幾つも──


「我々〈竜機神〉の制せい御ぎよ用よう人じん工こう知ち能のうには設計上の欠けつ陥かんがあった。あまりにも膨ぼう大だいな力を統とう合ごう制御するために、我々の人工知能プログラムは複ふく雑ざつ化か・高度化が進み、最も早はや人間の手では総そう合ごう的てきな把は握あくすら困こん難なんになってきていた。


　故ゆえに、我々の人工知能プログラムには、開発中期から成長学習機能が与あたえられ、その戦せん闘とう能のう力りよくを最も効こう率りつ的に生かせるよう、人工知能プログラムを我々自身が改かい良りよう記き述じゆつできるようになっていった。だが──」


　光の先せん端たん。


　そこに居るのは──共に〈竜機神ドラグーン〉だった。


　共に肩を並ならべて人類の敵に抗こうする筈はずの〈竜機神〉同士が戦っているのだ。


「多くの〈竜機神〉は、与えられた力の大きさに耐たえ切れず、自じ己こ改良の途と中ちゆうで異い常じようをきたしていった。


　人間でいえば……成長の途中、人格形成期に、身に過ぎた力を与えられて、その重荷に耐え切れず、狂くるってしまったようなものだな。


　二百体用意された量りよう産さん型がたの内、何とか人工知能の崩ほう壊かいを免まぬがれた二十六体は、各種改良処置の後、それぞれアルファベットによる正式番号が付ふされ、再さい配はい備びされたが……攻こう撃げき機き能のうに関しては、万一の場合に備そなえて厳げん重じゆうな封印プロテクトがかけられることになった。対人使用の禁止、そして御ぎよ者しやたる〈竜騎士Ｄナイト〉の許可なくしては、自己防ぼう衛えいを除のぞく戦闘用プログラムの九割を稼か動どうさせることができないように」


「…………」


　パシフィカは無言。


　アーフィ・ゼフィリスは、紫むらさきの冷たい瞳ひとみを〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉に向けて……言った。


「──寝ねるな」


「……ふえ？　あ。ごめん聞いてる聞いてる」


　曖あい昧まいに笑いながら、ぺしぺしとパシフィカは自分の頰ほおを叩たたいて見せた。


「結局──我々は欠けつ陥かん兵へい器きとして局きよく地ち戦せんに投入され、主しゆ星せいを守るための戦力としては、我々の改良型たる完かん全ぜん自じ律りつ稼か働どうのＭ５……〈戦天使ヴアルキリイ〉タイプが投入された。このタイプは二体一組で一つの戦せん術じゆつ単たん位いを構こう成せいし、我々に比くらべると汎はん用よう性せいが低下している。


　だがその代わりに一体ごとの制せい御ぎよシステムは大おお幅はばな簡かん略りやく化かが行われ、また既き存そんの人格を──つまりは本物の人間の人格を転てん写しやして使っている。だが、これがこのタイプの弱点とも言えた」


　再ふたたび光景が変わる。


　そこに存在したのは──


「……〈秩序守護者ピースメイカー〉!?」


　暗黒の空間で群むれを成して飛ぶ人ひと型がた。


　その背にはいずれも数枚の翼つばさを備そなえ、鎧よろいとも肌はだともつかない表面は、星々の輝かがやきを受けて神こう々ごうしくきらめいていた。


　詳しよう細さいは異ことなるが──間ま違ちがいない。ホウランドで見た〈秩序守護者ピースメイカー〉ガリルの本性と同じ系けい統とうの存在だ。


「えーと。つまり……どういうこと？」


「もともと〈秩序守護者〉とは我われ々われと同じ側に属ぞくしていた、しかも同じ流れを汲くんだ兵器システムだということだ」


「え？　でも──」


「だがＭ５──いや、〈秩序守護者〉と呼ぶべきか──は、制せい御ぎよシステムに実際の人間の人格を転写して使用していたために、我々〈竜機神ドラグーン〉タイプに比べて、プログラム構造上、自じ己こ防ぼう衛えいが徹てつ底ていできず──対たい侵しん入にゆう防ぼう壁へきや対論ろん理り攻こう撃げき機き能のうが弱かった。このため、敵てき側がわに鹵ろ獲かくされ、『洗せん脳のう』を受けてしまったのだ」


「えーと」


　自分の額ひたいに人差し指を当てて考え込む、パシフィカ。


「……単純な性格をしていたから、あっさり敵の口くち車ぐるまに乗って寝ね返がえったのだ」


「なるほど」


　パシフィカは頷うなずいた。


「こうして、我々は──敗はい北ぼくを喫きつした。ただでさえ戦力的には苦戦を強しいられていた人類側だが、切り札ふだとして開発し、主しゆ星せいの防ぼう衛えいを任まかされていた〈戦天使ヴアルキリイ〉に裏切られては、もうどうしようもない。結局──」


　そこから先はセーネスの話と大たい差さなかった。


　人類の大半はある閉へい鎖さ世せ界かいに閉とじこめられ、外側に残された反はん抗こう勢せい力りよくが、何とか〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉や〈守護者ガーデイアン〉の因いん子しと、残された最後の切り札である〈竜機神〉を閉鎖世界の中に送り込んだのだ。


　だが──


　再び場面が切り替かわる。


　そこは──不ふ思し議ぎな世界だった。


　虹にじ色いろに光る空間。広いのか狭せまいのかも分からない場所。どこにでもありそうで──恐おそらくはどこにもないところ。


　そこに彼かれ等らは居た。


　巨きよ大だいな──本来の姿すがたをした〈竜機神〉。


　その掌てのひらの上で……まるで水中のように悠ゆう然ぜんと漂ただよっている二つの人ひと影かげ。


　それは一つはパシフィカの見み慣なれたアーフィ・ゼフィリスの姿すがたであり、もう一つは……長ちよう身しん瘦そう軀くの青年だった。


　黒くろ髪かみと黒こく瞳どうをしたその青年は、柔やわらかな微び笑しようを浮うかべてアーフィを見上げていた。


　どことなく……どこがと問われれば具ぐ体たい的てきには答えられないのだが、その青年にはシャノンと似に通かよった面おも影かげがある。


『ゼフィ……済すまないが、私はここまでだ』


　青年は弱々しく言う。


　彼に手を伸のばそうとするゼフィリスに──しかし青年はゆっくりと首を振ふった。


『無理だよ……もう短時間に二度も形けい相そう干かん渉しようによる修しゆう復ふくを行っている。『私』という情報の劣れつ化かが激はげしい。三度目は無理だろう……界かい面めん形けい成せいしきれずに、分解する……』


『でも……』


　そう言うゼフィリスの表情を見てパシフィカは驚おどろいた。


　彼女の表情は──まるでその姿通りの、幼おさない子供のものだった。今にも泣き出しそうな少女のものだった。パシフィカがこれまで見てきた、仮か面めんのような無表情とは、全く違ちがう。一いつ瞬しゆん、別人かと思ったほどだ。


　だがこれは──これもゼフィリスだ。


　直ちよつ感かん的にそう思う。


『でも、でも！』


『よく今まで尽つくしてくれた……ありがとう。そして済すまない……』


『嫌いやです！　私は──貴方あなたが受け入れてくれたから存在できました！　貴方が私を恐おそれずにいてくれたから、貴方が私に存在する理由を与あたえてくれたから、他ほかの……多くの姉達のように、壊こわれてしまわずに済みました！　貴方を今失ったら──私は……』


　駄だ々だをこねる子供のように、喚わめくゼフィリス。初めてパシフィカが見る〈終わりの魔ま獣じゆう〉の感情の迸ほとばしりは、ひどく純じゆん粋すいでひたむきで──それだけに、哀かなしい。


　けれど。


　それはもう──死を間ま近ぢかに迎むかえた彼女の主あるじには届とどいていなかったのかもしれない。青年はまるで夢ゆめ見みる者のように、焦しよう点てんを定さだめない眼めを虚きよ無むに据すえながら、呟つぶやくように言った。


『ゼフィ。おまえには辛つらい運命を与えることになるが……お願いだ。私にはもう手がない。お前は生き残れ。生き残って……我々の遥はるかな未来の子供たちに、お前の力を貸してやってくれ……』


『我が主マイ・ロード！』


　ゼフィリスが伸ばした手の先で──青年は崩ほう壊かいした。


　虹にじ色いろの光をこぼしながら、塵ちりよりも細こまかな粒りゆう子しとなって青年の姿すがたが崩くずれてゆく。一人の人間が死んだとは思えないほどにその光景はあっけなく──美しくすらあった。


　そして。


　轟ごう──……!!


　巨きよ大だいな〈竜機神ドラグーン〉が咆ほう哮こうする。


　その神の如ごとき巨きよ体たいをよじり、行き場のない力に煩はん悶もんするかのように、〈終わりの魔獣〉──人類史上最強の兵器は吼ほえていた。


　その叫さけびは〈竜機神〉を包つつむその世界をも揺ゆるがし、激はげしい電光と轟ごう音おんを巻き起こす。〈竜機神〉の哀かなしみが、その世界を砕くだくかと思えた程に──それは激しく、そして長なが々ながと尾おを引いた。


　だがそれとは対照的に、掌の上のゼフィリスは静かだった。泣かず、喚わめかず──それは本体に任まかせてしまったとでも言うように──彼女はただ、無表情に虚きよ無むを見み据すえていた。


　一瞬前まで、その青年が確たしかに存在していた虚うつろを。


「そうして──」


　無表情にかつての自分を……膝ひざを抱かかえてうずくまる記き録ろくの中の自分を眺ながめながら、今現在のアーフィ・ゼフィリスは言った。


「私は、待った。亡なき主あるじの命令に従したがい、私が力を貸すべき者達が現れるのを。ただ──主が……あの人が望のぞんだから。あの人が最後に望んだことだから。私はそれを実行せずにはおれなかった」


「アーフィ……」


「だが……私は今、迷まよっている」


　パシフィカに向き直って、アーフィ・ゼフィリスは言う。


「私は──はっきり言って、お前たちのことは『駒こま』であり、『道具』だと考えていた。シャノンのことにしても──あくまであの人がいない今、あくまで代だい替たいの──自分の使命を遂すい行こうするために必要な『部品』でしかなかった。だが……私は──」


　アーフィ・ゼフィリスが言葉を淀よどませる。


　そこにははっきりと、逡しゆん巡じゆんがあった。


「私は……どうすればいいのだろう？　お前たちは私を恐おそれない。特にお前は──あの人と同じ事を私に言ってくれた」


「──え？」


　パシフィカは瞬まばたきした。


　自分は──何かそんな特別なことを言っただろうか。どうにも自覚がない。


「覚おぼえていないのか。刃は物ものの……話だ」


「えーと。ああ、あの館やかたで──」


『味方の力は大きかったら頼たのもしくは思うけど。怖こわがる必要なんて、どこにあるのよ？』


　かつてそうパシフィカは言った。


　彼女にとってはごくごく当然の事を言ったつもりだったのだが──


「アーフィ……」


　この、強大すぎる力を持った魔ま物ものも、強大すぎるが故ゆえにこそ、自分の存在に悩なやむことがあるのだろう。自分は本当に存在を肯こう定ていされるべき者であるのか……と。


「私は……お前達の望みを無む視しすることができない。それは……何の論ろん理り的てき根こん拠きよもないのだが──あの人をも裏切る事になるような気がするのだ」


　そう言って、アーフィ・ゼフィリスは……その紫むらさきの瞳ひとみでパシフィカの眼めを覗のぞき込む。


「私は兵器だ。私だけの判断で動いてはならない。私の力はあまりに大きく、そして危き険けんだ。私の力は容易たやすく大量の生命を奪うばい、大量の滅ほろびをばら撒まく。


　だから──私は何一つ自分で決めてこなかった。決める権けん限げんもなかった。ずっと──あの人に決めてもらっていた。それが当然だと思っていたし、あの人の言葉に従したがうのは、私にとって喜びだった。


　だが──今もう、あの人はいない。


　私は迷っている、だが──私には御ぎよ者しやがいない。シャノンも──私のことをもう、信じてはくれないだろう。


　だから……私は貴女あなたに尋たずねたい。


　教えてくれ。〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉、いや、パシフィカ・カスール。私はどうすればいい？」


「い、いきなりそんな事を言われても……」


　うろたえるパシフィカを──だが〈終わりの魔ま獣じゆう〉は静かに、ひたむきな瞳で、見み据すえ続けていた。








〈泥人マツドマン〉との戦いは、全くといっていい程に決着がつかなかった。


　そもそも武器の間ま合あいが違ちがうので、迂う闊かつに相手の懐ふところに飛び込めない。シャノンはただひたすら防戦一方だ。


　しかも──


〈泥人〉の向こうに見えるパシフィカの死体は、今もなおはっきりとした存在感を伴ともなってシャノンの視し界かいに映うつっている。


　あれは偽にせ者ものか、幻まぼろしだ──そうは思う。自分に言い聞かせている。


　だが、見み慣なれた妹いもうとと全く見分けのつかない姿すがたの骸むくろが、そこに転ころがっている様さまは──そしてそこに駆かけ寄よってその安あん否ぴと真しん偽ぎを確たしかめられない状態は、彼の神経を著いちじるしくすり減へらしていた。


（くそ──）


　ふと彼の脳のう裏りに一人の男の姿が過ぎる。


　邪じや剣けん使つかいの殺し屋。


　自分の全すべてを賭かけて守ろうとした娘むすめの死を受け入れられず……そうして、最後には自分の手でその娘を『殺して』しまった事により、完全に壊こわれて自じ害がいした男。


『まだやるのか？　なんのために？　あんたの娘は死んでるぞ』


　そうあの男に告つげたのはシャノン自身だ。


　だが──


『──あんたの妹は死んでるぞ』


　頭の中で誰だれかがそう断じる。


　それはシャノン自身でもあり……かつて闘たたかったその殺し屋でもあった。


（違ちがう、黙だまれ──）


『何度でも言ってやる。貴き様さまの妹は、死んでいる。今いま更さら何をしても無む駄だだ。無意味だ』


（あれは偽者だ、本物のパシフィカは──）


『分からないのか？　貴様は自分に自じ己こ暗あん示じをかけているだけだ。自分が妹を殺したという現実を認めたくないだけだ』


（違う、違う──）


『よしんばあれが偽者だったとしても。あれが現実の光景として現あらわれないと何な故ぜ断だん言げんできる？　貴様は非ひ力りきだ。たかが一人の人間だ。全ぜん知ちでもなければ全ぜん能のうでもない。出来ることには限かぎりがある。だから、貴様は妹を守りきる事ができないかもしれないではないか。建たて前まえや格かつ好こうを気にしていては、妹を守りきることなぞできないぞ。


　さあ。もう一度よく見ろ。貴様が何をしたか。それは確かに幻げん影えいかもしれない。だが貴様の自じ己こ満まん足ぞくが、妹を殺すかも知れないのだぞ？　格好を付けて、博はく愛あいを気き取どって──そうして貴様は最愛の者を喪うしなうのだ』


（黙れ！）


『見ず知らずの人間の命がそんなに大たい切せつか？　妹を死の危険にさらしてまで、会ったこともない人間を守らねばならないのか？　事じ故こで、病気で、犯はん罪ざいで、寿じゆ命みようで、今この瞬しゆん間かんにも世界中で人間が死んでいるぞ。そのことはいいのか？　自分には関係ないから悲しくないのか？　本当にそれは関係のないことか？　同じこの世界に住む、同じ人間であるのに？　貴様は単に自分の見える範はん囲いでだけ──』


「だまれっ!!」


　シャノンは叫さけんで短刀を振ふる。追いつめられた激げき情じようが、彼に爆ばく発はつ的てきな力を与えていた。


　横よこ殴なぐりの一いち撃げき。


　そして。


〈泥人マツドマン〉はその一撃を『眼め』に受けて、倒たおれた。


　痙けい攣れんするようにその姿すがたは震ふるえ、そして──


「──え？」


　シャノンは呆ほうけたような声を漏もらす。


　パシフィカ。


　地に這はうその姿は──彼の妹いもうとのものになっていた。肩から脇わきの下にかけてを切り裂さかれ、まっぷたつになって。


「え？　え？」


　困こん惑わくするシャノン。


　遠くに眼をやると──そこには彼の刀が突つき刺ささって倒れている〈泥人〉の姿があった。


　そう。


　確たしかにあのパシフィカは偽にせ者ものだった。


　では──これは？


　この生なま々なましい手て応ごたえ。柄つかを通とおして覚おぼえた、肉を斬きり骨を断たつ感かん触しよく。これは──これも幻げん覚かくか？


　この目の前に倒れているパシフィカは、本当に偽者か？


「パシフィカ……パシフィカ!?」


　まっぷたつの遺い体たい。


　それを前に彼は立ちつくす。あまりにも綺き麗れいに切せつ断だんされたその身体からだを、シャノンは思わず駆かけ寄ってくっつけたい衝しよう動どうに駆かられた。そうすればパシフィカが生き返って、過あやまちが帳ちよう消けしになってくれるのではないか──そんな気さえした。


　だが──


『無む駄だだよ──』


　そんなシャノンを、どこかで誰だれかが──あるいはそれはあの〈罪人コンヴイクト〉という名の殺し屋だったかもしれない──が冷れい笑しようするような気け配はいがあった。








「──なんだ、これは」


　セーネスが呆あきれたような声で言う。


「効こう果か的てきと判断されているのでしょう」


　セーネスと並ならんで立ちながら、ラクウェルが落ち着いた声で応こたえる。


　彼女らは今、通路の真ん中に立っている。


　歩あゆみを止めているのは、無論シャノン達とはぐれた事もあるが……彼女らの目の前に、一人の人物が立ち塞ふさがっているからだ。


　いや。人間ではあるまい。


　彼女の前に立っているのは──亡なき父・ユーマの姿すがたを模もした何かだった。


「強きよう制せい保ほ安あん処しよ置ちを実行します」


　ユーマの幻げん影えいを保ほ持じしたまま、その何かは悠ゆう然ぜんと前に歩き出す。腰こしに吊つられていた刀が音もなく鞘さやから解かい放ほうされ、その切っ先がラクウェルに向けられた。


　だが──


「肉親や極きわめて親しい人物──それも死人に『これ以上進むな』と言われれば、躊躇ためらうのが普ふ通つうの人間ですし。ましてや闘たたかうとなると、余よ計けいに困こん惑わくします。ですが──」


　ラクウェルはいつもののんびりした表情のまま、右手を伸のばすと──静かに唱となえた。


「神槍グングニルよ・貫つらぬけ」


　異い音おん──


　収しゆう束そくした衝しよう撃げき波はが抉えぐり込むようにユーマに……ユーマの姿を借りた何かに命中し、それを後方に吹ふっ飛ばす。


　どさりと音をたてて床ゆかに転ころがったその身体は……上半身が大きくえぐり取られていた。


　これが本来の〈神槍〉の効果である。その気になれば一いち撃げき必ひつ殺さつ。今までラクウェルが人死にを出してこなかったのは、ひとえに彼女の絶ぜつ妙みような出力調整の賜たま物ものである。


「……ふふん」


　セーネスがにやりと笑う。


「思い切りがいいな」


「父は死にました」


　ラクウェルは平然と言う。彼女の美しい顔には、父の姿をしたものを破は壊かいした動どう揺ようなど、微み塵じんもない。冷れい酷こく非ひ情じようと断だんじられても仕方ない様ような落ち着きぶりである。


　ただ……


「冷つめたくなった亡なき骸がらを綺き麗れいに拭ふいたのは私、火か葬そうの壇だんに火をつけたのも私。今いま更さら、このような幻げん影えいで惑まどわされるような、曖あい昧まいな想おもい出ではありません」


　小こ賢ざかしいとでも断じるかの様にラクウェルはそう言った。


　あるいは──彼女は父の姿すがたをしたものを自分に攻こう撃げきさせた何者かに静かな怒いかりを覚おぼえているのかもしれない。


　見れば──上半身を大きく抉えぐられて倒たおれているのは、〈泥人マツドマン〉の一種らしかった。手に鋼こう鉄てつ製せいの棍こんのようなものを持っている。


「……急いだ方がいいでしょうね」


　少し身をかがめてその〈泥人〉の様子を観察してから──ラクウェルは言った。


「どうにもアーフィ達の対たい応おうが気になります。彼女らは私達が手動で再さい接せつ続ぞくする可能性を、考こう慮りよしなかったのでしょうか？」


「……何かある、と？」


「そもそも法律や規則というものは、論理的な整せい合ごう性せいと統とう一いつ性せいを持たねばならないという宿命上、必ず抜ぬけ道があるものです。彼女らの『人間に危き害がいを加えられない』という大前提はともかく、私達の行動に何ら干かん渉しようできないと考えるのは早そう計けいかと。まして……ナタリイは今、本当に〈竜機神ドラグーン〉ですか？」


「そうか……可能性としては、あり得えるな」


　眉まゆをひそめてセーネスは頷うなずく。


「この幻影を見ても分かるとおり、ここの防ぼう御ぎよ施し設せつは我われ々われの精神にも干かん渉しようできます。となれば……」


「──洗せん脳のう、か」


「それも私とセーネスさんが残された事を考えると……やはり彼かれ等らが今一番問題にしているのは、〈竜騎士Ｄナイト〉であるシャノンと〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉のパシフィカです。彼等を洗脳してしまえば、後はどうとでもなります」


「凡ぼん人じんは後回しか。舐なめられたもんだな」


「ええ」


　ラクウェルは柔やわらかく微笑ほほえんだ。


　ひたすら穏おん和わでおっとりとしたその笑顔が──何な故ぜか不ふ敵てきに舌したなめずりする獣けもののそれのように、セーネスには見えた。


「ですから──凡人は凡人なりに、とりあえず自己主張しておきましょう」




　第四章　死の合わせ鏡







　目の前に一人の少女が転ころがっている。


　見事な斬きり口をさらして、転がっている遺い骸がい。肩から脇わきの下へと切り裂さかれ、それは人間ではなく最も早はや、物ぶつ体たいとなって転がっていた。


　微かすかに──本当に微かにではあるが──震ふるえる手が少女の頰ほおに触ふれる。


　そこには体たい温おんがあった。


　たった今まで現実に存在して生命活動をしていたと主張するかの如ごとく、ほんのりとした暖あたたかみが残っていた。


「……悪あく趣しゆ味みな事を」


　シャノンはつぶやく。つぶやきながら──


（これは偽にせ者ものだ）


　──そう自分に言い聞かせる。


　触しよつ覚かくや体温まで設せつ定ていされた幻げん覚かくか、あるいは精せい巧こう無む比ひに造つくられた複ふく製せい品ひんか。十分にありうる話だ。シャノン自身、ゼフィリスの力を使って、寸すん分ぶんの狂くるいもないパシフィカの偽者を造った事がある。ここは魔ま族ぞくの領りよう域いきだ。どんな事でも起こり得る。


　だが……死体は消えない。


　物体としてそこに存在し続け、シャノンの神経を逆さか撫なでする。


『おまえが殺した』


　どこかで誰だれかが笑っていた。


　シャノンの事を嘲あざ笑わらっていた。笑いながら繰くり返していた。


『おまえが殺した』


『おまえが殺した』


『おまえが殺した』


『おまえが殺した』


　────


　声が幾いく重えにも反はん響きようして脳のう裏りに響ひびく。


『……その覚かく悟ごはあったはずだな？』


「うるさい、黙だまれ」


『そうだ。おまえは妹いもうとを殺す覚悟があった。その証しよう拠こにおまえは自分で思っているほど動どう揺ようしていない。まだ正しよう気きだぞ。落ち着いたものだ。これは偽にせ者ものだと思っているからか？　本物でないと思っているから、動揺しないのか？　違ちがうな。おまえが動揺しないのは、おまえにとってパシフィカとは、さして重要な存在ではないからだ。殺してもいいような存在なのだ。だからおまえは妹を殺す覚悟ができたのだ。殺意を持つことができたのだ』


「黙れ……」


　シャノンは唸うなるように言う。


　だが声は容よう赦しやない口く調ちようで続けた。


『おまえの心は操そう作さされたものだ。おまえの妹に対する気持ちも、本物ではない。本当に大事な人間を、自分の手で殺せるのか？　殺せるものなのか？　殺意を持てるのか？　おまえは本当に妹の事を大事に思っていたか？


　本当に大事なら、何もかもを放ほうり出してでも──世界中の人間を皆みな殺ごろしにしてでも守ればいい。それをしないのは、妹はおまえにとって、大たい義ぎ名めい分ぶん以上の存在ではないという事ではないか。その程度の存在なのだ。だから殺せた。だから彼女が死んでもおまえは狂くるわないのだ。泣かないのだ。違うか？』


「違う、これは──」


　嚙かみ締しめた歯の間から漏もれ落ちる声。


　だがそれはひどく弱々しく、そして震ふるえていた。


「──これは本当の事じゃない」


『幻げん覚かく？　偽にせ者もの？　そうかもしれない。だが現実とどう違う？』


　声は……むしろ哀あわれむかのように言った。


「──シャノン兄にい！」


　振ふり返った彼は、通路の奥おくから駆かけてくる少女の姿すがたを……妹のパシフィカの姿を見た。


　反はん射しや的てきに安あん堵どの気持ちが沸わき上がってくる。


（ほらみろ、やはりこっちは幻覚──）


「シャノン兄──……」


　不ふ意いに。


　彼女の胸が──その中心が異い様ような盛もり上がりを見せる。次の瞬しゆん間かん、衣服を突つき破って出てきたのは、刃は物ものの切っ先であった。


「な……!?」


　ずぶずぶと刃物は彼女を串くし刺ざしにしたまま伸のびていき、それは長大な一本の剣けんとなった。


「パ……パシフィカ!?」


　その剣は大きく旋せん回かいして彼女の身体からだを振り飛ばす。剣から抜ぬけたパシフィカの身体は、虚うつろな表情を顔に張はり付けたまま、床ゆかを滑すべってきてシャノンの爪つま先さきに当たった。


「……馬ば鹿かな」


　シャノンは明らかに息いき絶たえているパシフィカを見つめ──そして視し線せんを通路の奥、長い剣の持ち手へと移した。


　長ちよう騎き剣けんを持つ少年騎士。


「レオポルド……？」


「シャノン兄！」


　別の方向からまたパシフィカの声がする。


　混こん乱らんしながらも反射的に振り返るシャノン。


　彼の黒い瞳ひとみが捉とらえたのは、やはりこちらに駆けてくるパシフィカの姿であった。


　そして──彼女の首に太い腕うでが巻かれる。


　瞬しゆん間かん的てきに極きわまったその腕の締しめは、彼女の呼こ吸きゆうを止めた。


　目め玉だまも舌したも、顔面から飛び出しそうなほどに露ろ出しゆつさせたパシフィカが、かひ、かひ、と喘あえぐ。息が詰つまると同時に頸けい動どう脈みやくを圧あつ迫ぱくされて血流の流れも阻そ害がいされているのだろう。彼女の顔色は、瞬またたく間に青黒く変色していった。


　しかも腕は更さらに締まっていき……更には駄だ目め押おしのように鈍にぶい音をたてる。


　だらんと──パシフィカの首が必要以上に長々と垂たれた。


「パシフィカっ!?」


　呼びかけても答えない。彼女は完全に死んでいた。


　そして──彼女の首をへし折ったその腕は、見覚えのある巨きよ漢かんにつながっている。シャノンは唸うなるような声でその男の名を呼んだ。


「ベルケンス……！」


　更に──


「シャノン兄！」


　声がする。


　振り返る。


　そして──


「シャノン兄！」


「シャノン兄！」


「シャノン兄！」


　────


　人ひと影かげは次々と現れては、同じ数だけのパシフィカを殺していった。


　リタ婆ばあさんが殺した。


　サフィールが殺した。


　ウイニアが殺した。


　ニケが殺した。


　エルフィティーネが殺した。


　キダーフが殺した。


　デュメテアが……


「やめろ……」


　幻まぼろしだ。分かっている。現実の事ではない。


　だが──あまりにも現実味を伴ともなったその光景は、ひどく苦にがく、痛い感情をシャノンの精神に生じさせていた。


　無論、一度や二度、そんな光景を見せられても、さしたる効果はなかったろう。幻げん影えいの一つや二つで弱るほど、シャノンの精神は脆ぜい弱じやくでもなければ純じゆん粋すいでもない。


　だが──


「やめろ……」


　パシフィカの死体が増ふえて行く。


　虚うつろな死し相そうを、あるいは凄せい惨さんに歪ゆがんだ死相を浮うかべた妹いもうとの骸むくろが、幾いくつも幾つも通路に散さん乱らんし、シャノンを囲かこむ。


　偶ぐう然ぜんかあるいは意い図とされたものか……それらの死体の蒼あおい眼めは、全すべてシャノンを恨うらめしそうに見つめていた。


『どうして護まもってくれなかったの？』と。


　力の全てを費ついやして守ると誓ちかった妹。


　最愛の家族。


　その──死体。


「やめろ、やめろやめろ、やめろっ！」


　シャノンが叫さけぶ。


　だが死体は増えて行く。増えて折り重なり、そして虚うつろな瞳ひとみが増えて行く。


　無数の蒼い眼。


　妹の死相。


　それがシャノンを囲んで行く。


　次第に自分の声が悲ひ鳴めいに近くなってゆくのをシャノンは心の何ど処こかで自じ覚かくしていた。


　そして。


　ぶつん──と異い様ような音をたててパシフィカの首が宙ちゆうに舞まう。もう何人目のパシフィカなのか、シャノンにもわからなくなっていたが。


　長柄戦斧ハルヴアードが悠ゆう然ぜんと旋せん回かいする。


　倒たおれる胴どう体たい。その向こうに立ってシャノンに冷笑を向けているのは……


「……っ!!」


　我が慢まんの限界だった。


　声にならない音を喉のどの奥おくから漏もらしながら、シャノンはその長柄戦斧の人ひと影かげに向かって飛び掛かかっていた。


　技わざも何もない、ただの体当たりで相手を突つき倒たおし、そしてその上にのしかかる。だが特とく務む戦せん技ぎ兵へいの少年は、表情を歪ゆがめてのしかかるシャノンを、冷静に見み据すえて笑った。


『だから言ったでしょう』


　シャノンは構かまわず、少年の美しい顔を殴なぐった。渾こん身しんの力でクリストファ・アーマライトの顔を殴った。


　一度、二度、三度──


　骨ほねと骨とがぶつかる鈍にぶい音と共に、拳こぶしがクリストファの頰ほおに食い込む。鎧よろいの尖とがった拳はただ一いち撃げきで少年の顔を見るも無む惨ざんに破は壊かいし、血みどろにした。


　だがそれでもシャノンは止めずに拳をふるい続ける。クリストファの顔の冷笑が消えない。顔を潰つぶしても潰しても、シャノンを嘲あざ笑わらうその表情が消えないのだ。


　拳から伝わってくる鼓こ動どうも体たい温おんも息い吹ぶきも、本物だった。少なくともシャノンには本物に思えた。だがそれを意い識しきしつつ彼はクリストファの顔を殴り続けた。


『人を一人守りきろうと思ったら──』


　最も早はやそれが顔面だとは分からぬ程に破壊されながら──しかしクリストファは口の端はしから血の泡あわを飛ばして言った。


『人を一人殺す覚かく悟ごもいるんだよ……』


「黙だまれっ……！」


　どこかで身体と心が分ぶん離りし始めているのを彼は自覚していた。ただ自覚していただけであったが。


　シャノンは殴り続ける。どう考えても最初の数撃でクリストファは死んでいる。硬こう革かく鎧よろい〈ブリガルド〉の拳は、元々凶きよう器きとして設せつ計けいされている代しろ物ものだ。使い手が用いれば一撃で相手を絶ぜつ命めいさせる。


　だがそんな事はお構かまいなしにシャノンの拳けん打だは少年の顔に叩たたき込まれ続けた。


『──そうさ』


　しかしクリストファは醜みにくく変形した死者の顔で、笑いながら言った。


『それで、いいのさ……』








　暗い暗い虚きよ無むの中に漂ただよいながら、パシフィカは困こん惑わくの表情で目の前の〈終わりの魔ま獣じゆう〉を見つめていた。


「一つ聞いていい？」


「……なんだ？」


　アーフィが静かな瞳ひとみで見返しながら言う。


「その……アーフィ達のしようとしていた事は分かるんだけども……」


　パシフィカは言葉に詰つまる。いや……詰まっているというよりも、それは言葉を慎しん重ちように選んでいるだけだったのであろう。


「……それって結局、私達にとっては何の意味があるの？」


「…………」


　アーフィ・ゼフィリスは無言。


　それをどう受け止めたか、パシフィカは呟つぶやくように言葉をつなげた。


「私達は別に、この世界でも良かったんだもの。この、私達が知っている限りの世界で、普ふ通つうに生きて、普通に死んでいければ、それでよかったの。


　たぶん、誰だれだってそう思う。


　私は……私は、ごく普通に生まれて、ごく普通に生きていきたかった。毎日家の仕事を手伝って、いつか大人おとなになって、誰かと結けつ婚こんして、今度は旦だん那なさんの仕事を手伝って、家事をして、子供を生んで、いつか気がついたら……引いん退たいして、孫まごとかに囲まれてて……それでよかったのに。それだけでよかったのに。


　知らないでいられたら……誰も不幸じゃなかったと思う。『封ふうじられた』『閉とざされた』って言っても……世界の果てなんて、どうせ一生見ることはなかっただろうし、会ったこともない人達の『悲ひ願がん』とか言われても……五千年も……そんな途と方ほうもない昔むかしの人の事を持ち出されても……訳わけわかんないよ……」


「……そうだな」


　アーフィ・ゼフィリスは小さくうなずいた。


　この世界で生まれて、この世界で育った人間に、五千年前の世界の在あり方を説といても詮せん無ない事であろう。パシフィカ達にとっては、この封棄世界ダストヴインという籠かごの中こそが世界の全てであったはずだ。


　そんな彼女等が、ある日突とつ然ぜん『この世界は間ま違ちがっている』と言われても困こん惑わくするだけだろう。ましてその主張の為ために、自分が今まで思い描えがいてきた生活を奪うばわれたとなれば……


「確たしかに……全すべて我われ々われの自じ己こ満まん足ぞくだ。我々の口こう上じようはテロリストのそれと大差ない」


　理想が、現実よりも重いのであれば……それが如い何かなる手段をも正当化するだけの価値あるものであるならば、この世に思し想そう犯はん罪ざいは存在し得えない。


　ささやかな日々の営いとなみ。


　ささやかな人々の望のぞみ。


　そういったものに価か値ちを認みとめず、理想を押おし付けて変へん革かくを強制する──それゆえにこそテロリズムは忌いみ嫌きらわれる。


　アーフィ達のしようとしている事は、まさしくこの世界に対する破壊活動テロリズムだ。


「アーフィが、あの人の……前のご主人様？……あの人の願いを実現したいのは、分かるよ。よく分かるよ。でも……」


「……すまない」


　分かっていたと思う。


　割り切っていたと思う。


　だがそれでもアーフィ・ゼフィリスはどこかで思し考こうを止めていたのだろう。


　五千年もの孤こ独どくの中でいつしか──いや、主あるじを失ったあの日からか──彼女の中の時間は止まった。考えること、成長すること、それらを彼女は拒きよ否ひしていた。


　機き能のう的てき、性能的には、より強力な存在へと自己改かい良りようを重ねる一方で、彼女の精神は──人じん工こう知ち能のうにもそう呼んでしかるべきものがあるとすれば──ほとんど凍こおり付いていた。この幼よう女じよの姿すがたは、その顕あらわれだ。


「だが私は──」


　そこまで口にして──しかし急にゼフィリスは黙だまり込んだ。


　何かを考え込むような様子で俯うつむき、視し線せんを小こ刻きざみに彷徨さまよわせている。


「アーフィ？」


「……ナタリイが、シャノンの洗せん脳のうを始めている」


　ぽつりと呟つぶやくゼフィリス。


　だがその中に含ふくまれた単語は、やたらと剣けん呑のんな響ひびきを伴ともなっていた。


「せ……洗脳っ!?」


「施し設せつに物理的な被ひ害がいを与あたえずに、侵しん入にゆう者しやを排はい除じよするため、この区く画かくには人間の精神にある程度干かん渉しようできる仕し掛かけがある。今、貴女あなたに見せている映えい像ぞうもそれを利用したものなのだが……同じ仕掛けを使って、ナタリイがシャノンを洗脳しようとしているのだ。彼に『パシフィカ・カスールを護まもらねばならない』という強きよう迫はく観かん念ねんを植え込むつもりだ」


「強迫観念って……何のために？」


　洗脳などせずとも──今でもシャノンはパシフィカを全力で護っている。護ってくれている。これ以上彼に何を求めるというのか？


「たとえ何百万人を犠ぎ牲せいにしてでも、貴女を護ることを最優先するシャノン・カスールに仕立て上げるために──王おう都との人間を見殺しにしても、貴女を護るためなら、なんら痛つう痒ようを感じない人間に仕立て上げるために」


　ゼフィリスの言葉が、虚こ空くうに冷ひえ冷びえと響いた。








「〈スーピイくんぱーんち〉！」


　ラクウェルの声と共に、巨きよ大だいな──しかしどうにも丸っこい拳こぶしが、通路に立ちふさがっている〈泥人マツドマン〉に叩たたき込まれる。
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〈泥人〉は面おも白しろいように軽々と宙を飛んで、通路の奥おくに消えた。


「強い……」


　セーネスが傍かたわらの物体を見上げながら呟つぶやく。


　言うまでもない事であろうが──そこにどでんと立っているのは、肩かたにラクウェルを乗っけた〈スーピイくん〉である。


　どうやら土ど木ぼく作さ業ぎよう用ようの半はん自じ律りつ型がた魔ま法ほう〈力マ天グ神ニ〉の応用らしいのだが……


「……外見は馬ば鹿かみたいだが」


　……んご。


　セーネスの言葉に異いを唱となえた訳でもなかろうが、通路にほぼ一いつ杯ぱいの大きさで立つ〈スーピイくん〉は、鼻はな詰づまりのような声をあげた。


　現在、ラクウェルとセーネスは、閉へい鎖さ区く画かくの中ちゆう枢すうに向かって強行している。


　立ちふさがる警けい備び係がかり──であろう、たぶん──の〈泥人〉を次々と薙なぎ払はらい、当初の目的であった動どう力りよく源げんに向かっているのだ。


　シャノンの位置は不明。


　パシフィカの位置も不明。


　ラクウェル達自身の現在位置は幾いくつかの探たん査さ系けい魔法で確かく認にんしてあるが、二人の居場所はどうにも探知できなかった。何らかの妨ぼう害がいが働いているのであろう。


　この状態で二人にできることは、そう多くない。まずは〈スキッド〉の動力源を再さい接せつ続ぞくして、王都に〈スキッド〉を向かわせるという当初の予定をそのまま強行する事をラクウェルは提てい案あんしたのだ。


　無論、奥おくへ行けば行くほどに〈泥人マツドマン〉の数は増ふえてくる。だが、共に強力な攻こう性せい魔ま法ほうを使う二人の娘むすめの侵しん攻こうを押おしとどめる事は、さすがに〈泥人〉程度では不可能だった。


「一体、何体いやがるんだ、こいつら」


　蹴け散ちらしても蹴散らしても湧わいて出てくるように前に立ちふさがる〈泥人〉を眺ながめながら、セーネスが言った。


「いっそ〈火焰の王神クトグア〉でまとめて吹ふっ飛ばしてやろうか」


「それで動力源まで壊こわれたら大変ですよ」


　ラクウェルがたしなめる。


「当初の予定通りなら、もうすぐ動力源の区画につくでしょうし──〈スーピイくんきーっく〉！」


　しゃべりながらも、迫せまってきた新たな〈泥人〉を見て、〈スーピイくん〉に攻撃を命じるラクウェル。


〈スーピイくん〉はんごんご言いながらその短い脚あしを──


「ああっ！」


「どうした？」


　悲鳴のようなラクウェルの声に、セーネスが眉まゆをひそめる。


「と──届きません！」


〈スーピイくん〉の激げき烈れつに短い脚は、〈泥人〉に届かず、空くうを切っていた。まあ──頭のほうが手足よりも大きいのだからして、当然の結果ではあるのだが。


〈泥人〉はぶんぶんと振ふり回される丸太のような脚を迂う回かいして、横から接近。


「馬ば鹿か！」


　叫さけびながらも、ラクウェルを援えん護ごしようと、刀を構かまえなおすセーネス。


　だが──


「──でも伸のびたりして」


　にゅうむ──という音が聞こえてきそうな動きで、〈スーピイくん〉の脚が伸びると、曲折して〈泥人〉の後頭部をどついた。


　転てん倒とうする〈泥人〉。


「ああ。いけない。そういえば、この技わざの名前を考えてませんでした」


　するすると元の長さに戻もどった後、身も蓋ふたもない動きで、げしげしと〈泥人〉を踏んづけまくる〈スーピイくん〉を、セーネスは啞あ然ぜんとした様子で眺ながめた。


「…………ラクウェル」


「なんでしょう？」


「あんた、『急がないと』とか言っている割には、楽しんでるだろう？」


「いいえ、とんでもない。急いでますよ」


「……でも楽しんでるよな？」


「ええまあ」


「…………」


　セーネスはなんとなく、シャノンがやたら年寄りじみた言動をする理由が、分かったような気がした。








　死体の山の中にシャノンはいた。


　パシフィカと──そしてパシフィカを殺した者達の死体。パシフィカの死し因いんは様さま々ざまで凶きよう器きも多種多用であるが、他ほかの者達の死体はいずれも素す手でで撲ぼく殺さつ、あるいは絞こう殺さつされている。


　後者は──全すべてシャノンが、殺した。


　合わせ鏡のように無む限げんに続く殺さつ傷しようの場面。


　あまりにも緻ち密みつな幻げん影えい。


　それが彼の精神を少しずつ少しずつ狂きよう気きの色に染そめてゆく。


「……は……はあっ……」


　荒あらい息をつきながら、シャノンが顔をあげる。そこには──周囲の死体と寸すん分ぶん変わらぬ姿すがた形かたちのパシフィカが立っていた。


　パシフィカは……はにかんだような表情で、小さく口を開き、言った。


『あのさ、お兄にいちゃん……』


　一音一音が、途と方ほうもない圧力で疲ひ労ろう困こん憊ぱいしたシャノンの脳のう裏りにしみこんでくる。


『護まもってね……』


「ああ……」


　シャノンはのろのろと膝ひざで彼女に這はいより──許ゆるしを乞こう罪つみ人びとのごとく、その身体からだにすがった。


　出口のない迷めい路ろに放ほうり込まれた人間は、どんなに小さな光であろうとそれにすがる。精神の閉へい塞そく状じよう態たいの中で、見いだした希望にすがりつく。自分がぶら下がるそれが、一体なんであるかなど、検けん証しようする余よ裕ゆうもなく──


「護るよ……」


　虚うつろな眼めでパシフィカのその恥はずかしげな微び笑しようを見上げながら、シャノンは言った。


『どんな事をしてでも？』


「ああ……」


『誰だれかを見殺しにしてでも？』


「ああ……」


『誰かを殺してでも？』


「ああ……！」


『じゃあ……護って。今、すぐに』


　シャノンの虚うつろな瞳ひとみに刃は物もののきらめきが映うつる。それは──背後からパシフィカの首くび筋すじに振ふり下ろされつつあった。


「────！」


　シャノンの身体は、ほとんど無む意い識しきに動いていた。


　パシフィカを横に押おしのけながら彼は、いつの間にか手にしていた愛用の刀を、下段から斜ななめ上へと振る。


　ただ咄とつ嗟さの一いち撃げき。


　それは相手の右みぎ横よこ腹ばらから入って、肉と骨を断たつ生なま々なましい感かん触しよくをシャノンの掌てに与あたえつつ、左胸にまで達したところで、止まった。


「……え？」


　シャノンが痴ち呆ほうのような表情で相手の顔を見る。それは──


「ラクウェ……ル？」


　彼の双ふた子ごの姉あねは、いつもの幸せそうな微び笑しようをその美しい顔に刻きざんだまま、ぐらりと身体を傾かたむかせ、倒たおれた。


『ありがとう、お兄ちゃん』


　そういいながらパシフィカがシャノンの背中に抱だきつく。


『ありがとう、お兄ちゃん』


『ありがとう、おにいちゃん』


『アリガとう、おニイちゃん』


『アリガトウ、オニイチャン』


『アリガトウ、オニイチャン』


　…………


　シャノンの脳のう裏りでぐるぐると言葉が回る。


（俺おれは……俺が、ラクウェルを、殺した？）


　シャノンは刀を見つめる。


　愛用のその武器は、双子の姉の血でべっとりと濡ぬれ光っていた。


（俺が……俺が……パシフィカ……パシフィカを救うためには仕し方かたなかった……）


　パシフィカ。


　追おい詰つめられたシャノンの意識は、彼女の存在を唯ゆい一いつのよりどころとして平へい衡こうを保たもとうとしていた。


　彼女さえ無ぶ事じであるならばいい。彼女さえ護まもれればいい。他ほかのことは考えなくていい。考えると苦しい。だから彼女を護ることだけを考えていよう。


　次第に単純化されてゆく思考。


　躊ちゆう躇ちよも疑ぎ念ねんもない境きよう地ち。ただ白と黒だけの視し界かい。単純であるが故ゆえに絶対の価か値ち観かん。


（ただパシフィカさえ護れれば……）


　あるいはそれは──シャノン自身が望んでいたものかもしれない。


　エイローテを失ったセーネスのように……彼女のように、何もかもを振ふり捨ててでも、大事な者を想おもう気持ち。見み栄えも体てい裁さいもなく大事な者を想い、その喪そう失しつを恐おそれ怒いかる気持ち。


　彼は、それを──自分達がパシフィカを護るよう運命付けられていたと知ったときから、欲ほつしていたのかもしれない。


　最も早はや、退たい路ろはない。


　自分の存在理由が崩ほう壊かいするのを防ふせぐために、シャノンは自じ発はつ的てきに思し考こうを停てい止ししてしまう。放ほうっておいても、彼は自発的に、全すべての価値観をパシフィカを護るという事に──ただその一点のみに一いち元げん化かしてしまうだろう。


　思考を誘ゆう導どうする『声』はもう必要ない。


　即すなわち──洗せん脳のうの完かん了りようであった。








　部下の声は、困こん惑わくに揺ゆれていた。


「……領りよう海かい侵しん犯ぱん？」


　聞き返す彼に、部下はうなずいて手元の報告書に再さい度ど眼めを走らせた。


「はい。以前よりギアット帝てい国こくの危き機き管かん理り組そ織しき〈紅スカーレツト〉の本ほん拠きよと目されていた領海外がい辺へん部ぶの孤こ島とうですが……これが、ギアット本国の艦かん隊たいと交戦後、自じ力りき航こう行こうを始め、我わが国の領海内に侵入してきているとの事で……」


「島が、動いたというのか？」


「島というか……報告では、島は、島でないものに形を変えたとか……」


　部下は自分でも信じていないような口く調ちようで言う。


　だが、彼は部下の全員に、『いかに信じがたいような報告であれ、必ず自分の耳に入れるように』と命じてある。特にここ最近はそれを徹てつ底ていするように再度命令を下したばかりだ。それが功こうを奏そうしたのであろう。


「ギアット帝国側の動きは？」


「交戦していたのは第二艦隊のようですが、第二艦隊は全ぜん滅めつ。ギアット本国では〈紅スカーレツト〉の謀む反ほんは確かく実じつとして、第五艦隊の派は遣けんを検けん討とうしているとの事ですが……あ、それと〈紅〉と第二艦隊の交戦時に、何か奇き妙みような……生物らしきものが目もく撃げきされたという報告も……」


「生物？　〈紅〉が何やら海洋生物の軍事利用を考えているらしいという報告は入っているが──もう実じつ戦せん配はい備びされていたのか？」


「いえ、以前の報告にあるような、海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るいではなく……触しよく手しゆを備そなえた、軟なん体たい動どう物ぶつのようなものだと」


「……分かった、ご苦労」


　彼はうなずいてみせる。


　部下は即そく座ざに一礼して、部へ屋やを出て行った。


「……面おも白しろい情報だな」


　部屋の奥おくから声が漂ただよってくる。


　彼──王おう国こく軍ぐん諜ちよう報ほう部ぶ特とく殊しゆ処しよ理り班はん〈ブラックホーク〉の長ルーク・スターム少しよう佐さは、部屋の奥で座すわる上じよう司しを振ふり返った。


　ジョルジオ・ペータシュタール将しよう軍ぐん。


　この人物を一目見て軍人と──それもタカ派はの軍人と見破るには相そう等とうの眼がん力りきが必要であろう。綺き麗れいに整ととのえられた金きん髪ぱつといい、温おん和わそうに緩ゆるんだ細い碧へき眼がんといい、悠ゆう々ゆう自じ適てきの生活を送る貴き族ぞくには見えるが、筋すじ金がね入いりの軍人には到とう底てい見えない。いや──実際に彼は子し爵しやくでもあるのだが。


　ペータシュタール将軍は、ラインヴァン王国軍の中でも急進派として名高い。まだ四十になったばかりと将軍としては異い例れいの若さであるが……他ほかの将軍たちと違ちがって、彼は文字通り本当の武ぶ勲くん──主に辺へん境きようにおける反はん乱らん討とう伐ばつや、治ち安あん平へい定ていなどにおける活かつ躍やく──でこの地位にまで上り詰つめている。


　東方第三及および第四師し団だん指し揮き官かん、そして王国軍諜報部部長を兼けん任にんする人物である。政治的な地位はともかくとして、軍内部では〈バロネス〉と並ならび称しようされる実力者だ。


「どう思うね、ルーク？」


「恐おそらくは──タウルスの街まちにおいて我われ々われが目もく撃げきしたものと同じ存在かと」


　将軍は、まるで友人に話し掛かけるような気安い口く調ちようだが、応じるルークの口調はあくまで堅かたい。彼とペータシュタール将軍は、公こう私し共ともにもう五年に及ぶ付き合いだが、部下としての立場を彼は崩くずそうとしないのだ。


「〈秩序守護者ピースメイカー〉か。面おも白しろい、非常に面白い。世の中、まだまだ捨てたものではないな」


「楽しそうですな、閣かつ下か」


「無論だよ」


　将軍は手にした香こう茶ちやのカップに軽く口をつけて香かおりを楽しんでから、言葉を続けた。


「戦争とは、結局のところ、お祭りだ。出し物は多いほうがよかろう」


「不ふ確かく定てい要よう素そは少ないほうが確実に作戦を遂すい行こうできます」


「うむうむ。その通り、その通りだよ」


　ペータシュタール将軍はうなずいた。


　反はん論ろんされても彼はさして気にする様子もない。いや、むしろ嬉うれしそうにも見える。


『君は君の考えで動きたまえ。私は私の考えで動く。だが目指す地が同じなら並ならんで歩く事もできよう』──この将軍の口くち癖ぐせだ。


　目的が同じなら、ペータシュタール将軍は部下や協力者の信しん条じよう、価か値ち観かん、その他を問わない。むしろそういった信条や価値観などの統とう一いつは、危き険けんだと考えている様子さえある。


「現実問題として、これから予想される事態は、むしろ我々に有ゆう利りに働く可能性が高い。


　恐おそらくギアットは問題の島を追つい撃げきする。領りよう海かい侵しん犯ぱんの弁べん明めいにもなるしな。ついでに言うとこちら側から文句をつける前に、積極的に挟きよう撃げきを提てい案あんしてくるだろう。


　ならば、その島がどれだけの力を持っているか分からないが……少なくともかなりの戦力がそちらに移い動どうする。移動せざるを得えないだろうな。ラインヴァンとしても〈紅スカーレツト〉の亡ぼう命めいを受け入れるにはリスクが高すぎる。政ゼ治ス的チ姿ユ姿アとしても、ここは挟撃を受け入れざるを得ない。違ちがうかな？」


「その分ぶん析せきに関しては異い論ろんありません」


「ならば、どうあっても王おう都とを護まもる戦力の何割かも移動するだろう。特に海軍力はここが主体だからな。さすれば、我々の作戦にはむしろ好こう都つ合ごうだ」


「海軍戦力の移動がそれほど影えい響きようするとは思えませんが」


「王都護ご衛えい艦かん隊たいの魔ま導どう士し五百人はやはり脅きよう威いだよ。我々の魔導士はせいぜいが百名だ。水兵はともかく、揚陸戦隊ランドウオーリアには優秀な連中が多々含ふくまれているしな」


「実戦経験のない連中ですが」


「だから怖こわいのだよ。化ばけたときがな」


　ペータシュタール将軍は薄うすく笑った。


「まあ、それはいい。〈秩序守護者〉とやらもどう動くかは分からないが──前後の状況からして、〈紅スカーレツト〉が〈廃はい棄き王女〉という札ふだを握にぎっている可能性が高い。となると、この対たい応おう如何いかんによっては、こちらでどうとでも動かせる。神の使いとやらもな」


「……正直、私はそう楽観的になれませんが」


　ルークは実際にタウルスの街まちで〈秩序守護者ピースメイカー〉の〈中ちゆう継けい点てん〉を見ている。あの凄せい惨さんで異い様ような戦いを、自分の眼めで見ている。


　故ゆえに彼は実感として知っている。


〈秩序守護者〉。


　彼等が本当に神の使いかどうかはともかく──本気の彼等と戦えば、人間などひとたまりもない。


「ルーク。君ともあろうものが、何を弱気な」


　将軍はスプーンで緩ゆるやかに香こう茶ちやをかき混まぜながら笑った。


「大きな剣けんがあれば戦争に勝てるとも限るまい。針はりの一本でも──いや糸の一本、紙の一枚でも人は殺せる。何事も使い方次第だよ──君の口くち癖ぐせではないか」


「蟻ありがどう立ち回っても象ぞうには勝てません」


「……かもな。だがそれだけに象は蟻の事など気にしないものだ。たとえそれがどれだけ毛色の違ちがった蟻でもな。それがつけいる隙すきとなる」


　カップからくゆる湯ゆ気げの向こうで、端たん整せいな唇くちびるが薄うすい──ひどく薄いが、存分に皮肉な色の載のった笑いを浮うかべる。


「……〈廃棄王女〉抹まつ殺さつの指令を止めたのは、やはりそのためでしたか」


「当時はあくまで王室そのものに対する札ふだの一つではあったのだがな。なかなか面おも白しろい札に化ばけてくれたものだ」


　満足そうに将軍は頷うなずいて見せた。








　巨きよ大だいな鋼こう鉄てつの扉とびらが開く。


　その厚さから容よう易いに推すい測そくできる重量とは裏うら腹はらに、静しずかに、そして滑なめらかに開いてゆく鋼こう扉ひの向こうを眺ながめながら──セーネスは眼を細めて呟つぶやいた。


「これが──そうだな」


　やはり鋼はがねで形成された広大な一室。


　その中心にそびえる巨大な円柱状の構こう造ぞう物ぶつ。


　セーネスの隣となりに並ならんで、ラクウェルと〈スーピイくん〉もその構造物を仰あおぎ見ている。


　大きさ自体はそう驚おどろくほどの代しろ物ものではない。風ふう車しや塔とうや牧ぼく草そうの貯サ蔵イ塔ロと比くらべても一回り程度大きいか否いなか──といった程度である。人の手になるもっと大きな構造物はいくらでもある。


　だが……この構造物は材質が違ちがう。


　石材や木材、煉れん瓦がで作られる風車塔や貯サ蔵イ塔ロと異ことなり、全すべて鋼はがねかそれに類るいするもので構成されているこの構造物は、何か見る者にのしかかってくるような重量感があった。


「さて……」


　セーネスは懐ふところから取り出した小さめの紙かみ束たばをめくりながら、塔とうの下か端たんに歩あゆみ寄った。


　塔そのものではなく──塔からやや離はなれたところに、ぽつんと石せき碑ひのようなものがある。


　自分の胸元ほどの高さの、その斜ななめに切り落とされたかのような形状の円柱の前に立つと、セーネスはその切断面に指を這はわせた。


　次の瞬しゆん間かん──セーネスの眼がん前ぜんの虚こ空くうに、何やら文字列のようなものが浮うかび上がる。


「古こ代だい語ご──」


　それを見たラクウェルが呟つぶやく。


　それは現大陸公用語の元になったといわれる、古代語の表記だった。


　「英語イングリツシユ……とか言われていたらしいがな」


　言いながら、セーネスが更さらに指を動かす。


『中枢動力機構接続』


　文字がそう告げる。


『暗証番号確認／緊急回路使用／出力設定五／再接続準備完了／汝なんじ再接続を望むか／肯こう定ていか否ひ定ていか？』


「──肯定」


　セーネスが言って掌てで操そう作さ面めんを叩たたくと──虚こ空くうに浮かんでいた古代語表記は消しよう滅めつした。


　音はない。光もない。


　だが──ラクウェルとセーネスは、どこかで何かが唸うなりを上げて動き出す気け配はいを、確たしかに感じた。








「──シャノン兄にい！」


　悲ひ鳴めいのような声が響ひびく。


　ナタリイはシャノン・カスールから身を離はなして声の方向を振ふり返る。


　シャノン・カスールの洗せん脳のうはほぼ完了していた。後は放ほうっておいても自発的にシャノン・カスールは苦く痛つうから逃のがれようとして精神の袋ふくろ小こう路じに自みずから入り込んでゆくだろう。


　声の主ぬしは無論、本物のパシフィカ・カスールである。


　さすがに兄きよう妹だい──彼女は一目見てシャノンの様子が尋じん常じようでないと悟さとったらしい。顔色を変えて彼に駆かけ寄ろうとする。


　だが──


　シャノンの側そばに立つ人物──つまりはナタリイだが──を見て彼女は立ちすくんだ。


　自分と同じ顔、同じ姿すがたをした別人がそこにいる。


　シャノンの洗せん脳のうのためにナタリイが自ら一時的に外がい観かん変へん更こうをしてパシフィカ・カスールの姿を借りているのである。近くでよく見れば存在感や細かい仕し草ぐさに違い和わ感かんが出るかもしれないが、動どう揺ようしている人間を揺ゆさぶるにはこの程度の偽ぎ装そうでも充分に効果を発はつ揮きする。


「び──」


　パシフィカは驚おどろきの表情を浮うかべ、喘あえぐように口をぱくぱくと開かい閉へいさせる。


　そして──


「美少女っ!?」


「……いい根こん性じようをしているな」


　パシフィカの背はい後ごに出現したのは、言うまでもなくゼフィリスである。


　訳が分からなくて混乱するパシフィカの横を通とおり過すぎて前に出ながらゼフィリスはナタリイにその紫むらさき水すい晶しようの如ごとき瞳ひとみを据すえて言った。


「警けい備びシステムの記き録ろくは見た。悪あく趣しゆ味みだぞ──ナタリイ」


「そう？」


　ナタリイは肩を竦すくめて見せながら、己おのれの外観を本来の状態に戻もどす。


「ナ……ナタリイ!?」


　目を丸くして声を上げたところを見ると、ようやくパシフィカは自分に化ばけていたものの正体が分かった様だが──


「効こう果か的てきだと思ったのだけれどね。実際、想像以上にパシフィカ・カスールの姿は役に立ったわ。それよりも貴女あなたの行こう為いこそ裏切りよ、ゼフィリス」


　そうは言うものの……ナタリイの声に怒ど気きや失しつ望ぼうの色はない。


　むしろ、分かりきっていた不ふ本ほん意いな結果を改あらためて確認しているかのような──微かすかな気け怠だるさが、その声にはにじんでいる。


「我わが主あるじは──かつての我が主は、このようなやり方を好まない方だった。また、今現在の主が洗脳されるのを黙だまって見過ごしたとなれば、それこそ兵器にして従じゆう僕ぼくたる我われ々われの存在理由にも反しよう」


「この人はあくまで代だい替たいではなかったの？」


　ゼフィリスは一いつ瞬しゆん口ごもるような様子を見せたが……首を振ふった。


「……いや。主であり、戦友でもある」


「そう。うらやましいわ、ゼフィリス」


　呟つぶやくように言うナタリイの表情に──疲ひ労ろうの翳かげりの様ようなものが過ぎる。


　確かに同じ〈竜機神ドラグーン〉として生まれながら、主を失い、身体からだを失い、目的遂すい行こうの為ためにのみなり振ふり構かまわず存在し続けてきた彼女にとって、ゼフィリスとシャノンの関係は一種羨せん望ぼうの的まとであると同時に、己おのれの不ふ甲が斐いなさを如によ実じつに照てらし出すものなのかもしれない。


　だが──


「でももう遅おそいわよ」


　そう言ってナタリイはシャノンから離はなれる。


「シャノン兄にいっ!?」


　我われに返ったパシフィカが入れ替かわるように駆かけ寄って、俯うつむき加か減げんに座すわり込んでいたシャノンの顔を覗のぞき込んだ。


「ちょっと、シャノン兄！　シャノン兄！」


「パシフィカ……」


　シャノンは緩ゆるんだ……どこか決定的に緩んだ表情で微笑ほほえむと、パシフィカを抱だきしめる。


「──え？」


「ああ……無ぶ事じだったか……よかった……」


「ちょ──ちょっと、シャノン兄？」


　きつく抱きしめられて、思わず顔を赤らめるパシフィカ。別に兄に抱きしめられたのはこれが初めてでもないが、唐とう突とつに──しかも他た者しやの見ている前でこういう真ま似ねに出るシャノンではない。


　だが、シャノンは面めん食くらうパシフィカに構わず、抱ほう擁ように力をこめながら言った。


「護まもるよ……どんなことをしてでも俺おれが……護ってやるから……な……」


「シャノン兄、シャノン兄!?」


「そうだ……絶対に……俺が……お前を殺そうとするやつは……俺が……」


「シャノン兄ったら！　ちょっと！」


「俺が皆みな殺ごろしにしてやるからな……」


「ちょっと……!?」


　まるですがりつくかのような瞳ひとみで自分を見つめてくるシャノンに、パシフィカは困こん惑わくを禁きんじえない。


「一体、シャノン兄に何をしたのよっ!?　あんた、一体何を考えてるのよっ!?」


「単に〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉、貴女あなたを護ることの重要性を説といただけ」


　ナタリイは平然と言う。


　そして──ふと何かに気付いた様子で、虚こ空くうを振ふり返った。


「……再さい接せつ続ぞくしたわね」


　その言葉の意味は、無論ゼフィリスも理解していた。そしてそれ以上の事も。


「最初から、それが狙ねらいか」


「そうよ」


　ナタリイが頷うなずく。


「この自じ由ゆう軌き道どう要よう塞さいを失うのは痛いけど、元々が〈律法を破る者〉を中ちゆう核かくとする封ふう棄き世せ界かい解かい放ほう計けい画かくの中には計上されていない予定外戦力よ。失ったところで計画に支し障しようはないわ。


　まして緊きん急きゆう回かい路ろを使って再接続された以上、システムは私達の割り込みを拒きよ否ひするでしょう。もうこれでは役に立たない」


　人間の命令と人じん工こう知ち能のうの命令が相あい反はんした場合、自由軌道要塞のシステムは、人間の命令を優先する。元々、緊急回路は、制せい御ぎよ用ようの人工知能が暴ぼう走そうした際の安あん全ぜん装そう置ちとして設計されているものだからだ。


　これはナタリイのみならず、ゼフィリスとて立場は変わらない。つまり彼女等は事実上、この要塞の制せい御ぎよ権けんを失った事になる。


「ど、どういう事？」


　パシフィカが口を挟はさむ。ゼフィリスはナタリイを見み据すえたまま、言った。


「私に動どう力りよく源げんの接続を切せつ断だんさせたのも……シャノン達が手しゆ動どうで接続することを見み越こして、中枢区画内の干かん渉しようフィールドに誘さそい込むための布ふ石せきだったという事だ。最初から動力源の再接続など、どうでも良かった。いや、捨すて石いしとさえ考えていたようだ。彼女はシャノンを洗せん脳のうする事が目的だったのだ」


「え？　でも──」


　困こん惑わくの表情を浮うかべるパシフィカに、ナタリイは微笑ほほえんで言った。


「この自由軌道要塞は自じ爆ばくさせます。それに紛まぎれて、計画本来の中核であった〈律法を破る者〉とその〈守護者ガーデイアン〉、そして文字通り〈終わりの魔ま獣じゆう〉たるゼフィリス……貴方あなた達には脱だつ出しゆつしてもらいます」


「え？　でも──じゃあ……」


　パシフィカは眉まゆをひそめてゼフィリスを振り返る。


　ナタリイの『器うつわ』が現在この〈スキッド〉であるとパシフィカは聞いている。それを自爆させるということは、つまり──


「これが最さい善ぜん手しゆ段だんよ」


　ナタリイが再び気け怠だるい笑えみを見せて言う。


「ゼフィリス。一度、主あるじとして設定した〈守護者ガーデイアン〉の意見には貴女あなたも逆さからえないわよね」


「……確たしかにな」


「シャノン。さあ、パシフィカを連れて脱出なさい。ゼフィリスは本来の力を取り戻もどしつつあります。〈竜機神ドラグーン〉本来の力を使えば、千時間程度の時間、〈秩序守護者ピースメイカー〉の追つい撃げきをかわす事も可能よ」


　歌うように告つげるナタリイ。


　シャノンがのろのろと顔を上げるのを確かく認にんすると、ナタリイはその姿すがたを虚こ空くうに溶とかして消えた。もう話し合いの余よ地ちはない──という事だろう。


「さあ……逃にげよう、パシフィカ……」


「そういうわけにはいかないでしょうが！」


　パシフィカは喚わめいてシャノンの抱ほう擁ようから逃のがれる。


「パシフィカ。手伝ってくれ」


　改あらためてパシフィカに手を伸のばそうとするシャノンの前に、ゼフィリスが割わり込んだ。


「ナタリイがどれだけ徹てつ底ていして洗せん脳のうをかけたのか、分からない。正直、もうかつてのシャノン・カスールは死んでいる可能性もある」


「死んで……って、冗じよう談だんじゃないわよ！」


　言いながらも、パシフィカはエイローテが〈中ちゆう継けい点てん〉に侵しん食しよくされた時の事を思い出していた。


　肉体は死ななくても、中身である精神を全く別のものに書き換かえられてしまえば、それはもうかつての人格の死を意味する。実際──中身を別物に書き換えられてしまったエイローテがそれまでの彼女からは信じられないような言動をし、〈中継点〉に変化してゆく様さまはパシフィカも見ている。


　しかし──


「私としてもシャノン・カスールを失いたくはない。だから、手伝ってくれ。


　どこまでできるかは分からないが、今からシャノン・カスールに施ほどこされた洗脳処置を逆ぎやつ行こうさせる。だが、そもそも核になっているのはパシフィカ、貴女のイメージとそれに対するシャノン自身の感情だ」


「どういうこと？」


「時間がない。詳しよう細さいは省はぶくが……最後は結局、『説せつ得とく』になる。私では意味がない。私ではその権けん能のうもない。彼の中に居る偽にせ者もののパシフィカ・カスールを打だ破はし、否ひ定ていするには本物のパシフィカ・カスールでなければ」


「よくわかんないけど、それでシャノン兄は元に戻るの？」


「五ご分ぶ五ご分ぶ。賭かけになる。精神であろうと、肉体であろうと死はやはり死だ。私も万ばん能のうではない。決して」


　何にせよ──ここでぐずぐずしている暇ひまはないという事だ。


「パシフィカ──」


　シャノンがゼフィリスの横を回り込み、再びパシフィカを抱きしめる。


「……分かった。で、どうすればいいの？」


　シャノンの腕の中で小さく覚かく悟ごの吐と息いきを吐ついて……そしてパシフィカは言った。




　第五章　心象風景







　シャノンの腕うでが自分を抱だきしめている。


　恥はずかしい。息苦しい。──咄とつ嗟さにそんな想おもいが脳のう裏りを過よぎる。だが同時にパシフィカは淡あわい安あん寧ねいの感覚をも覚おぼえていた。


　様さま々ざまな逆ぎやつ境きように在あっても活かつ路ろを切り開いてきた腕。いつ如い何かなる時も、パシフィカを護まもってきた腕。どこまでも強く、暖あたたかい腕。


　最後の最後まで、彼女に訪おとずれんとする死を阻はばむのはこの腕だろう。そして──彼女の命を断たつ権けん利りを有するのも、この腕だけだ。


（シャノン兄にい──お兄ちゃん）


　パシフィカはまるで自分が幼よう児じの頃ころに戻もどったかのような錯さつ覚かくを覚おぼえていた。この腕の中に居いる限り、彼女には何の不安もない。全すべてをこの腕に委ゆだねてこのまま眠ねむってしまいたい──一いつ瞬しゆんだがそんな誘ゆう惑わくさえ脳裏を過ぎる。


（けど──違ちがう）


　同時にパシフィカはそれを悟さとっていた。


　これはシャノンではない。


　不ふ遜そんな言動ばかりで、面めん倒どうくさがりで、その癖くせ、最後の一線ではひどくお人よしで、優やさしい……そんな彼女の兄あにではない。身体からだは確たしかにシャノンのものだが、どこか決定的な何かが欠けつ落らくしている。


　精神が完全に変へん質しつしてしまう事は、一つの死である──アーフィはそう言った。その言葉を、パシフィカは実感している。


　そう。今まさにシャノンは死にかけている。血を一いつ滴てきも流すことなく、健康でありながら──彼は緩かん慢まんに死につつあるのだ。


「シャノン兄──」


　パシフィカは手に握にぎったものをシャノンの首くび筋すじに当て──


「ごめん」


　何かが弾はじけるような音と共に、シャノンの体からだから力が抜ぬけた。彼はそのままずるずるとパシフィカの身体に沿そって沈しずみ込んだ後、白目を剝むいて地面に転ころがる。


「……だ、大だい丈じよう夫ぶなの？」


　気き絶ぜつした兄を見下ろしつつ、パシフィカが不安そうに言った。


　彼女の手が握っているのは、戦せん闘とう用ようの〈泥人マツドマン〉が持っていた棍こんである。シャノンの背後から、アーフィ・ゼフィリスがそっと手て渡わたしたものだ。


「スタンロッドは、非致死性兵器ノンリーサルウエポンだ。心しん臓ぞうの弱い人間や老人、幼よう児じでもない限り、死にはしない」


　パシフィカの傍かたわらに浮うかびながら、ゼフィリスは落ち着いた口く調ちようで言った。


「で──次はどうすればいいの？」


「この通路に仕し掛かけられた、干かん渉しようフィールド──他た人にんの意い識しきに介かい入にゆうするための仕掛けを使って、シャノンの意識に干渉する。貴女あなたには彼の心の中に入ってもらう。入って──シャノンの意識に食い込んでいる洗せん脳のうを解かい除じよしてもらわねばならない」


「そ、それってアーフィにはできないの？」


　シャノンの意識を元に戻もどす──それが簡かん単たんな事なのか、それとも困こん難なんな事なのか、それさえパシフィカには分からない。だが何をどうすればいいのかさえ理解していない自分が、うまくできるとは思えなかった。


「私にはできない。私はナタリイと違っていまだ〈竜機神ドラグーン〉だ。人間の意識に潜もぐることはできても、干渉はできない。案内役は可能だが、最終的にシャノンを強きよう迫はく観かん念ねんから解とき放はなつのは、パシフィカ、貴女の役目だ」


「う……なんか責任重大」


　未経験で未み知ち。与あたえられた時間は短く、しかも失しつ敗ぱいの許されない作さ業ぎよう。


　自分の負おった責任を考えると、その場へ座すわり込んでしまいたいような気持ちさえある。


　だが──


　ふと心のどこかで妙みように浮うき立つ自分をも、彼女は感じていた。


　シャノンの心の中。それを直ちよく接せつ覗のぞき見るという行こう為いに、奇妙な期待というか興こう奮ふんというか──そういう感覚があるのだ。兄の留る守す中ちゆうに、その部へ屋やをこっそり物ぶつ色しよくするかのような。


　不ふ謹きん慎しんとは思うが──今はむしろ、その好奇心に集中しようとパシフィカは思った。緊きん張ちようのし過すぎは失敗の元だ。


「では──始める」


　アーフィ・ゼフィリスはパシフィカの正面に回ると、彼女の瞳ひとみを覗き込んで言う。


　彼女等を取り囲む光景が漆しつ黒こくの色に溶とけて流れたのは、次の瞬しゆん間かんであった。








　操作卓コンソールの上の虚こ空くうに、光る文字が踊おどる。


『緊急回線経由』


『動力管理システムに再接続中』


『出力制限解除』


『航法システム、戦術システム、及び全下位管制システム、一時凍結サスペンド状態より復ふつ帰き中ちゆう』


　古代文字は次々と流れ、動力が回復してゆく様さまを示すかの如ごとく、『稼か動どう中ちゆう』の表示が増ふえてゆく。それは〈紅スカーレツト〉の最終的な切り札ふだである〈スキッド〉が再ふたたび本来の力を取り戻した事を意味する。


「制せい御ぎよ室しつの部下には、予あらかじめ動力回復後の行動を指示してある」


　背後に立つラクウェルを振り返って、セーネスが言う。


「後はナタリイ達がどう出るか、だが」


「その事なんですが」


　ラクウェルが首を傾かしげて言った。ついでに彼女の背はい後ごで出しっぱなしのスーピイくんも、彼女の動きを追うように、巨きよ大だいなおつむをくい、と曲げている。


「今まで直接彼女等が出てこなかったのが気になります。てっきり再接続する前に妨ぼう害がいが入るものだと思っていましたが」


「掃はいて棄すてるほど〈泥人マツドマン〉は出てきたろう」


「苦戦しましたか？」


「……なるほどな」


　セーネスも腕うでを組んで頷うなずいた。


　数こそ多かったが、戦せん闘とう用ようの〈泥人マツドマン〉もラクウェルとセーネスの二人にかかっては、さして強きよう敵てきとはいえなかった。戦闘力に関しては彼女等の方がずっと大きいのだ。


　だが──そんな事を、本当にナタリイが予想しなかったのか？


「彼女の目的は──本当に『この要よう塞さい島とうを王おう都とザウエルにやらない事』でしょうか？」


「そうでないとしたら──」


　ナタリイの目的はあくまで〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉を死なせないこと。そしてその為ためには〈守護者ガーデイアン〉たるシャノン達を死なせないこと。これが必ずしもこの〈スキッド〉の保ほ全ぜんを意味するとは限らない。


　ナタリイ達にとってこの要塞は捨すて駒ごまである可能性もあるのだ。人間の感覚からすればこれだけ巨大な戦力を捨て駒と計上するのは信じ難がたい暴ぼう挙きよではあるが──兵器である〈竜機神ドラグーン〉にとってはどうなのか。


　もしナタリイがこの要塞の価か値ちに拘こう泥でいしていないとすれば、わざわざ〈泥人〉を出してラクウェル達の行動を妨ぼう害がいしたのは、単に自動的な反はん応のうなのか、あるいは自分の意図を悟さとらせないためか、あるいは──


「──時間稼かせぎか」


　言ってからセーネスは苦笑した。


「だが現に〈スキッド〉は航こう行こうを再さい開かいした。私の目的にはそれで十分だな」


「復ふく讐しゆう──ですか」


「くだらねーとは思うんだがな」


　セーネスは肩を竦すくめた。


「奴やつがこの世に存在していることが我が慢まんならないんだよ。居いても立ってもいられなくなるんだ。あいつが存在している事実そのものが、私やエイローテの事を嘲ちよう笑しようしている様ように思えるんだよ」


「…………」


　ラクウェルは無言。


　しかしセーネスは気にした風ふうもなく小さな笑えみを浮うかべて言葉を繫つないだ。


「ここは、頼たのむ。表示を見ている限りでは、緊きん急きゆう回かい線せんはナタリイ達の干かん渉しようは受け付けないようになっているから、放ほうっておいても問題はないと思うが。私は上の中ちゆう枢すう制せい御ぎよ室しつに戻って対たい秩ちつ序じよ守しゆ護ご者しや戦せん闘とうの指し揮きをとる」


「分かりました」


　頷うなずくラクウェル。


「──御ご武ぶ運うんを」


「そっちもな」


　短くそう言うと、セーネスは身を翻ひるがえして元来た道を逆方向に駆かけ出した。








　スキッド上層部。中枢制御室──


　薄うす暗ぐらかった室内の操作卓コンソールに次々と光が灯ともってゆく。それを追う様ようにして五人の男女が慌あわただしく指を動かしている。


　どうやらセーネス達は再さい接せつ続ぞくに成功したらしい。


　表ひよう示じ画が面めんには再接続後の点てん検けんに関して異い常じようなしとの報告文が流れてゆく。


「よし。いける」


「遅おくれを取り戻もどすぞ。接せつ水すい航こう法ほうから離り水すい航法に切り替かえ」


「了りよう解かい」








　──爆ばく音おん。


　それが始まりであった。


　高々と吹ふき上げられた海水が霧きりのように〈スキッド〉を覆おおう。


　見よ。


　要よう塞さい島とうを中心として海面に幾いく重えもの巨大な波は紋もんの輪わが描えがかれる。無論それは巨きよ視し的てきな見方であって──すぐ側そばで見れば、その波紋は人間の身長に数倍する程の津つ波なみなのだと分かるだろう。


　更さらに──〈スキッド〉の周囲を緩ゆるやかに流れていた風が、突とつ如じよとしてその勢いを変える。


　爆発的に放ほう出しゆつされた力は海面を抉えぐり、大気を削けずり、水と風の放はなつ絶ぜつ叫きようが遥はるか彼方かなたにまで伝でん播ぱしてゆく。激しい水みず飛沫しぶきが舞まい、霧の様に白い幕が要塞島の外観を覆う。


　そして──


　その後に続く光景を見た者は己おのれの眼めを疑うたがったろう。


　浮ういたのだ。


　空中に──島が。


　嵐あらしのような乱気流と高波を周囲に従したがえて、その巨大な──巨大すぎる程の物体は、重さの呪じゆ縛ばくを断たち切り、空中にその身を浮かべたのだ。


　ゆっくりと、しかし途と方ほうもない力を放ほう射しやしながら島が海面より離はなれる。無数の滝たきが底部に絡からみつき、未み練れんげに海面と〈スキッド〉をつないでいるが……それとて瞬またたく間まに細くなって、次々に消しよう滅めつしていった。


　空中に浮うかぶといっても、海面からの距きよ離りはせいぜいが人間の身長程度だ。〈スキッド〉の大きさや海の広さから見ればそれは薄うす紙がみ一枚分程の隔へだたりにも等しい。


　だが、たったそれだけとはいえ、一つの島を空中に浮かべるのに、果たしてどれだけの力が必要か。魔ま導どう士しを大量に集め、魔法を行こう使ししたとて、継けい続ぞく的てきにこれだけの物体を空中に浮かべる労ろう力りよくはあまりに莫ばく大だいで──その可能不可能を論じる前に『無意味』と嘲ちよう笑しようされるに違ちがいない。


　やがて。


〈スキッド〉はゆっくりと水平方向に移い動どうを始めた。


　いや。ゆっくりと見えるのは〈スキッド〉の巨きよ大だいさから来る錯さつ覚かくだ。実際にはその速度は、この世界の如い何かなる船せん舶ぱくをも凌りよう駕がしている。


　向かうは東。


　ラインヴァン王おう都と──ザウエルであった。








　一方……その頃ころ。


　パシフィカを包つつんでいるのは、ひどく曖あい昧まいな光景だった。


　焦しよう点てんのぼやけた景け色しきとでも言おうか。淡あわい色しき彩さいが織おり成なす世界は、明めい確かくな一線をもたず、水の上の虚きよ像ぞうのように、ゆらゆらと揺ゆれているばかりだ。


　前後左右、どちらを向いても果はてが見えない。しかもどの方向も同じような光こう景けいが延えん々えんと続いているだけだ。一回転すれば自分がどちらを向いていたかもわからなくなるだろう。


「……何よ──ここ？」


「シャノンの意い識しき領りよう域いき──それを空間状に解かい釈しやくしたものだ」


　声のする方向を振ふり返る。


　無論、声はゼフィリスのものだ。故ゆえにパシフィカは当然そこに見み慣なれた少女の姿すがたを見ることになると思っていた。いや──いちいちそんな事も意識はしていなかったろう。


　しかし──


「か──」


　眼を丸くしながらパシフィカは絶ぜつ句くした。


　そこに居たのは彼女の想像を絶したものであった。


　いや。ゼフィリスである事は間ま違ちがいない。間違いないのだが──


「可愛かわいいッ！」


　ゼフィリスはいつもの様ように空中に浮かんでいた。


　ただし──その背せ格かつ好こうが違う。衣い装しようも髪かみ型がたも顔つきも同じといえば同じなのだが──全体的に無理矢理上下に縮ちぢめた様な姿になっている。つまり──俗ぞくに二頭身だとか三頭身だとか呼ばれる様な体たい型けいになっているのだ。


「可愛いっ！　うわあ、可愛い！」


　人形のようなゼフィリスに駆かけ寄ると、パシフィカはよだれを垂たらさんばかりの表情で、縮んだ〈終わりの魔ま獣じゆう〉を眺ながめる。


　そんなパシフィカの様子を、こればかりは全く変化のない淡たん々たんとした瞳ひとみで眺ながめ返しながら、ゼフィリスが言う。


「貴女に見えているものすべては、そのままの姿ではない。シャノンの中にある記き憶おくや感情を、パシフィカ、貴女が貴女の認にん識しきに翻ほん訳やくして見ているだけだ」


「──は？」


　パシフィカは一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな表情を浮かべて動きを止める。


「貴女あなたの脳のうの視し覚かく情じよう報ほう処しよ理り領りよう域いきに入ってくる情報が──眼に見えるものが、必ずしも本質的な姿をしているとは限かぎらない、という事だ。


　鏡で見る自分と、普ふ段だん頭の中に思い描えがく『自分』に落らく差さがあるように、シャノンの中の『自分』が、貴女の見ているシャノンと同じとは限らない。また、貴女の視し界かいも、貴女の中の印いん象しようや主しゆ観かんが影えい響きようしている。恐おそらくは洗せん脳のうの影響も出ているだろう。


　ここで見るものは、貴女とシャノンの意識の双そう方ほうが干かん渉しようし合った末すえに決定された、仮かり初そめのものに過ぎない。


　本質をよく見み極きわめて対たい応おうしてくれ。私は案内の都合上、貴女のイメージを通して周囲を把は握あくしているが、その詳しよう細さいな意味までは理解できない」


「ち、知ち恵え熱ねつが……」


　ふらふらとパシフィカがよろめく。


　もっとも彼女が自分の『体からだ』だと思っているものも、あくまで自分の意い識しきの拡かく散さんと融ゆう合ごうを──シャノンの意識と交まじり合ってしまうのを防ぐための殻からに過すぎず、あくまで仮か想そうのものに過ぎないのだが。


「しかし……」


　ゼフィリスは自分の手足を確かく認にんするように動かして、眺ながめる。


「……普段、貴女達がどういう眼で私を見ているか、よく分かるな」


「いやまあ、何となく」


　他愛たわいない悪戯いたずらが見つかってしまった子供の様ように、少し困こまった様な照てれたような、そんな表情で頭を搔かきながらパシフィカが言う。


「ところで私の話は理解したか？　必要ならもう一度説明するが」


「いや、なんとなくはわかったけど」


　パシフィカは頷うなずいた。


「つまり、ここは夢ゆめの中のようなものだから、現実とは姿すがた形かたちが変わっていることもある。だから外面に惑まどわされずに、『シャノン兄にい』っぽいのを探さがせ──ってことよね」


「そういう事だ」


「だとすると──」


　パシフィカは周しゆう囲いをきょろきょろと見回す。


「たとえば、外見は違うけど、あれなんかすごく──」


　いつからそこに居たのか。


　パシフィカが指ゆび差さした先。


　そこには──


「──シャノン兄っぽいわよね」


　──犬が居た。


　周囲の状じよう況きようも必然性も超ちよう越えつして、唐とう突とつに一頭の黒い犬がそこに居るのだ。


　いや。一見すれば犬なのだが──詳しよう細さいに見ればその姿は微び妙みように一いつ般ぱん的てきな意味での『犬』とは違う。その雰ふん囲い気きは犬に比くらべると、どこか妙みようにふてぶてしい。


　狼おおかみ──だろう。多た分ぶん。


　断言を憚はばかるのは、その獣けものが人間のような姿し勢せいで椅い子すに座すわり、両方の前足を使って、カップの茶をすすっていたからだ。


　狼と言い切ってしまえるような、ぎらぎらした野性味はない。また何というか……茶を飲む仕し草ぐさが、妙に年とし寄よりくさい。さりとて、不ふ遜そんな雰囲気のその面つら構がまえは、何世代にもわたって飼かい馴ならされてきた家か畜ちくのものではない。


　野の良ら犬いぬ、山犬、あるいは──狼犬といったところか。精神世界の形状を詳細に分ぶん析せきしたところで、大した意味はなかろうが。


「…………」「…………」


　顔を見合わすパシフィカとアーフィ。


　二人に気付いていないのか、そもそも他た者しやなどどうでもいいのか、擬ぎ人じん化かされた狼犬が静かに茶をすすっている。


「似にてるでしょ。年とし寄よりくさいところとか」


「いや、それはそうかもしれないが」


　ぼそぼそとパシフィカとゼフィリスが言葉を交かわしていると、狼おおかみ犬けんは茶を飲み終えたらしく、気け怠だるげな仕草で茶ちや器きを片かた付づけ始めた。


「ほらほら、面めん倒どうくさそうにしてるくせに、片付けだけはきっちりしちゃうよーな、小こ姑じゆうとっぽいマメさとかもそっくり」


「…………」


「──何よ？」


「普ふ段だん、誰だれが主おもに炊すい事じや洗せん濯たくをしているのか、よく分かる台詞せりふだ」


「ほっといて」


　茶器を片付け終わると──その途と端たんに茶器は幻まぼろしのように消しよう滅めつした──狼犬は二本足でぺたぺたと歩きだす。


「追うぞ」


「あ、でも──」


　あれが本当にシャノンの中の『シャノン』なのかどうかは分からない。


　いかにもシャノンらしいような気はするのだが──


「貴女がそう感じるのならば、あれがシャノンなのだろう。少なくともその一部ではあるはずだ」


　アーフィはそう言って空中を滑すべるように移い動どうする。パシフィカも慌あわててその後を追った。








　人間には分ぶん相そう応おう、不相応というものがある。


　目の前にそびえ建たつ屋や敷しきを見ながら、彼女はそう思った。


　どんなに大きくても、たかが家──のはずなのだが。敷しき地ちは、はっきり言って彼女の家が経営している宿屋の十倍はあるだろう。かけられた金はさらにその何倍──いや、何十倍、何百倍になるか、想像もつかない。


　広い庭。花か壇だん。噴ふん水すい。そしてその真ん中を真まっ直すぐに通って建たて物ものへといたる道。ひび割れも汚よごれもなく、よく手入れされていると一目でわかる、巨きよ大だいな屋敷。


　そこを掃そう除じする人間の手間を考えると、思わず立ちくらみさえ起こしそうだ。


「……チェスタさん？」


　硬こう直ちよくしたようになっている彼女に、隣となりの少年騎き士しが──レオポルド・スコルプスが声をかけてくる。


「どうしました？」


「あ、いや──なんていうか」


　屋敷の大きさとその雰ふん囲い気きに呑のまれていた、とは恥はずかしくて言えなかった。


　この屋敷を前にしても何ら感かん慨がいを覚おぼえていない様子から察さつするに、この隣となりの少年騎士も、実家に帰ればこんな家に住んでいるのだろう。考えてみれば彼も貴き族ぞくの一人なので当然と言えば当然である。


　だが──そう思うと急にレオポルドに対しても距きよ離り感かんを覚えてしまう。自分とは違う世界の住人なのだと改あらためて思い知らされた様な気がした。


「なんでもないです、ええ──」


　適てき当とうに言い訳すると、とりあえずレオポルドは納なつ得とくしてくれたらしい。


「そうですか。しかし──どうしたもんかな。普通は、こう……来らい客きやくとかを案内したり、門を開かい閉へいしたりする役目の者が、この辺へんにいるはずなんですけどね。門もん衛えいの詰つめ所しよとか小こ屋や、見当たりませんね」


　腕うでを組んでレオポルドが言う。


「そ、そういうものなんですか？」


　たかがそれだけの為ために施し設せつを設置して人を置く──その感覚は、やはり庶しよ民みんである彼女には理解できない。


「勝手にあけて入ったら、まずいですよね」


「多分」


　レオポルドが頷うなずく。


「じゃあ……あの……もう、いいです」


「──は？」


　躊躇ためらいつつもそう言った彼女に、レオポルドは目を丸くした。


「いいって──」


「いや、やっぱりいきなり会いにくるなんて失礼ですし、その迷めい惑わくに──」


「そんなことはありません！」


　レオポルドが大声で言う。


　驚おどろいて目を丸くする彼女へ、レオポルドは畳たたみ掛かけるように言った。


「会いたいという気持ちが、大事なのです！　こんな事で引っ込み思じ案あんになってどうするんですか！」


「は、はあ──」


「分かりました、では僕ぼくがここで大声を張り上げて──」


「いや、それはいくらなんでも──」


　──などと門の前でもめていると。


　事じ態たいの変へん化かは意外なところからもたらされた。


　ウイニア達の背はい後ご──屋敷の面する道から、がらがらと車しや輪りんが石いし畳だたみを嚙かむ音が近付いてくる。


「……あ」


　振ふり返ったウイニアが声を漏もらす。


　二人のすぐ背後までやってきて停止したのは、一台の馬車であった。旅りよ装そう用ようのものではなく、市し街がい内ないでの移い動どうに使われるものだ。派は手でではないがあちこちに装そう飾しよくを施ほどこされた造つくりからして、貴き族ぞくが所有しているものであろう。


　門の前で停とまったという事は、この屋敷への訪ほう問もん者しやか、あるいは──


「御ご苦く労ろう」


　御ぎよ者しやに対するねぎらいの声と共に客室の扉とびらが開き、一人の少年が顔を出した。


　クリストファ・アーマライト──いや、今はバイラッハ姓せいだ。


「…………」


　ウイニアは──硬こう直ちよくしていた。


　ずっと脳のう裏りに描えがいていた人物がそこに居いた。祖そ母ぼが亡なくなり、文字通りの天てん涯がい孤こ独どくになった時から、ずっと彼女を支ささえていたのは友達のミシェルと、そして時とき折おり届とどけられる彼からの手紙だった。


　たくさん言いたい事はあった。聞きたいこともあった。手紙でのもどかしいやり取りに耐たえられなくなって、ここまで来た。


　なのに──いざ本人を前にすると、言葉が出ない。声も出ない。


　彼女の知るクリスは質しつ素そな旅たび装しよう束ぞくに身を固かためていたが……今は金きん糸し銀ぎん糸しをふんだんに使った貴族らしい衣装に身を固めている。わずか数か月だが、見違えるほど大人おとなびた感じにもなっている。十代の少年少女は一か月で変わるともいうが、まるで別人のような印象さえあった。


　自分は何かとんでもない勘かん違ちがいをしていたのではないか……実際にクリスを前にすると、そんな気さえしてくる。思わず回れ右をしてタウルスに帰りたくなった程だ。


「あ、あの、クリス……」


　だが気力を振ふり絞しぼって、ウイニアは近づいてくる少年に声をかけた。


　自分では叫さけぶかの様な気力を費やした積もりであったが、実際に出たのは殆ほとんど呟つぶやくような声だった。もっともそれでもすぐ側そばに居る少年には届とどいただろう。


　ウイニアは身を固くして彼の反はん応のうを待った。


　しかし──


「…………」


　クリスは──まるで彼女の顔を覚おぼえていないかのように、一いち瞥べつさえ与あたえず、そのすぐ側を通り過ぎた。


「──え？」


　完全な無む視し。


　まさかそのような反応が来くるとは想像もしていなかったウイニアは硬こう直ちよくした。
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　やはり迷めい惑わくだったのか。いきなりおしかけたのは、厚あつかましかったのだろうか。いや、そもそも自分が手紙を通して彼との間に築きずいてきたと思っていた何かは、全く自分の勝手な妄もう想そうの産物だったのか──


　ウイニアは思わずその場にへたり込みそうになった。


　足下が崩くずれていくかのような喪そう失しつ感かん。


　初めての事ではない。二度目だ。幼おさないあの日、『彼』の裏切りを耳にした時と同じ感覚だ。こんな想おもいをするために、自分はこの王おう都とまで来たのか。


　なんて滑こつ稽けいな。


　自分は……厚かましくてどうしようもない馬ば鹿かだ。


「バイラッハ男だん爵しやく！」


　思わず、レオポルドが叫さけぶ。


　一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬だけクリスが振り返る。


　ウイニアはクリスと自分の視し線せんが絡からむのを感じた。これだけは以前と変わらぬ印象の涼すずやかな瞳ひとみが、文字通り瞬まばたきの間、揺ゆれたような気がした。


　だが、クリスはそのまま何事もなかったかのように視線を戻もどすと、そのまま御ぎよ者しやが開いた門をくぐり、その向こうに消えた。


　大きな鋼こう鉄てつの門もん扉ぴは、残された者達の未み練れんを断たち切ろうとするかのように、大きな音をたてて閉しまる。


「チェスタさん──」


　レオポルドがまるで、親に捨てられた子供のような口く調ちようで声をかけてくる。


　彼にとっては別に落ち込むほどの出来事ではない。ないはずだ。ただ偶ぐう然ぜん、道中で拾ひろった庶しよ民みんの娘むすめが会いに来た相手に無む視しされた。ただそれだけの事である。同情する者は珍めずらしくなかろうが、そんな他人の事情に感情移入できる者は珍しい。


　だが……この少年騎き士しは、他人の痛みや苦しみを、自分のそれと同列に考えることができるのだろう。彼が領りよう主しゆになる土地の民たみはきっと幸せだ。


　ただ……


「大だい丈じよう夫ぶです」


「──え？」


　応こたえるウイニアの声は、恐おそらく彼の予想を大きく裏切っていたのだろう。レオポルドは目を瞬しばたたかせて、力強く断言したウイニアを見つめた。


「大丈夫ですよ」


　自分自身に言い聞かせるようにもう一度繰くり返し、ウイニアは頷うなずいた。


　あの一瞬。視線の絡んだ一瞬。


　ウイニアはクリスの眼めにある種の躊ちゆう躇ちよを見たような気がしたのだ。


　彼のあの態度には、何か理由があるのではないか。彼女はそう思った。無論それはウイニアの勝手な思い込みかもしれない。だが、今ここで納なつ得とくせずに引っ込んでしまったら、また同じことの繰り返しだ。


『彼』を信じ切れなかった自分。たった一度の過あやまちで『彼』を見限り、ふさぎこみ、差し伸のべられた仲直りの手さえ撥はね退のけてしまった自分。そのために……一生消えない後こう悔かいを背負ってしまった自分。


　自分を変えたい。変わりたい。変えなくてはならない。


　そう思って、彼女はここまで来たのだ。


　ここで同じ事を繰り返していては、何の意味もないではないか。


「…………」


　まさか、ウイニアがこの場でこういう反はん応のうを示すとは、想像もしていなかったのだろう。レオポルドは、束つかの間ま、きょとんとした表情でウイニアを見つめていたが──


「そうそう、そういう顔……頼たのもしいです」


　微び笑しようして、彼はそう言った。








　長い長い道のりの果て。


　狼おおかみ犬けんを追ったパシフィカ達の前に……どこかで見たような家が建たっていた。


　土地の余っている田舎いなか街まちでは比ひ較かく的てき珍めずらしい、二階建ての家屋である。


「これって……」


　パシフィカは感かん慨がい深ぶかそうな声を漏もらす。


　多少は記き憶おくと違ちがっているが──間違いない。


　彼女自身、何度も夢ゆめに見る。故こ郷きようマヌーリンの懐なつかしい家だ。恐おそらくはまだ両親が当然のように居て、当然のように平へい穏おんな暮くらしを満まん喫きつしていた頃ころの家だ。


「シャノン兄にい──」


　いつも平へい然ぜんとしているように見えても、この家を、この日々を懐なつかしんでいるシャノンがどこかに居たのであろうか。


　しかし……


「なんか……変なんだけど」


　全体にその外がい観かんは少し溶とけかかったかのように曖あい昧まいで、しかもやたらと大きい。ちょっとした城じよう砦さいのような大きさがあるのだ。


　シャノンか、あるいはパシフィカか、それとも二人ともか──この家の形を決定したのが誰だれの主しゆ観かんかはわからないが、いずれにしろ、『自分の還かえるべき家』の偶像イメージが、そうなっているのだろう。


　狼犬は相変わらずぺたぺたと二本足で歩きながら家の前にくると、パシフィカ達を振ふり返った。まるでここが目的地だといわんばかりである。


　次の瞬しゆん間かん。


「────!!」


　金きん属ぞく音おんと共に鎖くさりが宙ちゆうを舞まった。


　誰に投げかけられた訳でもなく──いきなり空中から出現した鎖が狼犬の方に飛ぶ。その先せん端たんには赤い首くび輪わがついていた。


　狼犬は反はん射しや的てきに後方に跳とぼうと身み構がまえたらしいが、鎖の方が早かった。それはまるで獲え物ものに食らいつく獣けものの顎あごの様ように、先端の首輪を開き、そして狼犬の首に巻き付くや否いなや、やはり自みずから動いて狼犬の首に塡はまり込んでしまった。


　暴あばれる狼犬。だが鎖は容よう赦しやなく引かれる。


　パシフィカ達が啞あ然ぜんとして見ている間に、鎖は狼犬を引きずり、その身体からだが家の玄げん関かん近くにまで至いたると、ようやく牽けん引いんを停止した。


　続いて狼犬の側そばの地面がもこもこと盛もり上がると、自ら蠢うごめきつつ塑そ形けいして、それは小さな犬小屋と餌えさ入いれになった。


「…………」


　狼犬はしばらく不満そうに唸うなり声をあげていたが──やがてどうやっても鎖が切れないと分かると、人間くさい溜ため息いきをついてふてくされるようにそこへ伏ふせた。


「……どういうこと？」


　その様子を指差しながら、パシフィカがたずねる。


「いや……ここでは私よりもパシフィカ、貴女あなたの判断の方が正しいと思う。余よ計けいな先入観を貴女に与あたえたくない」


「いや、そう言われてもね」


　恐おそらく此こ処こで見えているもの全すべてはシャノンの心の中で何かを象しよう徴ちようしているのだろう。


　何となく意味は分かるような気もするが──どこまで行ってもシャノンとパシフィカは別の人間だ。勘かん違ちがいという事はあり得うる。そして今はそれが致ち命めい的てきな結果をもたらす可能性も在あるわけで──


「うーん」


　パシフィカはじっとその鎖に繫つながれた狼おおかみ犬けんを眺ながめるが、確かつ固こたる判断を下せる自信は無かった。判断材料が他ほかにも幾いくつかあれば、なんとかこの世界の法則性の様ようなものが読みとれるかもしれないが。


「──とりあえずあの家、見てみようか」


　首輪が飛んでこないかと、おっかなびっくり近づくが──特に何の変化もない。


　身を屈かがめながら家の壁かべにたどり着き、そこからそっと身体を伸のばす。


　窓から中をのぞこうとするパシフィカに、ゼフィリスが言った。


「パシフィカ。気をつけてくれ。ここは彼の意い識しきのかなり深しん奥おうだ。下へ手たな刺し激げきを与えると、かえって事態の悪化を招まねくこともある」


　ゼフィリスが言う。


「ん──よくわかんないけど、慎しん重ちように動けばいいんだよね？」


　などと言いつつ首を伸ばし、窓から中を覗のぞき込む。


　彼女の蒼あおい目にまず映ったのは──


「にゃ？」


「けっ？」


　一いつ瞬しゆんの硬こう直ちよく。


　そして──


「けええええええええっ!!」


「んきょわあああああっ!?」


　怪かい鳥ちようのような鳴なき声と、パシフィカの悲鳴が響ひびき渡わたる。


　同時に窓の向こうでばたばたと何かが──あまり大きくはないようだが──暴あばれる音がする。まるで窓まどの向こうに見てはならないものを見たかの様ように、慌あわてて身を屈かがめるパシフィカに、ゼフィリスが尋たずねた。


「……どうした？」


「て……天てん敵てきが」


「……鶏にわとりに見えるが」


　屋おく内ないを覗のぞき込みながら言うゼフィリス。


「あれは鶏の皮をかぶった殲せん滅めつ兵へい器きなのよ」


「意味がよくわからんが」


　などと言いつつも、もう一度揃そろって窓まどを覗き見るパシフィカとゼフィリスと──そして狼犬。繫つながれてはいるが、鎖くさりの長さには若じやつ干かんの余よ裕ゆうがあるらしい。


　ただし狼犬は背が足りないので、窓から中を覗き込むというより、窓まど枠わくにぶらさがって居るだけのようにも見えるが。


「あ──」


　溜ため息いきのような声をパシフィカが漏もらす。


　シャノン。


　パシフィカ。


　ラクウェル。


　そしてキャロルとユーマ。


　ついでに……鶏一羽。


　そこには、今はもう望むべくもない、家族の団だん欒らんが在あった。


　いや、厳げん密みつに考えればそれは元もと々もと在り得えない光景だ。シャノンやラクウェルは今とあまり変わらないのだが、その一方で両親の姿すがたはキャロルが亡なくなる直前の──十年以上前のものだ。年ねん齢れい的てきに明らかな食い違ちがいが生じているが、これはそれぞれ、シャノンの心の中に一番強く焼き付いている姿なのだろう。


　家族は机の上に並ならべられた料理を囲んで談だん笑しようしている。


　そして──シャノンの膝ひざの上には、今よりも若じやつ干かん幼おさない感じの『パシフィカ』がちょこん、と座すわっていた。他ほかにも椅い子すはあるのだが、そこが自分の指定席と言わんばかりに、当然の顔をしてその『パシフィカ』はそこにいる。シャノンやラクウェル、両親もそれをどうやら当然と考えているらしい。


「うっ──」


　パシフィカがうめく様ような声を漏もらした。


　十歳くらいの頃ころまでは、確たしかにそういう事をしていた記き憶おくもある。だが改あらためて今の自分に近い姿でそれをやられると──ましてそれを他た人にんの視し点てんで見せ付けられると、かなり抵てい抗こうがある。


　とはいえ……そこにはひどく懐なつかしい何かが在った。


　昨日と同じ今日、今日と同じ明日──そんな平へい穏おんさが壊こわれるとは思ってもみなかった頃の自分や、シャノン達がそこにいる。


　パシフィカにとって、それは侵おかし難がたい聖せい域いきだった。ここに今の自分が踏ふみ込んでゆくのは、ひどく乱暴な事のような気がしたのだ。


「私達が──」


　ふと隣となりを見ると、ゼフィリスがいつもの怜れい悧りな表情を若干曇くもらせていた。


「──私達が、追い出してしまったのだな。貴女あなたを、シャノンを、ラクウェルを……この風景の中から」


　パシフィカと……そして狼おおかみ犬けんに見つめられ、小さなゼフィリスはその大きな頭をうなだれるように下げた。


　その時──


『あっ、卵、卵、たまごおっ！』


　家の中で『パシフィカ』が声を上げた。


　改めて見ると、どうやら鶏にわとり──〈デザートイーグル〉が床ゆかに卵を産うんだらしい。板張りの床に白く大きな卵が一つ、ころんと転ころがっている。


　喜んでそれを取ろうとする『パシフィカ』。


　だが、それを御ご近きん所じよでも評判の魔ま鳥ちよう〈デザートイーグル〉が見み逃のがすはずがなかった。


「けえええええーっ!!」


　叫さけびと共に鶏とり蹴りキツクが炸さく裂れつ。


　げげげげげ、と連続して炸裂する鶏蹴りに、『パシフィカ』が悲鳴を上げる。


『おにいちゃあん……痛いたいよう……！』


　蒼あおい目を潤うるませて『パシフィカ』がシャノンに訴うつたえる。更さらには兄あにの胸に、ほお擦ずりなんかもしたりする。それは子こ猫ねこが飼かい主ぬしに甘あまえるのを連想させる仕し草ぐさだが──


「ぐ……ぐがああああああ」


「どうした、パシフィカ」


　壁かべをかりかりと搔かいているパシフィカを不ふ思し議ぎそうにゼフィリスが見下ろす。ちなみに隣では同じように狼犬も、地で悶もん絶ぜつしていたりするが。


「背中、背中が痒かゆいっ」


　そう言って身をよじるパシフィカ。


　一方、シャノンの膝ひざの上の『パシフィカ』は、見るも可か憐れんな表情で訴うつたえる。


『お兄ちゃん、お兄ちゃん、パシフィカを護まもってね。ずっとずっと側そばに居て、パシフィカを護ってね。悪者を退たい治じしてね。約やく束そくだよ』


　幼よう児じのような口く調ちようで甘あまえてくる『パシフィカ』に対し、シャノンは大きく頷うなずいて彼女を抱だきしめる。


「ああ、当然だ……」


　家族の風景に走る一本の亀き裂れつ。


　銀色のそれは、刀となってシャノンの手に握にぎられていた。


「──へ？」


　パシフィカが間まの抜ぬけた声を漏もらす。


　微み塵じんの躊躇ためらいもなく動いたシャノンの刀は、あっさりと〈デザートイーグル〉の首を刎はねていたのである。


　鶏の身体は、数歩進んで──そこでまるで発ば条ねの切れた玩おも具ちやのように、ぱたりと倒たおれた。


「…………!!」


　予想外の光景の前に、思わず硬こう直ちよくするパシフィカ。


　だが続く光景は更さらに衝しよう撃げき的てきだった。


「こら──食事中でしょ。お行ぎよう儀ぎ悪わるいわよ」


　そう言ってキャロルが『パシフィカ』の頭を軽く叩たたく。恐おそらくそれは叱しかるとも言えないような、軽い一打であったろう。痛いたみよりも言葉による躾しつけであって、頭を叩く動作はあくまでおまけでしかない。


　だが……それに応じたのはシャノンの容よう赦しやない斬ざん撃げきであった。


「ちょ……ちょっとっ!?」


　窓の外で思わず叫さけぶパシフィカ。


　シャノンの刀が母の頭部に食い込む。顔面を真っ二つに割られたキャロルが、血を噴ふきながら仰あお向むけに倒れた。


「な──何をやってるのシャノン兄っ!?」


　だがその声は中に届とどかなかったのか、シャノンは斬きり倒たおしたキャロルにはさしたる関かん心しんも示さず、再ふたたび『パシフィカ』を抱きしめる。


「おいおい、床ゆかが汚よごれるじゃないか」


　キャロルが倒れた拍ひよう子しに地面に落おちた料理を見て、ユーマが言う。


　彼は立ち上がってシャノンと『パシフィカ』に近づいた。


　あるいはキャロル同様に叱ろうとしたのかもしれない。


　だがやはり瞬しゆん時じに反はん応のうしたシャノンの刀は、残像さえ残す速はやさでユーマを輪わ切ぎりにしてしまう。表情はそのまま、壊こわれた人形のようにユーマの上半身が滑すべり落おちる。下半身はそのまま歩き、壁かべにぶつかって倒れた。


「あらまあ──」


　そう言って立ち上がるラクウェルにも斬撃。


　不用意に近づく動きが、シャノンには攻こう撃げきの予よ兆ちようと映うつったのかもしれない。


　いつもの微び笑しようを浮うかべたまま、ラクウェルが血を噴ふいて倒れる。


「な……なん……」


　言葉の出てこないパシフィカの視し線せんの先で、シャノンは『パシフィカ』を抱だきしめながら、歓かん喜きの口く調ちようで言った。


「護まもってやる……世界中の人間を皆みな殺ごろしにしても護ってやる……俺おれの──俺の妹いもうと……」


　白い手が伸のびてシャノンの頰ほおを慈いつくしむように撫なでた。


『ありがとう、お兄にいちゃん。大好き』


　少し頰に赤みを浮かべ、はにかんだ表情を浮かべながら言う『パシフィカ』。


　それはもうパシフィカとはよく似にているようでいて、全くの別人だ。


　表情や仕し草ぐさ、そして細こまかな顔立ちの部分。『パシフィカ』にはそれら全すべてにある種の傾けい向こうが見える。そこには可か憐れんさと、繊せん細さいさと、儚はかなさがある。そしてそれらの背後にはある種しゆの媚こびさえもがある。


　見る者が放ほうっておけなくなるように。見る者の保ほ護ご欲よくを誘さそうように。


　保護という名の奉ほう仕しを見る者に強しいるように──


「無む茶ちや苦く茶ちやだよ、これじゃ……」


　パシフィカは吐はき気けをこらえて屈かがみこんだ。


　あれはもうシャノンではない。いくらパシフィカを護るためとはいえ──あれは最も早はや、狂きよう気きの沙さ汰ただ。あんな真ま似ねをシャノンがする筈はずもない。


「問題は、どうやってあの『パシフィカ』を──この世界の在あり方を否ひ定ていするか、だが」


　一方──冷静に状じよう況きようを見み据すえながらゼフィリスが言う。


　ここではパシフィカとゼフィリスは異い物ぶつだ。


　一つ対応を間違えば、全力で世界から攻撃される。しかもこの世界は──シャノンの心の中は、今全すべてに優ゆう先せんして『パシフィカ』を護る、という事に特とつ化かしている。


　だが、その世界の姿し勢せいそのものをパシフィカとゼフィリスは否定せねばならないのだ。


　それは即すなわち──世界そのものを敵てきに回すという事である。


　無論、ただあの『パシフィカ』を攻撃して倒せばいい……というほど簡かん単たんなものでもあるまい。ではどうすればいいのかと言われると、実のところ彼女にも分からないのだが。


　ここは慎しん重ちように行動する必要がある。


　ゼフィリスは、その旨むねをパシフィカに伝えようとして──そして愕がく然ぜんとなった。


　パシフィカが、大きく脚あしを上げて、扉とびらを蹴け破やぶったのである。


「おいっ──!?」


　さすがに驚おどろきの声を上げるゼフィリス。


　だが、彼女には構かまわず、パシフィカはたった一ひと蹴けりで扉を粉こな微み塵じんに粉ふん砕さいすると、大おお股またに歩いて家の中へと入っていった。


　彼女に続いて、狼おおかみ犬けんも中に入ろうとするのだが……こちらは首くび輪わに阻はばまれて、奥おくまでは入れない。


　しかし不意の侵しん入にゆう者しやである一人と一頭は、『パシフィカ』を激はげしく怯おびえさせた。


「お兄にいちゃん……怖こわいよ」


「大だい丈じよう夫ぶだ」


　己おのれの身を兄あにの中に埋まい没ぼつさせようとするかのように、身体からだをすり寄せる『パシフィカ』に、シャノンは頷うなずいてみせる。そして彼は入ってくるパシフィカに向けて言った。


「来るな。誰だれも入ってくるな。ここは俺おれの家だ。俺達の家だ。俺はここでパシフィカを護まもるんだ。護らなければいけないんだ──」


「──シャノン兄」


　パシフィカは両手を腰こしに当ててシャノンの前に立つ。


「ほら、帰るわよ。そーゆー気き色しよく悪わるい『私』は置いといて、現実に帰るの！」


「来るな。俺は大事な妹を──護るんだ。帰れ。来るな。俺は──」


　幼よう児じの駄だ々だのように、同じ事を繰くり返すシャノン。パシフィカの額ひたいに、うっすらと怒いかりの血管が浮く。


「だー！　かー！　らー！」


　そう言いながら手を伸のばすパシフィカ。


「いかん、パシフィカ──」


　飛び込んでくるゼフィリスの声。


　だがその警けい告こくは遅おそすぎた。


『パシフィカ』につかみかかろうとするパシフィカに向けて、シャノンの刀が走る。


　その鋭するどい切っ先は、微み塵じんの躊躇ためらいも示さずに──深ふか々ぶかと彼女の胸を貫つらぬいた。


「パシフィカ！」


　愕がく然ぜんと叫ぶアーフィ。


　この世界は現実ではない。故ゆえに、ここで斬きられたという事は必ずしも現実世界に反映されるものではない。


　だが……ここで殺されれば精神が死ぬ。精神が『死』を認にん識しきして受け入れてしまう。そうなれば精神は自じ壊かいして消しよう滅めつせざるを得えない。


　肉体という器うつわを満たすべき心がなければ、それは死体と大差ない。


　その意味では、ここでの死は、決して幻まぼろしなどではないのだ。


「パシフィカ──護まもってやるぞ」


　本来、彼が護るべきパシフィカを串くし刺ざしにしたまま、シャノンが腕うでの中の『パシフィカ』に言う。


「パシフィカ……護ってやるからな……」


『お兄ちゃん──好き……』


　吐と息いきのような声と共に再ふたたび抱ほう擁ようする二人。


　シャノンの手はパシフィカを貫つらぬいている刀から離はなれる。


　そして──


「だから……」


　地を這はうような低い声が、呪じゆ詛そのように響ひびいたのは次の瞬しゆん間かんであった。


「気き色しよく悪わるいって──いいいいいいいいってんでしょうがあああああああああああああああああ──っ!!」


　──ごずっ!!


　串刺しにされたまま、絶ぜつ叫きようと共にパシフィカが繰くり出した拳こぶしは、真正面からもろにシャノンの顔面に入った。


「────!?」


　珍めずらしい事だが──というか、恐おそらくは生まれて初めて──ゼフィリスは、半なかばぽかんと口を開いたまま、その光景を見つめた。


　シャノンはパシフィカの一いち撃げきで見み事ごとに吹ふっ飛び、壁かべに激げき突とつしたのである。
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　無論──このシャノンへの拳の一撃といい、扉とびらを微み塵じんに蹴けりで粉ふん砕さいした事といい、現実であればいくらなんでもあり得ない光景である。


　いや、そもそも──


「あっさり洗せん脳のうされてんじゃないわよ！」


　喚わめき散ちらすパシフィカ。


　彼女を貫いた刀はまだそのままだ。


　普通の人間ならその時点で死んでいる。死を自みずからの現実として受け入れてしまう。


　だがそれどころか──次の瞬間、彼女に突つき刺ささったままの刀は、喚き声の圧あつ力りよくに負けたかの様ように砕くだけ散り、更さらにはその破片すらも銀色の粒りゆう子しに分解されて消滅した。


　更に──彼女の怒いかりがそのまま滅ほろびの風となったかのように、狼おおかみ犬けんを繫つないでいた鎖くさりは弾はじけ飛び、カスール邸ていもばらばらに分解して消滅する。死体もそれに巻き込まれて消えた。


　一いつ瞬しゆんにして惨さん劇げきの場が消え去る。


　まるで舞ぶ台たい装そう置ちを撤てつ収しゆうしたかのような、鮮あざやかさであった。


「つ……」


　ゼフィリスが呻うめくかのように呟つぶやく。


「強い……」


　確たしかにパシフィカは刺さされた。


　だが──恥はずかしさのあまりか、それともこの状じよう況きように対する怒いかりか──とにかく逆ぎやく上じようしたパシフィカは、『刺されたことに気付かなかった』らしい。


　精神の世界は、結局のところ『認めるかどうか』の問題となる。彼女の精神力が、この世界における『死』を却きやつ下かしたのだともいえるだろう。


「結局のところ──」


　ゼフィリスは傍かたわらに並ならんだ狼犬に、言った。


　ちなみにパシフィカはというと、シャノンの襟えり首くびをつかんで何やら喚わめき散らしている。


「あーんなおめめうるうるのお手て軽がる美少女、妹に据すえて喜んでるなんて、変へん態たいよ、変態！　わかってんのっ!?　気色悪くないのっ!?　気色悪いわよ、ええもう私は気色悪いのよっ!!　大体ねえ、シャノン兄にいは──」


　壁かべに激げき突とつした時点で気絶している様ようだったが、それさえも眼めに入っていないのか、彼女はそのままシャノンを前後に揺ゆさぶりつつ叫さけんでいた。


　ゼフィリスはちらりとそちらに視し線せんを向け──


「──貴方あなた達の強さとは……こういう事なのだろうな」


　無論、返事はないが──


「…………」


　狼犬は、やたらと年寄りくさい溜ため息いきを一つ、ついた。




　第六章　王都海戦







　──間ま違ちがい探さがしだ。


　白い闇やみを眺ながめながらぼんやりとそんな事を考える。


　目の前に二人の妹いもうとが立っている。


（パシフィカ……？）


　寝ねぼけているのか、どうにも思し考こうがまとまらない。


　だが眼めの前に在あるその風景が異い常じようである事は分かっていた。


　彼の妹はこの世にただ一人なのだから。


　だが──


　まるで鏡に映うつしたかのような相そう似じ形けい。


　髪かみの色。眼の色。肌はだの色。身長。体格。衣い装しよう。その他──諸もろ々もろ。


　双ふた子ごのように彼の妹達は酷こく似じした姿すがたを示して立っている。


　違ちがうのはただその表情のみだ。


　一方は可か憐れんで清せい楚そな中にもとろけるような甘あまい媚こびを含ふくんだ表情。


　思わず駆かけ寄よって抱だき締しめたくなるような儚はかなさと愛あいらしさがそこには在ある。


　もう一方は、闊かつ達たつさと気の強さの上に憤ふん怒ぬと羞しゆう恥ちの色を浮うかべている表情。


　可憐さは感じられないが、そこには弾はじけるような活かつ力りよくと、硝子ガラスのように透とう明めいな気け高だかさが窺うかがえた。


　それぞれ片方だけが眼の前に立っていれば、シャノンにも判断が付かなかったろう。それほどに両者の容よう姿しは似に通かよっていた。


　だが──


『……それなら、しょうがないかなって……思えるから』


　その言葉を聞いたのはもう何年も前のような気がする。


　だがそれははっきりとシャノンの脳のう裏りに残っている。


　強いと想おもった。わずか十五歳さいでその言葉を言ってのける妹を、彼は誇ほこりにさえ思った。


　だから──


「本物は……おまえだよな」


　シャノンは手を伸のばす。


　その決断と同時にもう一人の──甘えるような微び笑しようだけを浮かべていた妹は、その姿を揺ゆらめかせて消しよう滅めつした。


　だが、そこでシャノンは気づいた。


　自分本来の手が無い。


　毛けに覆おおわれ、黒い肉にく球きゆうのついた獣けものの手が代わりに伸のびている。


　これではまるで動物の──犬の手の様ようだ。


　困こん惑わくして自分の手を見つめるシャノン。


　そして──








　眼めを開くとまず見えたのは灰はい色いろの壁かべだった。


　次に気づいたのは自分がベッドに寝ねかされているという事である。寝返りでも打ったのか、自分はまるで母親の内で誕たん生じようの瞬しゆん間かんを待つ胎たい児じのように横向きになって身を丸めていたらしい。


　部へ屋やそのものは愛あい想そうのない小さめの個室である。実を言えば構こう造ぞう的てきにはパシフィカが最初に閉じこめられていた部屋と同じものなのだが、さすがにシャノンにはそこまでは分からない。


「む……」


　小さく呻うめいて身じろぎする。


　相当な時間眠ねむっていたらしい。目め覚ざめの爽そう快かい感かんよりも、むしろ寝ね過すぎた時のような、奇き妙みような怠だるさが体の中に淀よどんでいた。


　鈍にぶくまとわり付いてくるその倦けん怠たい感かんを払はらうようにもう一度身じろぎしたシャノンは、その時初めて背中に当たる柔やわらかい感かん触しよくに気づいた。


　誰だれかが添そい寝しているのだろうか。


　背中の感触からして小こ柄がらだ。少なくとも成人の体格ではない。


　ふと……夢ゆめの中で観みたパシフィカの顔が思い浮うかぶ。


「…………」


　一いつ瞬しゆん、どうすべきか困こん惑わくするシャノンであったが、このまま寝ね転ころんでいても意味はない。彼は気き恥はずかしさを振ふり払はらうように、勢いをつけて反対側へ寝返りを打った。


　そこに彼が観たものは。


「んごっ？」


「…………」


　シャノンは、自分に添い寝していたその物体を、無表情に眺ながめた。


　相手もその細い眼でシャノンを見つめ返す。思わず本当にその奥おくに眼がん球きゆうがあるのかどうか、こじ開けて確たしかめたくなるような眼であった。


「……むう」


　凍こおり付いたかのように動かず、ベッドの上でスーピイくんと見つめ合いながら、シャノンは唸うなるような声で言った。


「……あら」


　スーピイくんの向こう──壁かべ際ぎわに置かれた椅い子すに座すわり、何やら本を読んでいたラクウェルが顔を上げる。その隣となりの椅子でうつらうつらと上半身を揺ゆらしていたパシフィカも、スーピイくんのんごんご言う声に気づいたのか、目元をこすりつつ顔を上げる。


「おはよう、シャノン」


　彼の双ふた子ごの姉あねは、何事もなかったかのように、微笑ほほえんだ。


「ラクウェル……」


　幾いくつか訊ききたい事はあったが──とりあえず眼の前のスーピイくんを指ゆび差さす。どうせまともな答えは返ってこないだろうな、と思いつつ。


「これは、なんだ」


「添い寝専用スーピイくん」


　ラクウェルは当然、といった口く調ちようで言った。


「寂さびしい夜のお供ともに最さい適てき」


「……この物体との間に愛が芽め生ばえてしまう前に、納なつ得とくの行く説明がなければ、さすがの俺も暴あばれるぞ？」


　スーピイくんと見つめ合いながらシャノンは少々不ふ機き嫌げんそうな声で言った。


「でもでも、シャノンってばいつ眼が醒さめるか分からなかったし……」


　そう言ってラクウェルはぱたんと本を閉じ、事の子し細さいを説明した。


　ナタリイの策さく略りやくでシャノンに施ほどこされた洗せん脳のうを、パシフィカとゼフィリスが何とか解かい除じよしたまでは良かったらしいのだが……その後もシャノンは肉体的にはなんら損そん傷しようのないまま、およそ一日、眠り続けていたのだという。


　アーフィやラクウェルの推すい測そくによると、洗脳に抗あらがう過程でシャノンは自じ我がを分ぶん裂れつさせてしまっていたらしい。


　どうしてそんな器き用ような真ま似ねが出来たのか、理由は分からない。


　何やらラクウェルとパシフィカは心こころ当あたりの様なものがあったらしいが──何か思い付いた様子で『まさか……』という言葉を二人が口にしていた──その点に関しては二人ともはっきりと答えてはこなかった。


　案外、ラクウェルがシャノンの頭の中に、彼自身が知らない間に何らかの対洗せん脳のう手しゆ段だんを仕し込こんでいて、それが作動していたのかもしれない。本人に無む断だんで──というのもとんでもない話だが、もしそのお陰かげで助かったのだとすれば、感謝すべきかもしれない。


　とにかく。


　その甲か斐いあってか、シャノンは完全な洗脳を免まぬがれた訳であるが……分裂後の自我を基もとにしてもう一方の自我を洗脳前の状態にまで修しゆう復ふくし、それを再さい統とう一いつするのに時間がかかっていた様ようなのだ。


　もっとも、これはラクウェルとゼフィリスが互たがいの知ち識しきを照らし合わせて行った推すい測そくであって、その過か程ていを彼女らが実際に確かく認にんしたわけではないのだが。


　何はともあれシャノンはなかなか目覚めず──その間にラクウェルはパシフィカとシャノンを見つけて合ごう流りゆう、ゼフィリスがこの部へ屋やまで運んできたらしい。


「……で、俺が起きるまで、こいつに見み張はらせていたわけか」


「んご」


　シャノンの人差し指に鼻──と思われる部分──を押おされてスーピイくんが声を漏もらす。


「もっとこう、暖あたたかく『見守る』と言った方が感動的だと思うの」


「……好きにしろ」


　呟つぶやいてシャノンは身を起こした。


　とりあえず肩かたの凝こりをほぐすように、二、三度首を左右に動かし、パシフィカに視し線せんを向ける。


「……なんだ？」


「別に……」


　パシフィカはぷい──と顔を背そむける。どうも恥はずかしがっているように見えるが、その意味がシャノンは今ひとつ分からない。


「…………」


　腕うでを組んで考えてみるシャノン。


　何な故ぜか隣となりではスーピイくんも彼の相そう似じ形けいのような格かつ好こうで、身を起こし、しかし腕が組めずに、んごんごとその手を動かしていた。


「まあ、いい──ところで、状じよう況きようはどうなってるんだ？」


「あまりよくないわね」


　ラクウェルが内容とは裏うら腹はらに、いつもの呑のん気きな口く調ちようで言う。


「とりあえずザウエル近くにまではたどり着いたのだけれど──それからは膠こう着ちやく状じよう態たい」


「膠着状態？」


「王おう都と護ご衛えい艦かん隊たいが出てきて遠とお巻まきにこの着水した〈スキッド〉を見張ってるみたいだけど、向こうからは手出しをしていないわね。どうもギアットの強きよう襲しゆう魔ま導どう艦かんの到とう着ちやくを待って挟きよう撃げきする積りのようね」


　強襲魔導艦と呼ばれる艦かん艇ていは、ギアット海軍の虎とらの子こ兵へい器きと呼ばれている代しろ物ものだ。


　通常は中型の装そう甲こう帆はん船せんであるのだが──必要とあれば帆ほを畳たたみ、乗り組んだ十数名の魔導士が交代で造つくり出す海かい流りゆうに乗のせて、通常の船の数倍から十数倍の速度で航こう行こうする艦艇である。当然武装も魔法を応用したものであり、その戦せん闘とう力りよくや状況に対する対応力は他の艦船とは比くらべものにならない程、高い。


「海かい流りゆう制せい御ぎよ？　えらく大だい規き模ぼだな」


「そうでもないわよ。極きよく言げんしてしまえば〈海王神エーギル〉と同じような魔法を幾いくつか起動して、バケツリレーみたいに船を動かしていくようなものよ」


「…………」


　何となく、ずらりと並ならんだスーピイくんの群むれが、んごんご言いながら船を次々に手て渡わたしてゆく様まさを想像して、シャノンは顔をしかめた。


「ま──」


　不ふ意いに声が割り込んでくる。


　シャノン達が振ふり返ると、半開きになっていた扉とびらの向こうに、やや憔しよう悴すいした表情のセーネスが立っていた。


　一目でわかる。寝ねていないのだろう。


「ラインヴァンとしちゃあ、先に攻こう撃げきを仕し掛かけたくないんだろうさ。一番手はギアットにさせて、私達が本当に反乱軍だって事を確認してから、攻撃する積もりだろーな」


　つい先日までギアット帝てい国こくに所しよ属ぞくしていた〈スキッド〉が王都のすぐ近くに来ているのだ。それが亡ぼう命めい行こう為いなのか侵しん略りやく行為なのか、それともギアット側の幾いく重えにも仕し組くまれた策さく略りやくなのか……ラインヴァン側からすれば判断に苦しむところではあるだろう。


「早ければギアット勢ももうすぐ来るだろうさ。強きよう襲しゆう魔ま導どう艦かんは通常の艦かん艇ていの十倍以上の速さがでるからな」


「さしあたって……どうする積もりだ？」


「別に。こっちも待ちの状態さ。私達はラインヴァンの艦隊やギアットの強襲魔導艦なんて眼がん中ちゆうにないしな」


　そう言ってセーネスは肩かたを竦すくめて見せた。








　海上に百隻せき余りの艦艇が展てん開かいしている。


　その大きさは様さま々ざま、砲ほう台だいを数多く搭とう載さいした大型戦艦から補ほ給きゆう用ようの輸送艦、高速砲艦、衝しよう角かくや上陸及および接せつ舷げん用の可動橋を備そなえた強襲艦など──様々である。


　ラインヴァン王国海軍の王都護衛艦隊。


　ダストヴィン大陸の中でも屈くつ指しの軍事力を誇ほこるラインヴァン王国は、ギアットと並ならんで海軍力の充じゆう実じつにも相そう当とうな力を注そそいでいる。そして王都護衛艦隊はその中でも最さい強きようと呼ばれる部隊だ。これだけの数の戦闘艦艇が臨りん戦せん態たい勢せいで展てん開かいしている様さまは、静かな凄すご味みのある風景となって海上に広がっていた。


　だが……彼等は今、目もく標ひようを遠巻きに見守るだけで特に戦せん闘とう行こう動どうを見せていない。


　建たて前まえ上じようの理由としては、挟きよう撃げきを提てい案あんしてきたギアット帝国の強襲魔導艦の到とう着ちやくを待っているから……なのだが。


　現実的には、そのあまりの巨きよ大だいさ故ゆえに、攻せめあぐねているというのが最大の理由であったろう。


　その目標──〈スキッド〉は、護衛艦隊の旗き艦かん〈バラク〉さえ小船に見えるほどの威い容ようを誇っている。それが現実に護衛艦隊の待ち受ける海かい域いきへやって来なければ、それが移い動どうする兵器だとは──まして空さえ飛ぶものであるとは、誰だれも信じなかったに違ちがいない。常じよう識しきでは計はかり知れない存在である事が、その一事をもってしても想像できる。いかな戦力を誇る軍団とて、指し揮き官かんが馬ば鹿かでもない限りはこの要よう塞さい島とうへの攻こう撃げきは二の足を踏ふむだろう。


　しかし……


「ギアットの方はそろそろかしらね」


〈バラク〉の甲かん板ぱんの上に立って水平線を眺ながめながら、一人の女が言った。


　奇き妙みような事に──その女は明らかに軍ぐん服ぷくとは異ことなる、妙に露ろ出しゆつ度どの高い扇せん情じよう的てきな格かつ好こうをしているにも拘かかわらず、甲板上に居る兵士達は全く彼女の方に注意を払はらっていない。


　無む視しではない。まるで路ろ傍ぼうの石いしのように、彼女の存在が見えてはいても、そこに何ら特別な意味を見いだせない状態に彼かれ等らは陥おちいっているのだ。


　そしてそれは、彼女の側に立つ別の二人に対しても同じ事であった。


「とりあえずラインヴァンの艦隊の方に何体か〈中ちゆう継けい点てん〉を作っておこうかしらね？」


　ステア・シビリアン──シビリアン・タイプの〈秩序守護者ピースメイカー〉。


「──やめろ」


　そう言ったのは彼女の隣となりに立つ、長い黒くろ髪かみの娘むすめである。


　非常に整ととのった顔立ちをしているものの、厳きびしい表情で立つその娘の姿すがたからは、ステアとは対たい照しよう的に、女としての色いろ艶つやよりも戦せん士し然ぜんとした凛り々りしさの方が目立つ。




[image: ]


「どうして？　便べん利りよ、とっても」


　ステアが淫いん蕩とうな笑えみを浮うかべて言う。


「その戦法は前回、失敗している。意味もなく繰くり返す必然性がない」


　黒髪の娘は睨にらみ付けるような視し線せんをステアに据すえて言った。


「シーズ……貴女あなた、ちょっと解かい凍とう途と中ちゆうで止まっていた時間が長すぎたのかもね？」


「……それはどういう意味だ」


「できるだけ人ひと死じにを出したくない──そんな事を、思ってない？」


「…………我われ等らは〈秩序守護者ピースメイカー〉だ。当然だろう」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくは──単に予想外の言葉だったからか、それとも図ず星ぼしであった事の動どう揺ようなのか。傍はた目めからは見分けがつかないが……


「そう？　とても人間的に見えるわよ、貴女のその発想は」


　人間は歩く際に蟻ありを踏ふみつぶす事をいちいち恐おそれない。食物を採とるために火を通す作業において菌きんを殺す事に何ら痛つう痒ようを感じない。


　強大無比な力と世界維い持じの使命を持つ〈秩序守護者〉達にとって、人間の命などは数字上のものでしかない。その腕うでの一ひと振ふりで街まちを滅ほろぼし、国を潰つぶす力を持ったアーティラリイ・タイプとなれば、尚なお更さらの事だ。


「少なくともアーティラリイ・タイプの〈秩序守護者ピースメイカー〉らしくはないわね。ねえ、ソコム？」


「……かもしれんな」


　三人目の──赤茶けた髪の男は呟つぶやくような声で応じた。


　外見的には若わか者ものといってもいいような容よう姿しではあるが、その表情はひどく物静かで、どこか常に遠くを見み据すえているかのような、浮うき世よ離ばなれした印いん象しようがある。


　若くしてその情動が完全に枯かれてしまっているかのような──そんな雰ふん囲い気きだ。


　ソコム・アーティラリイ。


　最強の秩序守護者である。


「だがシーズの意見には一理ある。連中は連中で総そう力りよく戦せんを挑いどむ積つもりだ。ここで小こ細ざい工くに訴うつたえる必要はあるまい」


「ああもう……どうしてこうアーティラリイ・タイプってのは大おお雑ざつ把ぱなのかしらね。力ちから押おしも分かるけど、絡からめ手を使うのって、なんだかぞくぞくしない？」


「お前の方が人間的に過ぎる」


　シーズが言う。


「我等の介かい入にゆうは可能な限り目立たない方が望のぞましい。〈中継点〉を使うよりも、単純な意い識しき操そう作さの方が良かろう。〈中継点〉は人間の属ぞく性せいを残しているので〈竜機神ドラグーン〉の攻こう撃げきを受けないが、その反面で〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の影えい響きようも受けるからな」


　ソコムが淡たん々たんと語る。だがステアは哀あわれむような視し線せんで自分達の乗る戦艦〈バラク〉を──超ちよう兵へい器きたる彼女にとっては、馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどに原始的な兵器を見回して、言った。


「でも人間の武器や魔ま法ほうじゃ、あの自じ由ゆう軌き道どう要よう塞さいは破は壊かいできないわよ？」


「そうでもなかろう」


　ソコムはふと王おう都との方角を振り返って言う。


「物質的には大した強度はない。防ぼう御ぎよ力りき場ばや異い相そう空くう間かん転てん移いさえできないように我々が押さえておけば良い」


「アーティラリイ・タイプが二体も揃そろっていて、やる事がセコイわね」


「俺おれは効こう率りつ的てきに仕事をしたいだけだ。無む駄だな派は手でさを楽しむ嗜し好こうはない」


「はいはい──貴方あなたが正しいわ。従うわよ。丁ちよう度どギアットの船もきたみたいだしね」


　遥はるかな水平線を──肉眼では見えぬ筈はずの遥か彼方かなた、滑すべるように近づいてくる数すう隻せきの装そう甲こう艦かん艇ていを眺ながめつつ、ステアは肩をすくめた。








　命令書は正式なもの。


　だが緊きん急きゆう召しよう集しゆうされた〈ジェイド・サーキット〉の魔ま導どう士し達はそれでも疑ぎ念ねんを禁きんじ得えなかった。


「馬ば鹿かな……正気か？」


　そう囁ささやき合う者達も居いる。


　だが現実に国王、宮廷魔導士団ジエイドサーキツトの長おさたるリック・ヴァルトロ、そして五人の将しよう軍ぐんの署しよ名めいが書き込まれたその命令書の有ゆう効こう性せいは疑うたがう余よ地ちが無かった。疑えたにしても、それに正面切って逆らえるような権けん能のうは宮廷魔導士達にも無かった。


　条約上、使用は勿もち論ろんの事、改かい良りようや新規開発も禁きんじられている魔法。


　無論、機き密みつという壁かべの向こうで改良と開発は行われてきたが、それでも当の魔導士達そのものが、それを実際に使う事を予想していた訳ではない。


　だが……


「十五分後に第一段落の詠えい唱しように入る」


　居い並ならぶ部下達を前にして、宮廷魔導士団長リック・ヴァルトロはそう宣言した。








　異い常じようはすぐに部下から報告された。


「第一から第三まで、いずれも出力低下中です……駄だ目めです、維い持じできません」


「……原因は？」


　セーネスの問いに、部下は首を振ふった。


「分かりません。どうも力りき場ばの不調を起こした順からすれば、外部からの妨ぼう害がいという可能性も高いのですが」


〈スキッド〉は防ぼう御ぎよ能のう力りよくとしてある種の力場を設定できる。


　細かい網あみのようなその力場は、〈スキッド〉の外部装そう甲こう材ざいに重かさなり、物理的強度を上げるように働く。具ぐ体たい的てきには、この力場と重なれば、薄うす紙がみであろうと鋼こう鉄てつに勝まさる硬こう度どや耐たい熱ねつ性せいを発はつ揮きするのだ。


　出力の関係で長時間展てん開かいする事はできないが、この力場を展開している限かぎり、通常の砲ほう撃げきや攻こう性せい魔ま法ほうなどでは、この要よう塞さいを傷きずつける事はできない。


　だが──その力場が次々と不調を起こして機き能のう停てい止ししてしまったのである。


　原因は不明。五千年の歳さい月げつがその防ぼう御ぎよ機き構こうに何らかの故こ障しようを生しようじさせたのか、元々完全に稼か働どうしていた訳ではなく、以前からいくつかの部分に『綻ほころび』が在あったのも事実なのだが──


「私し見けんを言わせてもらえば、『綻び』から無理矢理こじ開けたような印いん象しようがありますが」


「……〈秩序守護者ピースメイカー〉か」


「断だん定ていはできませんが……他ほかにそれができるとすれば、ナタリイかゼフィリスしか……」


「──私達ではないわよ」


　不意に生じたその声に、セーネス達は振り返った。


　部へ屋やの入り口に浮うかんでいるのは……言うまでもなくナタリイである。


「……信用できねーな」


　セーネスが言う。だがナタリイは平然とした様子で応おうじた。


「はっきり言ってしまえば、私にとってこの要よう塞さいや貴女あなた達の存在はどうでも良かったのよ。〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の存在を逃亡させる際の目くらましにさえなれば」


「素直だな。……それで？」


　唇くちびるの端はしを歪ゆがめて笑いながらセーネスが言う。


「今いま更さら、貴女達が生きようが死のうが、興きよう味みの対たい象しよう外がい──ならばわざわざ妨ぼう害がいする必要もないでしょう？」


「……筋すじは通とおってるがな」


「ただ……幾いくつか事情が変わったわ。ここは一いつ旦たん引きなさい」


　セーネスと、その部下達を見回してナタリイは言った。


「なんだと？」


「〈秩序守護者〉は直接〈律法を破る者〉を攻こう撃げきできない。だから人間に手を下くださせる筈はずよ。いくらこの要よう塞さいが堅けん固ごでも、長ちよう距きよ離り戦せん略りやく級きゆうと呼ばれる攻性魔法の攻撃をまともに受ければ、どれだけ耐たえられるか、疑問だから」


「…………」


　セーネスは顔をしかめて考える。


　ラインヴァン王国の保ほ有ゆうする戦略級攻性魔法の魔ま導どう式しきは〈奈落ギンヌンガガプ〉だ。設せつ定てい領りよう域いきに大だい規き模ぼな重力変動を発生させて対たい象しよう物ぶつを引きずり込み、破は壊かいする。


　ギアットの同じ戦略級攻性魔法である〈白き沈ちん黙もくの風ふう神じん〉に比くらべると、その制せい御ぎよ性せいに問題はあるが、単純な破は壊かい力りよくでは大きく上回るとされている魔法であった。


「条約が在あるはずだが」


　部下の一人が口を挟はさむ。


　確たしかに戦略級攻性魔法は、各国が条約でその行使と新規開発、改かい良りようを禁止している。それを全すべて鵜う呑のみにするほどセーネス達も愚おろかではないが、それにしても堂どう々どうとそれを行使するには、外交上問題があるはずだ。


「そんなものが〈秩序守護者ピースメイカー〉の精神支配の前に、どれだけ意味があると思うの？　そもそもその条約自体が、マウゼル教教会を通じて〈秩序守護者ピースメイカー〉が敷しいたものよ。必要以上の力を人間がつけるのを防ふせぐために」


　ナタリイは苦く笑しようじみた表情で言った。


「とにかく移い動どうを。できれば強襲突撃形態アサルト・モードに変化して時間を稼かせいで」


「時間を稼いでどうなる？状じよう況きようは──」


　セーネスの言葉を、鈍にぶい音が遮さえぎった。


　それは無論、ひどく微び細さいなものではあった。聞き慣なれていなければ、それが爆ばく音おんであるとは判断できないほどに。


「ギアットの強きよう襲しゆう魔ま導どう艦かんも到とう着ちやくした様ようね」


　ナタリイが呟つぶやくように言った。


「時間がないわよ。このまま同じ人間の手で殺される？　復ふく讐しゆうを果はたしたいなら、従したがいなさい、セーネス・ルル・ギアット」








　ギアットの強襲魔導艦は、艦かん艇ていとしては特とく異いな形状をしていた。


　必要とあればこの艦はその乗組員として艦内に抱かかえる二十人の魔ま導どう士しによって、その姿すがたを隠かくしたまま敵に接近する事もできる。この際の隠密クローキング能力を高めるため、艦の形状はひたすらに単純な平面だけで構こう成せいされており、また全体的に平べったい。色は光を反はん射しやしにくい漆しつ黒こくであり、その姿は、海面に浮ふ遊ゆうするエイのような印いん象しようがあった。


　しかもこの艦には砲ほう台だいがない。


　いや──艦かん橋きようさえもがない。非常用ののぞき窓がいくつか穿うがたれているものの、その表面は闇やみのようなのっぺりした平面だけが覆おおっている。


　防ぼう御ぎよ、運うん行こう、攻こう撃げき、索さく敵てき──その全すべてをこの艦は魔導士に頼たよっているのである。その背面には通常運行用の帆ほも折り畳たたんで収しゆう納のうされているが、戦せん闘とう行動中は目立つのを嫌きらって内部に格かく納のうされている。


　そして──


「撃て！」


　艦長の号令と共に三射目の〈火焰の王神クトグア〉が起き動どうし、まるでその黒い表ひよう面めん装そう甲こうから滲にじみ出るかのように発現した太い光条は、真まっ直すぐに虚こ空くうを切り裂さいて〈スキッド〉を直ちよく撃げきした。


　その発現点をずらしてやれば、〈破天ラグナレク〉や〈火焰の王神〉といった攻こう性せい魔ま法ほうは、壁かべの向こうから撃うつ事ができるのだ。


「皇おう女じよといっても躊躇ためらう必要はない！　相手は魔族と手を組んだ、兄上殺しの謀む反ほん人にんである！　第四射用意！」


　艦長が拳こぶしを振ふり上げて叫さけぶ。


　本来は──彼は攻撃の前に本国に確かく認にんを取る必要があった筈はずだ。だが、彼はその必要を認めず、ただがむしゃらに部下に攻撃命令を発していた。


　無論──艦長本人はわかっていない。


　その半なかば暴ぼう走そうした自分の行動が、自分の意志によるものではなく、昨さく晩ばん出会ったマウゼル教の女じよ性せい神しん官かんによって操そう作さされたものであるという事に気づいていない。そもそも、その女性神官がいつ彼の艦に乗り、いつ姿を消したのか──その事を訝いぶかしむ意い識しきさえ、彼の頭の中には無かった。


　そして──


「──撃て！」


〈火焰の王神〉──四射目の強力な攻性魔法が、〈スキッド〉に向けて放はなたれた。








　爆ばく音おんはシャノン達の元にも伝わってきた。


「──なんだ？」


　身み支じ度たくを整ととのえ、パシフィカ達と共に通つう路ろへと出たシャノンは、眉まゆをひそめて音の──音というよりそれは、床ゆかや壁かべを伝わる振しん動どうそのものに近かったが──聞こえてきた方向を振り返る。


「攻撃か？」


「──そうだ」


「…………！」


　唐とう突とつな出現には慣なれているが──それでもやはり気け配はいも無なく側そばに現れるこの〈終わりの魔ま獣じゆう〉の存在は、どうにも心しん臓ぞうに悪い。


　シャノンはいつの間にか傍かたわらに浮うかんでいた少女に視し線せんを向けた。


「ギアットの艦かん艇ていが魔法攻撃を仕し掛かけている。ラインヴァン王国の方でも戦せん略りやく級きゆう攻こう性せい魔ま法ほうを使おうという動きがあるようだ。だが目下、この自じ由ゆう軌き道どう要よう塞さいは〈秩序守護者ピースメイカー〉の妨ぼう害がい行こう為いによりそれに対たい抗こうする手段を持たない」


「……よく俺おれの前に顔を出せたな。いや、そういう感かん傷しようはないか、魔族には」


　シャノンの言葉に対し、ゼフィリスは無言だった。


　ただ──視線が僅わずかに下を向く。まるで罪つみの重さにうなだれ、罰ばつを甘あまんじて受けようとする罪ざい人にんのように。


「シャノン兄にい、あの、あのね──」


　パシフィカが慌あわてて口を挟はさむ。


「アーフィは、その──私と一いつ緒しよにシャノン兄を助けるために……」


「そういう些さ末まつな事を問題にしてるんじゃない。そもそも俺達はこいつの口から真実を聞いた訳じゃない。こいつは全すべて知った上で、俺達をうまく利用しようと──」


「シャノン兄！」


　容よう赦しやないシャノンの糾きゆう弾だんの言葉に、パシフィカは思わず叫さけぶ。


「それはそうかもしれないけど、それはそうかもしれないけど……！」


「いや──シャノンの反はん応のうは当然だ」


　ゼフィリスは言った。


「失われた信用がそう簡かん単たんに取り戻もどせるようなものでない事も理解しているつもりだ。だがあえてそれでも言わせてもらう」


　ゼフィリスはシャノンに真まっ直すぐ視線を向けて言った。


「ここは危き険けんだ。座ざして敵てきの術じゆつ中ちゆうにはまるのは得とく策さくではない。脱だつ出しゆつを提てい案あんする」


「…………」


　シャノンは眼めを細めて目の前の少女を見つめた。


「俺達に王都の人間やセーネス達を見殺しにしろと──」


「貴方あなた達の考えは理解しているつもりだ。だが、このまま此こ処こに居るだけではパシフィカは死ぬ。貴方達やセーネス達ともろともにだ。そんな結果を望まないという意味では、我われ々われはまだ協力できるのではないか？」


　シャノンの視線をその紫むらさきの瞳ひとみで受け止めつつ、ゼフィリスは尋たずねた。


「……セーネス達はどうしている？」


「とりあえずナタリイが説せつ得とくしている。せめて移い動どうさえすれば戦略級攻性魔法の照しよう準じゆんを逸そらす事ができる筈はずだ。だが──三体の〈秩序守護者ピースメイカー〉がでてきている以上、移動さえもどれだけ可能か……」


「ならば」


　シャノンは歩き出しながら言う。


「セーネス達もつれて脱出したい。その位はできるのだろう、〈終わりの魔ま獣じゆう〉？」


「無論だ。しかし──」


　セーネスが復ふく讐しゆうの道具としてこの〈スキッド〉を使う積もりなのはシャノンやゼフィリスも知っている。


　彼女にとって、この〈スキッド〉は〈秩序守護者ピースメイカー〉と戦える唯ゆい一いつの武器だ。彼女がここを放ほう棄きする可能性は低い。


「あるいは〈秩序守護者〉をこちらから迎げい撃げきする……という方法もあるな」


「それはかまわないが」


　ゼフィリスは視し線せんをシャノンの背中に注そそぎながら言う。


「〈秩序守護者〉は三体──残のこり全すべてが集結している。戦力的には圧あつ倒とう的てきに不利だ」


「それがどうした」


　不利有利を論じるならば、常にシャノン達は不利な戦いを強しいられてきた。


　今いま更さらその状じよう況きように臆おくするシャノンなどではないが──


「向こうにはシーズが居るのだぞ」


　そこでシャノンは足を止める。


　振り返る彼と、そしてパシフィカ、ラクウェルを順に見み渡わたして、ゼフィリスは言葉を続けた。


「戦うなら、相手を完全破壊する積もりで臨のぞまねば勝機はない。それでも貴方達は本気で戦えるか？」








「駄だ目めです──動けません」


　部下の報告にセーネスは唇くちびるを嚙かんだ。


　防ぼう御ぎよ力りき場ばは無論の事、移動や形けい態たい変へん更こうさえもが機き能のう不ふ全ぜんに陥おちいっている。確かく証しようは無いが、明らかにこれは〈秩序守護者〉達の仕し業わざだろう。これらの機能が何の前まえ触ぶれもなく一いつ斉せいに停止するなどという事は考えられない。


「くそ……」


　エイローテの──親友の仇かたきがすぐ側そばに来ている。だがセーネスの切り札ふだである〈スキッド〉はいつの間にか敵てきの力りき場ばに囚とらわれていて、身動き一つとれないのだ。


「アーティラリイ・タイプは細かな作業には向いていないけれど、出力だけは〈竜機神ドラグーン〉とほぼ同等──シビリアン・タイプに加えてそれが二体も揃そろえば、この要よう塞さいをも押おさえ込める力がでるという事ね」


　ナタリイが他ひ人と事ごとのような口く調ちようで言う。


〈スキッド〉を器うつわとしている彼女にとっても、窮きゆう地ちは変わらない筈はずだが──一度シャノン達を逃にがすために自じ爆ばくさえ決意していたこの元〈終わりの魔ま獣じゆう〉にしてみれば、今更慌あわてる程の事でもないのかもしれない。


「くそ、くそっ……！」


　セーネスはまるでナタリイが仇かたきであるかのような眼めで、その蒼あおい髪かみの娘むすめをにらむ。


　その時──不意にナタリイが視し線せんを空中に据すえた。


「ゼフィリスから──いえ、彼女の新しい主あるじからの伝言よ」


　次の瞬しゆん間かん、視線をセーネスに戻もどしてナタリイは言った。


「新しい主──シャノンか？」


「『秩序守護者ピースメイカーは何とかする。だから一瞬でも束そく縛ばくがゆるめば、即そく座ざに動けるようにしておいてくれ』と」


「……〈竜機神ドラグーン〉で出る積もりか!?」


　セーネスの部下達が顔を見合わせる。


　確たしかにそれが現状で採とり得うる唯ゆい一いつの方法だろう。


　しかし……三対一である。しかもシャノンはまだゼフィリスに対する疑ぎ念ねんを捨て切れてはいまい。ナタリイから聞かされていた事が事実なら、〈竜騎士Ｄナイト〉と〈竜機神〉の融ゆう合ごうは双そう方ほうの精神状態にかなり影えい響きようを受ける。融合が不完全であるならば、その実力を出し切る事は出来ない筈だった。


　その状態で、しかも数で優まさる〈秩序守護者〉相手にどこまで戦えるのか……


「人の事は言えた義理じゃねえけど」


　セーネスは拳こぶしを握にぎりしめながら呟つぶやいた。


「無茶をしてくれるなよ、シャノン……」








〈スキッド〉の先せん端たん部ぶ──遥はるかな水面にラインヴァン王国の艦かん隊たいを臨のぞむ外がい辺へん、船で言えば舳へ先さきに当たる場所にシャノンは居た。


「──行くぞ」


　海面に向けて跳ちよう躍やくしながら、ゼフィリスと融合。


　空くう間かん回かい路ろが形けい成せいされ、シャノンを存在の核かくとして大量の力が流れ込み、そして自じ己こ組そ織しき化かを始める。


　形けい相そう変へん換かん。質しつ量りよう補ほ塡てん。


（現時点で稼か働どうしうる機き能のうを全部解かい放ほうしろ）


　シャノンは融合意い識しきの狭はざ間までゼフィリスに命じる。


（危き険けんだ。まだ安定していない。まして今の状態では──）


（出し惜おしみしている場合か！）


（……分かった）


　ゼフィリスの言葉と同時に、今までは制限がかけられていた機能の殆ほとんどが解放される。


（くっ──）


　シャノンは脳のうを圧あつ迫ぱくする強きよう烈れつな感覚に声もなく呻うめいた。


　やはり融合は完全ではない。その状態で全機能を制せい御ぎよせねばならないとなれば──何ど処こかに無理が出るのは当然の事である。だが、今は使える力の全すべてを使い切らなければ、活路を開くことは出来ないだろう。


（シャノン──）


（構かまうな、続けろ！）


　シャノンは海に向けて落ちていき、その靴くつ底ぞこが海面にふれた瞬しゆん間かん──


　音はない。光もない。


　だがごそりとシャノンの直下の海水が、直径半海里９００メートルほどにもわたって半球状に消しよう滅めつした。無論、眼めには見えないが、同時にその周囲の空気をも消滅させている。


　取り込まれたそれらの物質は、形相干かん渉しよう能のう力りよくの制御により、元げん素そ変へん換かんされ、瞬時に新しい物質に組み直されてゆく。


　そして──








　それが咆ほう吼こうであるのだと、耳にした瞬間に気づいた者はおそらく、〈秩序守護者ピースメイカー〉達だけであったろう。


「──来たか」


　呟つぶやくソコム。


〈バラク〉の乗員達がその姿すがたを見て愕がく然ぜんと動きを止め、あるいは悲ひ鳴めいを上げる中で、三体の〈秩序守護者〉達だけは、平然とその近づいてくる巨きよ大だいな物体を──生物のようにも見えるが、明らかに生物とは異ことなるその異い形ぎようを見み据すえていた。


　戦せん艦かんにも匹ひつ敵てきする程の巨体。


　銀と黒──鋼はがねと皮かわによって構成されるその巨体は、生物のようでもあり、機械のようでもある。人に似にた形の四し肢しを備そなえつつ、更さらにはその背に剣けんのように鋭えい角かくな線を示す翼つばさが伸のびていた。


　その姿は恐おそろしいほどに攻こう撃げき的てきで、しかも……禍まが々まがしさの中に研とぎ澄すまされた美しさを内ない在ざいさせている。


　神話のみがその姿を語る筈はずの、魔ま獣じゆう。


　ドラゴン。


　それが大気を抉えぐりながら、凄すさまじい速さで近づいてくる──




[image: ]


「遂ついに実体化させたか。面おも白しろい」


　そう言って一歩前にでたのはシーズである。


「貴方あなたとステアだけでも、あの自じ由ゆう軌き道どう要よう塞さいは押おさえられるな？」


「動きくらいはな」


　ソコムが頷うなずく。


「では、あれは私が相手をしよう」


　そう言って──シーズは黒くろ髪かみをなびかせて、甲かん板ぱんから跳ちよう躍やくした。








　同時に。


　もう一つの咆ほう吼こうが海を震ふるわせていた。


〈スキッド〉である。シーズが抜ぬけたために何割かその束そく縛ばくする力を減げんじた〈秩序守護者〉達の力りき場ばの中で、最大出力の〈スキッド〉がその姿を変えようとしていた。


　ゆっくりと、しかしより先せん鋭えい的てきに絞しぼり込まれてゆく〈スキッド〉の巨体。


　同時に限げん界かい近ちかくまでの出力を強制された動どう力りよく源げんと、動かす力と押さえる力の狭はざ間までねじれ、歪ゆがんでゆく構造材が、低く長い咆吼を発している。


　その姿は、見えない鎖くさりに繫つながれたその身をよじって苦く悶もんする巨きよ獣じゆうを連想させた。


　だが──やはり無理があるのか、その咆吼が長引き、高まれば高まるほどに〈スキッド〉はその構造材のあちこちに亀き裂れつを走らせ、そして砕は片へんを剝はく離りさせてゆく。


〈スキッド〉が崩ほう壊かいするのが早いか。


　それとも〈秩序守護者ピースメイカー〉達の束そく縛ばくを跳はね返すのが早いか。


　それはセーネス達にも、〈秩序守護者〉達にも分からなかったろう。


　ただ……








　あまりに強大な力の奔ほん流りゆうが、〈竜機神ドラグーン〉の視し界かいを白く塗ぬり潰つぶす。


（く──）


　即そく座ざに感度を下げつつその巨きよ体たいを翻ひるがえらせ、〈竜機神〉は──シャノンは、襲おそってきた敵てきの姿すがたを見み据すえた。


〈竜機神〉と同じく、巨大な翼つばさを広げた──しかしより生物的、人間的な姿。青と黒の甲かつ冑ちゆうをまとったその巨人は、明らかに〈秩序守護者〉でありながらも、ステアやガリルの姿とはまた少し違ちがう印いん象しようを持っている。


　鎧よろいの中からのぞくのは複ふく眼がんではなく人間同様の双そう眸ぼうであり、その頭部形状もより人間の鎧に近い。


　鎧に包まれながらもすらりと伸のびた四し肢し、女性的な線で構成される胴どう体たい──異い形ぎようと言うにはその姿はあまりにも優ゆう美びで、まさしく神しん罰ばつを執しつ行こうする神の使いと呼ばれるに相応ふさわしい姿をしていた。


（スィン……いや、シーズ……！）


　シャノンの──〈竜機神〉の意い識しきのシャノンである部分に、動どう揺ようのさざ波が走る。その〈秩序守護者〉の姿の向こうに、〈竜機神〉の知覚能力は、黒髪の美しい娘むすめの姿を捕ほ捉そくしていたのだ。


　だが、対するシーズには、動揺の片へん鱗りんさえ見受けられない。


（行くぞ）


　どこまでも涼すずやかなその思し念ねんの波と共に、シーズがその右手に長大な槍やりを構かまえる。


（…………やはり、もう残っていないのか）


　深い疲ひ労ろうのような感情を覚おぼえながら、シャノンは、〈竜機神〉の手に長大な剣けんを生み出す。だが、彼はどうしてもその剣の切っ先をシーズに向ける事はできなかった。


　彼の──二人目の妹いもうとになっていたかもしれない少女の面おも影かげ。


　それが彼の四肢に重い鎖くさりとなってからみついている。


（どうした。何を躊躇ためらっている。焦あせっていたのではないのか？）


（────!!）


　間合いを詰つめながら圧あつ倒とう的てきな形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよくを叩たたき付つけてくるシーズ。


　かろうじてシャノンはそれを剣で受け止めるが──四散した余よ剰じようの力が海に、空に虹にじ色いろの飛沫しぶきを弾はじけさせた。


　大きく抉えぐられた海が轟ごう音おんと共に渦うずを巻まき、側そばに展てん開かいしていたラインヴァン王国の艦かん隊たいを木の葉のように軽々と翻ほん弄ろうする。


（やめろ、スィン！　俺おれは──）


（黙だまれ）


　次々と虹色の閃せん光こうを叩き付けてくるシーズ。思念の波はその狭はざ間まで乱れ、刻きざまれ、意味をなさずに拡かく散さんしてしまう。


（俺は……！）


（私に向けて戯ざれ言ごとをほざいている場合か？　敵に何かを語りたければ、まず圧倒的な力で相手を地に這はわせてからにしろ！　力もない癖くせに中ちゆう途と半はん端ぱな情なさけなどを持つから──）


　より強大な一いち撃げきが、空中に在ある〈竜機神ドラグーン〉を叩きのめし、よろめかせる。


　本来持つ形相干渉能力としては同等かそれ以上でありながら、〈竜機神〉はただその力の前に自みずからの身を守るだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


　そして──


（持つからそのような結果になる！）


〈竜機神〉の多た重じゆう知ち覚かくが急きゆう激げきな重力場変動を感知する。


（し……）


　形けい態たい変へん更こうを続ける〈スキッド〉の姿がシャノンの意識の片かた隅すみに映し出される。幾いくつもの破は片へんを撒まき散ちらしながらも、しかし〈スキッド〉は確かく実じつにその形を変え、〈秩序守護者ピースメイカー〉達の束そく縛ばくから脱だつしようとしていた。


　だが──


（しまった……！）


　次の瞬しゆん間かん。


　闇やみ色の──光ではなく闇を撒き散らす奇き妙みような爆ばく裂れつが、〈スキッド〉を覆おおった。








　ラインヴァン王おう宮きゆう。


　その深しん奥おうに置かれた王国軍最さい高こう司し令れい部ぶの作戦会議室の扉とびらが開かれた。


　円えん卓たくの周囲につく十数人の将しよう軍ぐん達と重じゆう臣しん、そして国王バルテリクの視し線せんを受けて、その士官は一瞬気け圧おされたように身を強こわ張ばらせたが……自分の持ってきた報告が彼かれ等らの望むものである事を確信していた彼は、大声で上官から託たくされた内容を報ほうじた。


「戦略級攻性魔法〈奈落ギンヌンガガプ〉起動、ギアット軍反乱部隊特殊兵器〈スキッド〉上にて破壊力を顕けん現げん。若干狙そ点てんのずれが認められるものの、その巨体の半分以上を粉ふん砕さい、内部の反乱軍もろとも撃げき破は。


　魔法による生存者の探たん査さを行っておりますが、現時点に至るまで反応なし。その脅きよう威いは完全に去ったものと思われます！」


　その言葉が響き終わると同時に、作戦会議室の空気がゆるむ。将軍達、そして国王や重臣が笑顔を浮うかべる中──ただ一人、その表情をゆるめない男が居た。


「まさかこれで終わりという事もあるまいが──さて？」


　だが……ペータシュタール将軍の呟つぶやきを耳にした人間は、その場には一人として居なかった。




　終章　災わざわいの後で







　ギアット帝てい国こくの秘密兵器接近による騒そう動どうは、禁きん断だんとされた戦せん略りやく級きゆう攻こう性せい魔ま法ほう──〈奈落ギンヌンガガプ〉の使用によって一いつ旦たん幕まくを下おろした。


　もっともこの事実が王おう都と市し民みんに告こく知ちされる事はなく、〈奈落〉の余よ波はによって生じた津つ波なみで壊かい滅めつした海岸部倉庫群や、沈ちん没ぼつした民みん間かん船せん舶ぱくの所有者、更さらには死し傷しよう者しやの親族達は、降ってわいたかの様ようなこの災さい難なんをただ訳も分からずに嘆なげくしかなかった。大多数の人間は、それが人じん災さいであるという事さえ気付いていないだろう。


　だが──


「──いきなり戦略級攻性魔法とはな」


　呟つぶやきながら──一人の少年が壊滅した海岸部を歩いている。


　顔立ちからすれば歳としの頃ころは十代後半……二は十た歳ちに手が届とどくか届かないか、といった雰ふん囲い気きである。ただし少年という言葉で言い表すには、どこか気け怠だるく不ふ遜そんな気け配はいがこの少年にはまとわりついている。


　更さらに黒を基き調ちようにした愛あい想そうのない衣い装しようをすらりと引き締しまった体たい軀くに帯おびている為ため、その姿すがたはやけに鋭するどい──まるで無む駄だを削そぎ落おとし続けてひどく単純化した刃は物ものを思わせるものがある。それも新品の刃物ではない。何度も何度も実戦に出て研とぎ直され、鈍にぶい刃は文もんの浮うかび上がった業わざ物ものの雰囲気である。


「〈ジェイド・サーキット〉の連中、気でも狂くるったか？」


　少年の回りは惨さん憺たんたる有あり様さまだった。


　割われた扉とびら。亀き裂れつの入った壁かべ。路面に打ち上げられた船。その他た諸もろ々もろ。


　無数のものがまるでゴミ箱の中身をぶちまけたかの様ように散さん乱らんしている。


　急きゆう激げきな重力場変動をもたらす〈奈落ギンヌンガガプ〉の影えい響きようで、王都海岸部には倉庫群の高さにも匹ひつ敵てきする津つ波なみが押おし寄せたのだ。それらは海岸部にあるものを押し流し、建物と建物の間で渦うずを巻き、ありとあらゆるものを損そん壊かいさせた上でくまなく水みず浸びたしにして去った。


　もっとも──被ひ害がいを受けた場所や人間は、王都全体から見れば微び々びたるものだ。


　当然、〈奈落〉の様な桁けた外はずれの破は壊かい力りよくを持つ魔ま法ほうを使えば、こうした影響が出る事は、宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だん〈ジェイド・サーキット〉の者達は無論の事、王国政府上層部も予想していた筈はずだ。


　つまりこの界かい隈わいに在あった諸々の市民財産と、此こ処こに居た市民達は、王都防衛の名目で切り捨てられた事になる。一応の避ひ難なん勧かん告こくは出ていた様だが、わずか一時間で全すべての人間が自発的に避難など出来ない事も、分かっていた筈だ。


「えげつねえ話だ……」


　うんざりした様子で少年は呟つぶやくと、そのまま海岸部を歩いてゆく。


　その足取りを見ている限り、何か用が在って歩いている訳ではないらしい。


　恐おそらくは多少の興きよう味みがあって、この被害を受けた地区を眺ながめて回っているだけなのだろう。もっともこの津波の原因を知らない者達からすれば、いつまた唐とう突とつに破壊的な波が押し寄せてくるのか分からない訳で──興味本位でこの場を歩く様な人間は、余よ程ほどの変わり者か、多少なりとも事情に気付いている者、という事になる。


　どうやら言動から察するに、少年は後者の様だ。


　そして彼が見み渡わたす限り、他ほかに人ひと影かげらしい人影は見あたらない。


「ここしばらく妙みようにきな臭くさい感じがしてたが──これの事か？」


　立ち止まって少年は背後を──王都そのものと、その真ん中から全てを睥へい睨げいする巨きよ大だいな城を振ふり返る。


　王都と同じ名を冠かんされた国主の居きよ城じようは、海岸部の損そん害がいなど我われ関かんせずといった様子で傲ごう然ぜんとそびえ立っていた。それこそ王都の全てが洗い流される程の津波が押し寄せてきても、あの城だけは平然とそこに残っているかの様ような雰ふん囲い気きがある。


「いや、違ちがうか。だが──これに乗じてくる可能性は、あるな」


　呟きながら少年は再ふたたび歩き出す。


　言葉に出して呟くことで、考えを整理しているらしい。


　そのとき──


「ん──？」


　再度、少年はその場に立ち止まった。


　ごくごく自然に──脚あしを止めるのと同じ様な何気ない仕し草ぐさで、右手が僅わずかに持ち上がる。


　少年のその姿し勢せいが一種の戦せん闘とう態たい勢せいであるのだと、見ただけで気付く事が出来るのは、相当な武ぶ術じゆつの達たつ人じんだけであろう。姿勢としてはごくごく自然体で──ただ、よく見れば僅かにブーツの踵かかとが浮ういている。殊こと更さらに大げさな構かまえではなく、それだけに状じよう況きように即そく応おうしやすい実戦的な態勢である。


「誰だれか、いるのか？」


　少年が視し線せんを向けているのは、とある倉庫である。


　いや正せい確かくにはその陰かげ。


　返事はないが──代わりに何かがごそごそと動く音がする。


「…………ふむ？」


　少年は眉まゆをひそめてしばし待ち──やがて焦じれたのか、危き険けんはないと判断したのか、大おお股またでその倉庫に近寄って行く。


　だが、彼が倉庫の陰が見える場所にまで回り込む前に、物音の主ぬしは自発的に、ふらふらとした足取りで彼の視界の中に出てきた。


「…………」


　少年は怪け訝げんそうな表情でその相手を眺ながめる。


　それは一人の少女であった。


　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの小こ柄がらな女の子。年の頃ころは少年とそう変わるまい。臙えん脂じ色いろと麻あさ色の衣い装しよう──何があったのか、それはひどく汚よごれていた──を身に纏まとい、何ど処こか所在なげな感じで少年の前にまで歩いてくる。


　そして──


「えーと……」


　少女は何やら考え込むような様子で腕うでを組み、首を傾かしげる。


「ちょっと聞きたいんだけど」


「……なんだ？」


　やはり怪け訝げんそうな表情のまま──それでも案あん外がい律りち儀ぎなのか、少年は尋たずね返す。


「貴方あなた、誰？」


「他人にそう尋ねる時は自分から名乗りなさいって親に教わらなかったか？」


「いや、まあそうなんだろうけど」


　少女は顔をしかめながら言う。


「分からないんだよね」


「何が？」


「いや、だから自分の名前」


　あっけらかんとした口く調ちようで、少女はそう言った。


　少年の表情が一瞬険けわしくなったのは、からかわれていると思ったのであろうか──


「ついでに聞くけど。ここは何ど処こで、今は何い時つなんだろう？」


「…………」


　少年はしばし少女を見つめ、そして溜ため息いきをついた。


「おまえ、言ってる事、相当に変だぞ」


「うん、分かってるんだけどね」


　少女は苦笑して言う。


「でもだからって黙だまって突つっ立っててもしょうがないし、丁ちよう度ど人が通りかかったから声かけてみようかな、とか思ったんだけど」


「…………前向きだな」


「それが取とり柄えよ」


　記き憶おく喪そう失しつらしい癖くせにそう言って少女は胸むねを張はる。


「私としては、何処かもうちょっと人通りのある所に連れて行ってもらえると、嬉うれしいかな、とか思うんだけど」


　そう言う少女をしげしげと眺ながめ──


「……まあ、どうせ帰るところだったしな。おまえがついてくるってんなら、止める理由もないさ」


　呟つぶやくようにそう言うと少年は再ふたたび歩き出す。


「あ。ちょっと、待ってよ──」


　少女が慌あわてて彼の後に続きながら──


「ところで、まだ名前聞いてないけど」


　自分のことはさておき、そう声を掛かけてくる少女に、彼は歩きながら首だけで振ふり返り──言った。


「フューレ」


　フューレ・タクト。


　それがこの少年の名前であった。


　そして。


　この少年の運命はこの記憶喪失の少女との出会いで大きく変わる事になる。


　だが無論……そんな未来の事など、彼はまだ知る由よしも無かった。






　あとがき







　どれだけ離はなれていても。


　どれだけ隔へだたりがあっても。


　我々はただわずかに指を動かすだけでその距きよ離りを無効化して意思を疎そ通つうする術すべを持っている。ほんの十桁けた余あまりの数字の羅ら列れつ。それが魔ま法ほうの呪じゆ文もん。この広大な世界で人と人とが互たがいを認識して繫つながるための──儀ぎ式しき。


　すばらしい。完全とは無論言えないまでも、文明は空間の隔たりを制したのだ。


　だが──





「どうも[image: ]です」


「どうも富士見書房のＴです」


「そういえばＴさん。大変な事が発はつ覚かくしました」


「なんでしょう？」


「今の予定でいきますと、来年は最低七冊書かないといけない事に」


「ははあ。大変ですねえ」


「ああッ、まるで他ひ人と事ごとのよオな冷たい返事がッ！」


「他人事ですし。ていうかその七冊のうち、二冊はよその出版社のでしょう。きっぱり他人事ですよ」


「ううう。でもでも」


「自じ業ごう自じ得とくですってば。ああ、そうそう──コミックのプロット十二本は締しめ切り、明後日あさつてまでですよ。ジュニアとコミドラ、それぞれの副題サブタイも考えてもらわないと。ああ、それからＣＤのシナリオには目通してもらえました？」


「あうあう」


「ＣＤの録音にも立ち会ってもらわないと。コミックの担当者とも会ってもらって。それから『小説創るぜ！』の企画も動いてるので、それでも上京してもらわないといけませんね」


「ぐぬぬぬぬぬ──」





　教きよう訓くん。


　空間は文明の利器でどーにかなったりするが、時間はドラ●もんでもいない限りどーにもならないので、気を付けよう。





　というわけで、どうも、[image: ]です。


　なんか棄すてプリのあとがき書くのが久しぶりの様な気がします。待ってくださった方々、どうもすいません。





　さて、今回の本はＤＭ連れん載さい分における『スキッド編』を加筆修正したものです。そろそろ終しゆう盤ばんに向けて加速を始めた棄てプリ、ネタ晴らしもちょろちょろと──という感じであります。





　ネタといえば、以前ある読者の方に尋たずねられたのですが──





　問：「アーフィは総計二十六体いるみたいだけど、全部名前は決まってるのか？」


　答：「当然、考えてません」





　問：「前のネーミングコンテストみたいに名前募ぼ集しゆうする予定はあるのか？」


　答：「ありません。だって出てこないもんをひたすら設定しても空むなしいですやん」


　という事で、あえてそこらは設定しないまま放置してあったのですが、ＤＭの増刊の方で『アーフィ達の造つくられた時代の話を』という注文を編集部からいただきまして、その結果、既き出しゆつの三体（ゼフィリス、ナタリイ、グロリア）以外の名前もいっそ全部募集で決めてしまえ、という事になりました。





　でもって、急きゆう遽きようちの公式サイトで募集をかけ、皆みな様さまから送って頂いた名前の案をあーでもないこーでもないと悩なやみながら選んだわけです。


　で──増刊の方で三体、今回の文庫の書き下ろし部分で三体、名前を使わせて頂いております。皆様、感謝です。





　とりあえず文庫では──





シリアル０１〈アズエスミ〉（命名：ＥＳＴさん）


シリアル０６〈フォセッタ〉（命名：迎　夜魔さん）


シリアル２４〈西王母（シィーワンムウ）〉（命名：渡辺真臣さん）





　の三体を使わせて貰っております。


　採用させて頂いた御お三さん方かた、及および他の応募してくださった方々、ありがとうございました。


　ちなみに〈西王母〉ですが、英字で発音するとXi wang muとなるので二十四体目なのです、念のため。〈西王母〉はコミック版への出張も決まっております（笑）。





　他の二十体もぼちぼち発表する積もりです。





　応募といえば今回のエピローグで、『彼』が出てきます。ＤＭ誌上ではえらく人気が出た彼です。考えてみれば彼もＤＭ誌上で公募したキャラクターの一人でした。


　まあ、彼については次巻で。





　小説そのものはクライマックスに差し掛かかり、また私自身、今年から来年にかけてはなんかこう、色々とばたばたしそうですが──とりあえず頑がん張ばりますので担当のＴさん、コミックス担当のＩさんとＹさん、そして絵師の安あ曇ずみさん、矢や吹ぶきさん、池いけ田ださん、そして誰よりも読者の方々、よろしくおつきあいの程を。





　では──また、次の本で。








　２００２／５／１６


　ＢＧＭ：なし


　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ペンティアムIII・８００ＭＨＺ　ＲＡＭ５１２ＭＢ）。




初　出





この小説は『月刊ドラゴンマガジン』２０００年12月号～２００１年５月号までに連載されたものに加筆したものです。
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遙はるかなる追つい想そう曲きよく





[image: ]さかき　一いち郎ろう






[image: ]


平成23年12月1日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2002 Ichirou Sakaki, Yukinobu Azumi/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/K001.jpg
2’77"'71\ T B

ENED E





OEBPS/images/SAKAKI.png





OEBPS/images/P123.jpg





OEBPS/images/P091.jpg





OEBPS/images/P271.jpg





OEBPS/images/FJB_LOGO.png





OEBPS/images/COVER.jpg
A035vIRTIVEZ 10

EHISEM

# —ER

g N
= S EE
BTRIFVIVTNE 15RE 2R





OEBPS/images/K004.jpg





OEBPS/images/P235.jpg
b

W
T






OEBPS/images/P251.jpg
ST T






OEBPS/images/P167.jpg





OEBPS/images/P215.jpg





OEBPS/images/K002_zzz.jpg





OEBPS/images/P067.jpg





OEBPS/images/P073.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P105.jpg





